
獅計洋慮力言

魏 1
』E

誉
■贅ヽ

「七
瀬

川

野
津

原
」

平

成

十

四
年

百
（　
横
四
ｏ
・釈
四
ェ
糎



構

野 津 原 方 言 集  続 編 m14… ……… ……平成 24年

表紙 画 … … …… … … … … … …… ……… …酒井 治 郎

題 字 … … … … … … …… …… … …… …… …姫 野 順 子

《東部小 》 ふ じま るかのん 。 み う らきひ ろ。 1

☆  ご協 力 の皆 様  ☆

岡本 政 雄 《野 津 原 》 河村 ア ヤ 《大 分 》 足立  勇 《光吉 》

佐 藤 喜 久 代 く野 津 原 》 宮 本 花 見 《野津 原 》野 津 原 公民館

住 田政 利 《大 分 》 波 多野 テ ル子 《野津 原 》 野 津 原 商工会 。

故 人 C橋 本 杉 平 様 、 内藤 忠 人 様 、 和 田義 人様 、佐 藤 吉 晴様 。

三 輪 ノブ 森下 常 夫  三 輪 道 明 佐藤 昌史

☆  使 わせ て いた だ いた 資料  ★

肥後 街道 を歩 く、  光吉 村 の 由来 と伝 説 、

丸 克製 陶所 、薬 師窯 、 文 化 財 調 査 こばれ話 、歴 史 記録 会 、

読 み語 り資料 、 文化 協 会 演 劇 部 資料 、肥後 街 道 資料、

月 の うた、 岡倉 神 楽 伝承 資料 、野 津原 伝 承 民 話 資料。

★ 調査→小野寿祐、佐藤源治、那須政子、赤星 ヨシ ミ。

調査協力→ 甲斐英行。監修→小野寿祐 、赤星 ヨシ ミ。、

カ ッ ト→那須政子。 カ ッ ト集 団→中部小学校 カ ッ ト集団。

構成 プ リンター→佐藤源治。

平成 24年 8月 吉 日

野津原方言調査会
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097→ 588ビ 。0092翁



ι、〈 :i

も くじ・一 一

:ま じめ :こ ―‐・

あげ な話 こげ な話 一 一一

明治 → 大 正 一一 一 一

昭和 初 期 → 20年 一

三 佐 か ら竹 里 一 ― ―

キ ラ スぶ げん 一 ― ・

泥 ほ うが ひ じい 一一

松根 油 … … … … ……

ち ょいと一服一一一 ――

神楽ん練習…………

のっlgろ 共んだ
｀

一―・

方言単語……………………

『 う』gウ ーー "

ふ るさ とん 味 … … ,一 一 一 ―

ひ きのべ …… … … … …

旗 た て ん鶏 飯 ……………

あれ これ餅 … … … … …

五助物 語 ξ 4-……… …… …

湛水 か る今市・… …… …

石 だ た み … … … … … …

イ ビラ餅・一 ― ‐一 … …・

丸 山 八万 ……………………

地 主 ん み や げ ………… …

今 市 文 化 財 ― ― ‐一 ……

方 言 子 ど もん 世 界・・―一 -53

あ ん た 元 気 な 一…… …54

残 しち くれ た・一 … …56

響 見 山 に 貰 わ れ ――-58

悠 ち ゃ ん の 誕 生 ―・、-60

恵 ま れ た ア.k‐ 一 一 ―‐-62

理 知 らず ん 結 婚 式 … 64

，
］
　

′
」^
　

５
）
　

父
一一）
　

Ｑ
一）
　

（
一）

一　
　
　

　̈
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
１
．一

・‐1 1

..l Q

._1 ヘ

__1 呉

-17

-19
‐・21
-22

R 4

35

37

39

40

42

43

45

46

49

51

女 性 の底 力 … ……… ……

千 人針 … …… …………

肥 だ し… …… …… …

掃 除 の 生 きが い 一一

方 言 説 明 …̈ … … …・

五 助 こぼれ ば な し… …・…

七 の瀬 渡 し。一一 … …

向 こう光 吉 …… …・…

天領地 街 道 ―一 … …・

人 の優 しさ心 の花 …

方言説 明 一̈―一 … …

狸ん話 … ……… …・…

五助ん 馬子 歌 … … …

方言 単語 …………

『 え』ξ シ‐

あ とが き… ………

伝言板 ……………

食 `α

r '7

食  ∩

72

75

76

77

78

80

80

81

85

86

一‐87
……88
....Q Q

・100

9



をまじめ :こ

多 くの皆 様 :こ 支 え られ て 続 編 墜 14号 も発 行 で きま した。

ご愛読 くだ さ る皆様 が  作 った よ うな もので す 。故 郷 で先 人が

生 活 用語 と して 長 年 使 い慣 れ親 しん だ言 葉 。 文字 もさ ほどに

広 ま って いなか った  そん な時 代 か ら使 わ れ て  それ が心 の絆

とな って支 え あ い 助 け あ った生活 に は濯 い と 情 愛 が あ って

み ん なが  同 じ思 いで暮 ら し 故郷 を守 り受 ζナ継 いで来 たので

す 。言葉 とは有 難 い生 活 用具 です 。

『 今 日は何 しよん の』『 植 ゆ るか え 』『 じ 今わ ね ぇな』『 ふ

が い いな ぁ』『 い いあん ベ ー に降 るな ぁ』『 天 気 な ぅち よか っ

た な え』

見 た ら解 るん でん  一言声 を か け ち心 通 わ す る。 い

つ も皆 ん な健 康 か ち  自分 の こた 一 さて お い ち 気 づ か う。 自

然 は ど うにん な らん で ん  天気 を喜 び 潤 いん 雨 に感 謝 す る。

自分一人 じゃ生 き られ ん ぬ ぅ ち ゃん とわ きま え ち 相 手 に感

謝 しあ う崇 高 な思 いや り。

取 り組ん だ平 成 4年 か らの  資料 が まだ まだ 沢 山 あ って 次

に盛 り込 む予 定 が  入 って くる新 しい資料 に遠 慮 して い る。で

も顔 出 して『 まだ か え』 と 催 促 され る時  そん 資料  話 を し

て くだ さ った顔 が  ぱ っと輝 き喜 ん で くれ ます 。故 人 とな られ

た方 の話  も っとあ の時 間 いて おけば と 悔 や まれ るよ うな。

上浦 の ご愛 読 者 の表紙 画 か ら 支援 して くだ さ る方 が続 き

小 学 生、主婦 、 版 画 家 、水 墨 画 、童 画 、 カ ッ トが な ど などが

お粗 末 な冊 子 には似 つ か ぬ 素 晴 ら しい表紙 に今 !ま  戸 惑 い も

感 じて い ます 。 余 暇 に全て 手造 の冊子 を 愛 読 して くざ さ る

皆 様 にお届 けで き る 何 と幸 せ な事 か と感 激 して い ます 。今回

ど うかお楽 しみ の程 を  お願 い幸 し上 げ ます 。

R



表紙 画 作者響 介

重〕

作
者
略

歴

画
　
歴

昭
和
五
四
年
六
月

昭
和
六
十
年
四
月

平
成

一
年
八
月

平
成
四
年
二
月

八
月

九
月

平
成
五
年
八
月

平
成
六
年
八
月

生 雅 氏 住 出

年 号 名 所 身 身

上

所
属
団
体

ノ
‘
・
丼
″

ノ
ヤ
ケ
一

愛
媛
県
西
豫
市
宇
和
町

大
分
市
羽
屋
九
組

酒
井
治
郎

夢
豊
、
坤
、
九
台
山
人

大
正
八
年
二
月
二
十
日

人
分
県
水
墨
画
協
会
、
風
韻
漢
詩
会

大
分
水
墨
画
同
好
会
入
会

佐
藤
芝
郊
先
生
に
師
事

大
分
合
同
新
聞
社
水
墨
画
教
室
に
て

詫
間
夢
鳳
先
生
に
師
事

夢
鳳
碩
水
会
に
参
加

引
き
続
き
詫
間
夢
鳳
先
生
に
師
事

画
廊
セ
ゾ
ン
に
お
い
て

第

一
回
個
展

・

大
分
県
立
芸
術
会
館
に
お
い
て

豊
の
国
百
景
晨

同
時
に
画
集
出
版

八
幡
浜
市
立
図
書
館
に
お
い
て

詩
と
豊
の
国
百
景
に
よ
る
兄
弟
妹
合
同
展

上
海
・横
浜
友
好
展

上
海
書
法
家
協
会
優
秀
賞
受
賞

風
韻
漢
詩
会
参
加

古
賀
了
介
先
生
に
師
事

■

■
，
一 ■

●
¨
″
´́
　
　
　
　
　
‐ヽ
■

，　
４
ィ
・ヽ
ハ
、

ヽ
■

４
免
豚
級
脱
と
　
３

，７
６
■
う
ｏ
η
　

″́
嗜
之
・マ
イ
”
、

　

‐　
　
　
ヽヽ
…
ヽ
』
碧

フ
ー
‘

‘
タ
ィ
（υ
ズ

輸置

平
成
八
年
八
月

平
成
九
年
七
月

七
月

八
月

八
月

平
成
十
年
五
月

八
月

十
月

平
成
十

一
年
七
月

平
成
十
二
年
四
月

七
月

十
一
月

平
成
十
二
年
七
月

平
成
十
四
年
七
月

八
月

平
成
十
五
年
七
月

平
成
十
六
年
七
月

十
一
月

平
成
十
八
年
四
月

第
一
回
全
九
州
水
墨
画
展

瀬
一木
賞
受
賞

漢
詩
集
節
齋
五
弟
詩
妙

共
同
出
版

第
二
回
全
九
州
水
墨
画
展

大
分
合
同
新
聞
社
賞
受
賞

大
分
県
水
墨
画
協
会
設
立
に
参
加

副
会
長
就
任

第
十
回
全
国
水
墨
画
秀
作
展

特
選
受
賞

産
経
新
聞
ア
ー
ト
展

特
選
受
賞

第
二
回
全
九
州
水
墨
画
展

瀬
木
賞
受
賞

第
十
三
回
国
民
文
化
祭

実
行
委
員
会
会
長
賞
受
賞

第
四
回
全
九
州
水
墨
画
展

郵
政
大
臣
賞
受
賞

第

一
回
日
中
交
流
水
墨
画
展

審
査
員
奨
励
賞
受
賞

第
五
回
金
九
州
水
墨
画
展

北
九
州
市
議
会
議
長
賞

受
賞

第
十
五
回
国
民
文
化
祭

毛
筆
事
業
協
同
組
合
理
事
長
賞
受
賞

第
六
回
全
九
州
水
墨
画
展

総
務
大
臣
賞

受
賞

第
七
日
全
九
州
水
墨
画
展

福
岡
県
議
会
議
長
賞
受
賞

全
国
水
墨
画
研
究
会
設
立
記
念
展

中
国
大
使
館
賞

受
賞

第
八
回
全
九
州
水
墨
画
展

日
本
・中
国
文
化
交
流
協
会
賞
受
賞

第
九
回
全
九
州
水
墨
画
展

北
九
州
市
教
育
委
員
会
賞
受
賞

第
十
九
回
国
民
文
化
祭

実
行
委
員
会
会
長
賞
受
賞

大
分
県
立
芸
術
会
館
に
お
い
て

米
寿
展

同
時
に
画
集
出
版



●
■

―
●

■

●
―

●
●
　
●
●

■

・
一●
一
■
一
●
●

5



明 治 …大 正 か ら 昭和初期 …戦前  戦 中時代

いず れ詳 しい資料 が 出た時 い 挿 入 す る事 い しち こ こ じゃ戦 前

の世 の中 う覗 いち見 ろ う。 ま とまった部分 だ け に しち ゃ ります。

生 活全般 が 厳 し くな っち戦 時色 も濃 ゆ うな った。 こん 頃か るあ っ

たん が『 村 八 分 』 火事 と葬式以外 は無 視 す ると言 う差 別 で ん あ っ

たが  中 に ゃど っちに も言 い分が あ る事 態 も。

甘 い もん と言 え ば黒砂糖  ほけ―干 し柿 が 使 われ 水 飴 ぅ作 る し

もあ っち キ ザ ラ 《三 温糖 )な んか い いほ う じゃつ た。 麦 飯  味噌

菜 に晩飯 ぁダ ンゴ ジルが定版。 味噌汁 に漬 け物 んがつ き ゃ― いい ほ

う。 葬式 ん 米 飯 を 楽 しむ 大 釜ん ヨガ レが 人 気 ん いい もん じゃつ た

火葬場 が柿 野 に あ った。土葬が多か ったが 時折 ん火葬 に ゃ割 木 を

持 参 す る。 オ ンボ ウが火葬 の世話を して くれ た。土葬 は組 内ん じが

穴 掘 りを受 け持 つ … イケカキ ち言 うが この仕 事 を した しは 御 神 酒

が 出た。葬 儀 の連絡 も組 内 の仕事 じ歩 いて提 灯 持参  受 け た家 は必

ず接待 の食事 を準 備 した。

戦争 が厳 し くな り松
・
根油を取 る仕事  木 炭 《バ ス な ど に利 用 )焼

き 軍需 工 場 な どに動 員され ち農家 は 年 寄 り女子供 が ほ とん ど。

赤 紙 ‐̈召集 令 状 ―で元気者 は軍 隊 に工 場 に。 見送 る人 も出 る人 も別

れ の水杯 をす る。 学 童疎開  防空訓練  経 済取 締 り も厳 しくな っち

やんが ち配 給 制 度 。衣料 切符 か る酒 なん か祝 言 か葬式 に 1升 特 配

だ け。供 出 もだん だん締 め上 げ られ農 家ん じも ベ イセ ンキ シタ米

を 食 う始 末 。 そん 影 じけ っ く しゃオ ロイ ー シハ 闇取 ]| タバ コ 酒

米  なん かが 町ん じの着物 と交換 しよ った。

横 文字使 うな ち言 うにモ ンペ、ゲ ー トル 、 ビスケ ッ ト、 ア ンモニ

ア なん か ゆ う使 い よ った。 訳ん解 らん まめ ― に じゃつ たん か。

£



国防献 金 、国 債 《弾丸債券 》 金属 供 出 《タ ンスの と りて な ど》

隣組 、勤労 奉 仕 …若 い人 たち は軍 需 関係工 場 、生産施設 、生 産 現 場

に駆 り出 され た。学 童 は分散 授 業 で神 社 、寺 な どで勉強  上 級 生 は

食料生産 奉仕。 共 同作業  モ ンペ姿 と タス キが けで働 く そん な場

面 が 当然 とな った。

子供 の遊 びは そ こ らそん げ に あ る 材料 で工 面 して遊 ぶ 中か ら新

しい知恵 も ア イ デ ア も浮かん で遊 び道 具 に は不 自由せん じゃつ た

。 竹 木  草  何 で ん遊 び道 具  そ リー ど こん 年寄 りでん 自分 の孫

ん ごつ ム ドガル .怒 ってん親 は感謝す るよ うな環 境 じ 自然 子 供 ん

体験 、情操 教 育 が 身 に染みつ い ち くる。 人 ん 痛 みが解 る人 間哲 学 が

備 わ っち くる。

ア ンモニ アを水 じ溶 か しち麦 にや る と 元気 ゅ取 り戻 しち青 々。

霜 柱 ぅお した くる ごつ麦踏 み す ると ザ ックザ ック軽快 な リズ ム。

モ ミス リが始 ま った雪が チ ラ チ ラ 斗棒 か け ち俵 に詰 め こん だ ぬ

四斗 ビ ョー ち言 うが ピラ リ担 ぐと奥 に積 み上 げ た。甘酒 と シ ャ ク シ

ナん漬 け物  トイ モ も並ん だ米 す りん ツボサ キ。年寄 りん くわ え た

ば こが ゆ う似 合 う 顔ん じわが 長年故 郷ん 移 り変 わ りう見 ち きた。

メ グ リ棒 じア ヤ シタ大豆が 飛 び まわ る 豆 柄 は風 呂た きん 燃 料 。

農 家 に ゃ無 駄 な もん なねえ き 藁 が俵 に縄 にサ ン ドーラに 筵 に も

な リセ ンチ ンの潜 り戸 に も使 わ れ た。 フセ モ ン トコ囲 い も出来 ち籾

す りん もみ殻 が  トイモ床 に早 変 わ りす る。 牛馬 の飼料 にな り藁 こ

ず みが 田ん ぼ じ季節 風 に震 え ち ょる。

ひび ぎれ  あか ぎれ に ゃコー ヤ ク焼 き込 め ち言 う。痛 か ろ うち思

うな一甘 や か しち  コボ ク レ石 けん じ洗 た くす る若嫁ん指先  ま っ

赤 に染 ま るぬ ― 見 り ゃ里 の母 親  さ ど辛 か ろ うが これ も宿 命 か 。心

ま じゃ貧 しゅうな らん ごつせ に ゃのや。

みん な ひ じいん ど戦 争が あ りよ るきの。     ′_/二しズヒ

7 彎ン電



昭和 初 期 か る 20年 代 ん生 活環 境

五助 さんがん話 が ち っと深刻 に な ったん も 無 理 はね ―戦 争 が 身

近 い感 じが す るごつ な った き じゃ。 田舎 も暮 ら し向 きが窮屈 に な っ

ち 小 作 ん じが お手上 げ状 態 にな った。銭 が ね ―『 元気が取 り柄 』

ちそれ も解 るで …でん 貧 ほず ひ じい もん なね ―… ち も言 う。年 越 し

が 出来 ん き年 の夜 は逃 げ回 る。除夜 ん 鐘 が鳴 っちえ ― と助 か った ち

言 う始 末 じ で ―ぶ ん助 け られた しもあ ったん じゃね ―。

と ころ じ 米す りが す ん じ俵 につ む ると ホズ ミ ぅか けち表 せ ん

ぬつ くる。 改良議 員が検 査 しち白 赤  青  紫 は不 合 ち言 う トッ ト

ン安 い米 .サ ザ メ ぅ納 め ち残 り ぅ売 っちそん 残 りが ヒ ョウロ ウに。

トー ラオ キ に ゃほん ち っと積ん だ米 俵 が いの ち きん 弦 。 イモ ジ も買

うち貰 いだ さんの ぅ。

ダ ンゴ ジルん小麦粉す りん娘が 水車に来ち蜘蛛んエバが揺 るる

ぬ― ぽかんち見よるのん やんが ちアルクけん ど嬉 しさと不安が

米ん出来が悪 いきよき―苦 になる。湯沸か しす る くどんはた じ団子

を焼 く 貰 い湯 じせがわれた夜 イ ドラん花や らテマ リコが好 き じ

ゃつたあん じ 朝草切 りじ背のほず あ る草ん中 じ………あげな事 も

あ ったぬ―思 いで一ち くる。

よ なべ に繕 うフセ モ ン カマ ブタ プセ も上手 に な っち そげ な 日

が くり返 され ちイマ キ  こ しまき オ コ シ やん が ちズ ロース に な

つた。 ヘ コ フ ン ドシが シャルマ タ に 紐 が 引 っ込 ん じしもうち押

さえ た手 が 放 され ん。 藁 す ぐり しよ った ら割 れ 目に入 ったち 痛 ぇ

の痛 ね ―の ……大事 つ くりたて た。

裸電 球 で ん停電 に な ろ ― もん な ら そん晩 な もう灯 はつかん 。 ツ

ボ先 ぃゴザ ゥ敷 いち ダ ンゴ ジルすす り込 む。簡単 な夕 飯

じゃが 食 え るだけ い い ち 思 わ に ゃ罰 が あた るど。
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早 うチ ョウチ ンぬ か ん ち ょろを  気 の効 いた家 に ゃガス灯 もあ

ったが。 大掃除 に ゃ区長 と駐在巡 査 も来 る…検 査 に通 らん とヤ リナ

オ シー また次 の 日に けん さ。 カ ンカ ン帽 子  サ ーベ ルん 音  シャッ

ポ 学 生 ん帽子 に ゃ夏 に 日覆 いが か か る。

根 づ け 《田植 え》取 り上

げ 《収 穫 》 シノ ウ (取 り上 げ 脱 穀 )が す ん だ らほ っと一息 。 じゃ

が ノ シロフ ミ タ ウエ ヨコイ ゥ ロィ ョコィ ソボサ ン 雨乞 い と

88の 手 が い るか る米 の字 が 出来 た ち言 う。手 間 が い .道 つ くり

井路普 請  水 番  時間水 なん か も 米 つ くりん役 割 。

『 食べ た な』『 植え るか え』『 洗 うな』『 使 うな』『 しょわ ―ね

え な』『 いつでん言 いな ―え』 一 言 が 心 の こ も った温 か みん あ る

心 くば りん 言葉。相手 を お もいや り幸 せ を念 じち ょる。 相手 が よ い

な ぁ自分 もいい きなえ。『 牛 見が来 た』『 卵 吸 い物 でん 出 しな―』

咄嵯 に 機 転 が効 くのん 隣近所 ん縁 。『 暑 いな ―』『 寒 いな―』

『 ふが いい な』『 いあん ば いに』『 うん が いいの 一』 自分 の事 ん

ごつ喜 びあ う。

『 やせ うま食 うた ら盆 踊 り行 くで』『 ち ょぃ と待 って』若 い二人

は賑や け ―。素 人演芸 も上 手 じゃつ たが踊 り も……更 けた夜 中 に ゃ

ヨバ イが  娘 は待 つ もどか しさ と不 安 も。… …お ゃ じが割 れ木 を持 っ

ちアガ リン トに構 え ち ょる。娘 は大 声 じ蛇 が お った … … タマガ ッタ

親 父が こ っち来 た拍子 に娘 が 男 しを  裏 に回 らせ た。

野津原 (特 に本 町 に ゃ)に ゃ馬 車 が 12台 ほず あ った。 大 分 ま じ

荷 物や ら材 木 や ら賑や か じ かん たん に ゃ野津原 ん 名 前 が 大 手 をふ

つち よつ た。帰 りの馬車 が 酒屋 の前 で必 ず 泊 ま るのん  飲 み屋ん し

が馬 を テ ナズ ケチ ョッ タ とか。 商売 上 手 。 台 ば ら し 立 て棒  湯 た

て …… なん か は馬車 引 きの心情 が滲 む ごた る。 ナガ セ  シヶ 雷

雪 降 り 楽 ば っか り じゃね ―馬車 引 きに も 苦労 は予想 以 上 にに も

あ ったん じゃね 一。人 の仕 事 ぁゆ う見 ゆ る もん じゃが。
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五 助 馬 子 唄ばや しか ら  『 三 佐 か ら竹 田は 13里 』

旅 人ん荷 物 を運 ん じ帰 り道: アオ もチ ッタ くたびれ た ごた るき道

端 ん  草が 茂 った と こ リー繁:い じ五助 も一 サ1展 す るこち 一 した。旅ん

二 人連れが 立 ち止 まると  『 三 佐 か る竹 田 ま じゃ何里 なえ』『 そ―

じゃな一 ]_3里 で 』『 そ うな  や っぱ』 ~首 ぅ傾 けち歩 きで ―た。

見送 った五 助 もそ げ―不思 議 に ゃ思 わん じゃつ た。

が  へ もど った さ っきん 旅 人 が又  『 三 佐 か る竹 田 は 13里 じゃ

ったなえ』『 そ うで 13里 で 』『 おか しい な なん ぼ歩 いてん 13

里 じゃ行 きつ かん事 ぃな る』『 え ―… … …』 ゆ う考 え ち見 りゃそ

れ もそん はず  『 三佐 か る竹 田 … 13里 』 コ リャー誰 に聞 いてん

変 わ らん はず 。 こげな しは ヨ コカル竹 田 マ ジ ワチ 聞 くの な ら話 ゃ

別 じゃが なえ 。

三佐か る竹 田 … これ は三 佐 で 聞 いてん  府 内 じ聞 いてん 野津原

じ聞 いてん  全 く答 え は同 じ じゃつ た。

すたすた歩 いち行 くしにえ ―と追いつ いた五助  『 ち ょいとあん

たど―どこま じ行 くんな』『 いんにゃ竹 田ま じジャケ ン ド どこま

じ行 ってん 13里 じゃモ ンジャキ 狐にでんつ ままれたんかち ち

よ ぃと心配 にな っち しも ぅチ ョツタンデ』『 そ りゃ一そ うじゃコ ト

あんたど―ん 聞 き方が悪 い き 13里 は減 らん訳 じゃね―な』『 そ

うかな一』

五助 に くわ しい話ん仕 方 ぉ聞 いち  『 な るほ ど』 ち感 心 しち しも

ぅた。『 あん た なか なか くわ しいな一』『 ま一馬子 ぅ長 ぅしよ ると

ぁち った一知 恵 もつ くき』『 面 白い シジ ャな 一道連れ に な っち くる

るな』『 い い で』 それか る も話が弾 ぅじ トウ トウそん 晩 な 五助

ん家 に泊 ま る こち ―な った。
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五助 馬 子 唄 ばや しか ら  『 キ ラ ス ぶ げ ん 』

水 飲 み 百姓 ち言 うほず小作 人 な いの ち きが え ― と出来 る時代。

それ でん心 は どげ な金持 ちよ りん  豊 か じ人 情 も熱 か った ごた る。

米 も小 作米 に納 め ち 麦 か ダ ンゴ じるが飢 え も忍 べ る。 ジャモ ン

ジ ャキ魚 ドマ見 る と『 こん飯 泥棒』 ち 追 い ま くった そ うな。 人

は 貧乏 しち ょつ て ん心 マ ジ貧乏 に ゃな りと ―ね ― もん。

『 こい さキ ラス貰 うた きチ ッ トや るで』 1隣 ん ば あ さんが前 か

けん 下 に隠 しち持 っち来 た。『 りゃ一 ご馳 走 じゃね ― な ほん な

うち も晩 のオ サ イ に しゅう‐…ち ょぃ と待 ち な ―』 戸 棚 か る コイ

サ 食 ぶ るつ もり じゃつたん か  ハ ス ィモん 酢 和 え をだす と  Fこ
り ゅう食べ て』 心 の情愛が 行 きつ戻 りつ す る これが ツツ ロク

人 生 でん あ る。

ツ ツ ロク…俵 を編 む時 に藁 縄 を巻 きつ けた  瓢 形 のん 農 具 を桁

の前 後 に渡 して  藁 を挟み なが ら交互 に取 り交 わす のを  くり返

す 事 か ら ど っち も気持 ちが 1つ にな らに ゃ ぁ 製品が 出来 な い

二 人三 脚 の道 具 。 つ まり持 ちつ 持 たれつ で あ る。 支え あ い助 けあ

う事 で事 が成 り立 つ もん 一人 生 も全 く同 じで あ る。

『 さあ これ じコイサん おさい も出来 た し じいさんの酒ん

肴 に もなるき』『 ウットウもキラスん油炒 め に しゅう』 二人は

顔 見合わせて笑 った ら 丁度嫁 ごが帰 って来 た‐…在所 に加勢 に行

ったモ ンジャキ土産 もあるごたる。『 あ ら隣んババ さん  ち ょう

ず よか った在所ん 母かる土産 ぅ頼 まれち』 差 し出 した包みは常

日ごろか る相談相手 になる そげな気配 り じゃろ う。『 うちにえ

―す まん な― みん なサカ シヵ ッタ』『 ォヵゲ ジ』 ポ ロ リ涙が

こぼれそ うな……『 キラス貰 うたんで』『 いっ もすみ ません』

0 親 娘 の よ うな身 内 の よ うな温 か さが  仄 か に流 るる

夕方 ん 隣同士 ん会 議 は いっ しか 暗 ぅな るま じも。
ノヘ、
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五 助 街 道 物 語 りか る…・『 出針ん諺 』

ち ょうい と出 か くるに久 しぶ りん羽織  それが どげ した事 か袖 回

が チ ッ トホ コ レち ょる。『 しも ぅた大事 じゃ早 ぅ気 が ち― ち フガ イ

イ』 慌 て ま くっち針 ぅつ まむ と糸を運 ん だ 。 F出 針 りゃ縁 起 が悪

い ちゅ うで』『 仕 方 ね 一わ い 気がつ かん じゃつ たん が悪 い』 気

に しなが る途 中 じ何 べん も『 しょわ ―なか ろ うか ち』

常 日ごろか るナ オス時 ぃ気 をつ けち ょき ゃ しょわ ― なか ったん じ

や が ち。気が ち 一 た きよか った もんの ア プネ  :恥 じ ぅか くと ころ じゃ

った。 ひ ょい と途 中 じ怪我 でん す りゃこす … ほ ら見たか や っぱの 一縁

起 が ち。偶 然 か ん 知 れんで ん結 びつ けたが る。心ん準 備 こす生 活上手

か ん 知 れん。 そ リー ウカ ツ に針 が折 れ込 ん じ残 る 刺 さ る 怪 我 ぅす

る一 そげん事 なん か もあ るかん知 れん きの ―。

五助 さん も鞍 に針糸何 かを袋 に入れ ちイイ ツケち ょる。道 中 じ困 っ

た しが助 か るち喜 ばれ た り もす る。朝蜘蛛 は縁起 が いい とか ユ ウ百 足

もい い とか 朝 の 坊主 に夕 方 ビクニ も。人 間 な弱 え もん じゃ き何 かん

た とえ じ い い方 に決 め悪 い方 じゃ用心 ぬす る。早 め に シコー しち よ

き ゃ気 がつ く事 も多 い き そげ な心 が け シ ヨチ言 う戒 めかん 。

．
攀

´ ｀` ―五 助 さん もモ トモ ト頓知 もあ っち 頭 もい いん じゃろ うが

仕 事 柄 ヨキー人 ん 出会 いん 中 じ 聞 いた り見 た りす る事 か

る覚 え た 知 った事 も案外多 いん かん知 れん 。早 ぅ言 ゃ請

け売 り じゃろ うが それが又  ユ ウ シタモ ンジ似 合 うき不思

議 で ん あ る。 まあ徳 人 じゃろ うな ソゲナ人間性 もあ る。

人 に好 か る り ゃ知 っち ょる こた ―教え  役 に立つ こと じ喜 ば る りゃ

相 手 も自分 も 嬉 しいも ん じゃき勉強 した り聞 いた り もす る。 そ き ぃ

世 の 中ん善意 が 人 ん真心 が通 い合 うん じゃろ う。馬 子 唄 を唄 ぅち帰 る

雛 ん横顔 に ゃそ げ な優 しさが  感 じらるるん も人間的価値 観 か。
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五助物 語 か る  『 使 わ る るよ り泥 ホガ ひ じい』

『 ま ぁノサ ンナ』『 お― きに』 朝 早 うか る麦ん 中 うち づ ―腰 が痛

え ぬ辛 抱 しち ショル ンヌ見かね ち 声 うか くる と待 っチ ョツ タ ごつ鍬

ぅ つ っぱ リー腰 ぅの した。年 ん 加 減 か長 続 き ゃ もう無理ん ゴタル .

それでん若 ぇもん が 銭取 り行 くき チ ッ トデ ン加 勢 シチ ャローチ思 う

が  もう無理 ぁ効 かん ごた る。

若 ぇ時 ぁデー プ ンハ リクー ジ夜 遊 び もお手 の もん 。夜明 け頃 に帰 っ

ちツル ッ ト眠 る と夜 の ヒキ アケ に ゃ もう草 き り出 ちイキ ヨル。 それ

でん力仕 事 でん ク ジ も言 はん じ フ ン トゆ う働 きよ ったが。

『 甘酒沸 いた き飲 み な―』『 り ゃ―珍 しい ォバ ンが手 際 いい きの

う』 手 先 が冷 え き っち腹 もへ っち喉 も乾 い チ ョツ タキ  『 何 とん う

も―なあ』 奥 か るば あ さん も出 ち仲 間 に入 った。 Fそ げ―褒 め らる

ると帰 り ぃチ ッ ト持 つ ちカ イ リャい い』 Fえ ― いいん な』 皆 の笑顔

が ぱ っと明 る ぅな っち……や っぱ い い な  1笑 顔 は。

『 も うヨダキ ュな った きヤ ミュー』『 鍬 ん 泥 は落 と しチ ョキ ナ ーエ

ー鍬 が使 わ るるよ り泥 んつ いた まん まが ヒジイち言 うき』『 そ げ 一言

うなえ  ど こかん じゃ馬屋 ん肥 ぅウ ウセ タマ マ馬 屋 ぇ繋 い じ 遊 びい

った しもオ ッチ ノヤ』 話 が弾 む と トテ ツケ モ ネ ー話 いな った。 そげ

なアラマ シん しもお り ゃ コガ ロ ゥつ けた ま ま田 に置 いち帰 った しも

お った。

ば あ さん が ヨコ ワ シュ ウチ思 うち 鍬 ん 泥 ぅ洗 い落 と しよ る

ぬ  若 嫁 ごが帰 っち くると『 ウ ッ トーガ洗 うわ』 日ごろ世話 に な る

恩返 しに と 姑ん 影 を 見 なが らい い嫁 ごニ ト心 が 向 いて い る。『 そ う

なユ ウ シチ ョキ ャ又 いい事 もあ る きな』 顔 見合 わ せ ち微笑 む二 人。

『 あ りゃ鍬 洗 うち くれ たん か』『 義 母 さん が 洗 うたんで』『 嫁 ごで』

『 す まん な 一俺が 貰 い たか ったの ―』『 も一遅 イ ワーナ』

『 そ うか シカ タネ ー ノー虫糞 出 る きの や』『 ち ゃ りゃ』
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五 助 物 語 か る  『 狸 を だ ま く らけ ― た 五 助 』

大野 を 出 る時 ゃ もう陽 が西 ぃで 一ぶ ん  傾 き よ ったが 慣れ た道 じ

ゃ きい いか …ち五助 さん ら しゅうね ―帰 りか け た。 あん の じょう宇

曾 山 の裏 ま じきた ら もうま っ暗 ぅな っち しも ぅた。 馬 は夜 目が 効

くき手綱 ぅ短 ぅ持 っち細 道 ぅ帰 る。 峠道 ん 途 中 じ道 が ヮカサ レち ょ

る。『 おか しいの一 こげん はず じゃね ― に』

一 本 道 しか ね ―な五 助 さん の専 用道 路 み た い な  こ こん道 。 ど う

や ら狸 が 出 て化 か した な 一慌 つ る こた 一ね ― き一五 助 さん落 ち着 い

ち腰 ん た ば こ入れ ぅ こそ っと出す とキ セ リュ ひん に ぎ り  『 しも

ぅた忘 れ物 ん ぬ した き土 産 ぅこ き―置 いち取 り行 か に ゃ』 ち置 く

ふ り ゅう しちチ ッ トさが った。

目の前 ぃ黒 い物が 座 った もん じゃ き  『 はは 一狸 め土 産 に化 か さ

れ ち来 た な』 すか さず きキ セ リ ぅ振 りあ ぐるか 叩 きつ けた。バ サ

音 と共 に逃 げ た狸  バ ッと回 りが 変 わ った ごた るな ― 道が一 本 に

な っち通 い慣 れ た場所 じゃつ た。『 痛 か った じゃ ろ うが もう 化 か

した りゃせ ん じゃろ う』 さす が 五 助 さん優 しい。

それか る 5日 ほず しち又 こくぅ通 った。狸が ウ ロチ ョロしよ るご

た るが  今 日は道は一本道 じゃき懲 りたんか。頭ん こぶ はゆ うな っ

た じゃろ うかの―。

★ 狸ん置物 について… 8相 の縁起 はこげな事 らしい。笠…悪事災

難か ら身を守 る。 目…前後左右 に気 くば り正 しく見つめる。顔

一世 は広 く愛想 よ く真を もって励む。徳利 …恵 まれに事足 りる

で な く徳 は密かにつ く。通 い…信用か ら活動 四通八達。腹 …落

ち着 きなが ら決断力大胆 に。金袋 …金銭の宝 は 自由 自在運用成

せ 。 尾 …尾わ り大 き く しっか り立 身 こそ真 の幸 福 。

CCξ 信 楽焼 き窯 元 の信 楽 狸 八 相 縁 起 か らつ つ つ 。
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松 根 油 も国 の為

戦 争 が極 限 に な っちバ ス も 本 炭 じ走 る有 様 じゃ き 坂 道 じ→

乗客 は降 りち歩 く。 ど うでん 歩 けん 人 なん か は 乗 ぅち ょつて ん

コラエ チモ ロウ タ。松 ん法 も使 うごつ な り 夏 ん暑 い盛 り女 ご し

や ら 学 生 年 寄 りた ちが 手 や 足 :こ  す り傷 こ しらえ ち 松 :こ 傷 っ

け ち ゃ流 れ 出 るア プ ラを  次 ん ヨに集 め ち回 る。

松 ん 根 を据 っち竹 の内ん工 場 に集 め  こ こ じ炊 いち『 松 根 油 』

を絞 り出す 。必 死 ん 取 り組 み じゃつ たが  そん 反面 じゃ木 炭焼 き

も 青 年 や ら高 等小 学生 が  巻脚 絆 姿 じ長 野 曇 じす る。 勉 強 なん

か は作業 す る生 徒  こん め ―生徒 は地 区
・
ごとをこ 集 合 勉 強 が広 い

寺 、 お宮 、 クラブ 《現在 ん 公 民館 》 大 け な家 なん か を利 用 しち

先 生 が 出か け ち  しよ った もん じゃ c

百 姓 仕 事 は女 、年 寄 り、勤労 奉仕 ん 青 年 なん かが 。 軍 需 工場 に

ゃ朝 早 ぅか る歩 いち行 く。 空襲 どまあ ると そ こ らん  防空 壕 、 深

え溝 に飛 び くう じ避 くる。 晩 方 ま じ働 いちテ クテ ク歩 いち帰 る。

兵 隊 の使 う物 か る食 い物 ん 代 用 食、 甘 味料 、学校 ん ツボ に ゃ南 瓜

トイ モが  1植 え こまれ ち も う足ん  踏 み場 もね え有様 c

『 今 朝寒 い き木炭 車 か起 こ らん』 乗 客 は皆 ん な寄 っちたか っ

ちセ ル .『 せ った しゃ乗 ってん い いで』 運転 手 ん 声 じ乗 りこむ

朝 ん 風 景 。 え ― と走 りで ― たが馬 力 は ね ぇ。 トラ ックが走 っち ょ

るが  ゆ う見 り ゃ発 動 機が 積 まれ ち ょる。 石油 じ走 る音 が 賑や け

え き ニ ワ トリでん 目を覚 ます 。大 け な松 に ゃ も しか す りゃ 今

でん あん 時ん 傷 が幹ん 度 に巻 き込 まれ ち 僅 か に残 っち ょるん を

見 る と 誠 ち痛 ま しい。                  _

戦争 た ぁ惨めな もん 人ん殺 し合 い じゃに

今 日もどこか じ あ りよるなんか悲 しい事 じ

ゃが  なん とかな らんかの う。ふん と。

1 5,
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神 楽 の 練 習 した大 半

岡倉 :こ 神 楽 が 入 ったん が  明治 の始 め地 元 の小 野 実三 郎 が

大 野 町 か る伝 承 して帰 る途 彙 大 峠で供 の 人 た ち と綾 習 を

くり返 して 見 て 一 度 そん 手足舞 い動 作 を確 認 。 なん さ ま

5里 ば か り泊 ま り込 みん  特 ヨ:!じ ゃつ た きお おか たわ覚 え

た もん の 響 部 につ いち ゃ皆 ん なが ん  記 憶 ぅ合 わす る他

仕 方 が なか った。

しヽか :こ 襲合 せ ち舞台 を飾 るか 一晩 か か ぅち鱚 め あげ た。

そ しち 3里 経 グ ッス リ眠 る と 近 所 ん 若 ぇ者 た ち :こ  ゆ ぅ

くり教 え くう じい った。 そん 頃 じゃき若 ぇ者 も多 か oた こ́

楽 しみん 不 足 も しよ った時  若 い した ちん覚 え も里 ぇこ

と。 そ しち家 ん した ち も道 具 ん翌達  衣 装 づ くりに そ り ヽ

も う総 がか り。

実 五郎 も私 財 を なげ うっ ち ぉ ぉか た ショが 出来 ると地 区

ん  した ち ゅ う招 t、 ち披露 した挙句 :こ  野 津 票 郷 ん郷社 ん

野 津原神社 ん 富 神 楽 と しち 弓|き 立 て ち も らい道 具 なん か

ん  支援 も受 くる こち な ぅち 春 祭 りん 神 楽 が一 番舞 い ち

決 ま ると 食 事 につ く味 噌 汁 ξこら必 ず  酒粕 い りとな ‐,ち

神 楽舞 も そ り ゅう何 よ りん楽 しみ :こ しち ょつ た。

春ん 基納 が済 む とお呼 び舞 台 ん 神 楽 に各 地 :こ 出か けた き

そん 頃ん 神 楽 舞 いん若 い しど ま 警 い娘 た ちん憧 れん 的

:こ もな っち ょっ た。神 楽 :こ つ き もん の『 ヒヨウ シ』 こ り ゃ

伴 奏ξ つ ま り大 太 鼓 、小 太鼓 、笛 、鐘 、 なん かん 鳴 り物 じ

里 神楽 どま こん 大鼓 ん 音 が村 ん社 か る 聞 こえ で ―た ら

も う 夕飯 食 t｀ よ うたん が忙 しゅヵ ッコム と そ こ らへ ん

に箸 ゆ投 げ や つち  ビラ ビラ飛 う じ行 くもん じゃき そん

晩 ど ま神 楽 見 ん 客 が  帰 り寄 った り も しよ った。

ノロ
F   l



七 瀬馬 子歌 か ら 神 楽 び ょう しに更 け行 く夜 は 濡 れ て

見 た い よ鈴 ヶ滝  ハ  七 瀬 のせ せ らぎ

サ ラサ ラサ ラサ ラ ホ イ ホ イホ イ。

神 楽 が呼 ば れ て 地 方 に舞 う そん人 気 も多 ぅな っち 大 分

の 電 車通 り じ舞 うたんが  大 分 じ観 業 博 覧会 が あ った時 。

時 に ゃ四国 に も行 くこと もあ った し 宇 佐 八 幡 富ん『 神 楽

大 会 』 に も出場 しち 年 に よ っち『 太鼓 』 が 、 他 の年 :こ ゃ
゛

笛 が 入賞 した事 もあ った。

春先 ゃ百姓 も忙 しいけん ど 行 きゃご祝儀 も土産 も貰 う。

若 い者ん元気 さが舞台 :こ  繰 り広げ らるると拍手が鳴 る

もう見物人 も神楽舞 も一体 となる そん クライマ ックスに

ゃ 終わ って楽屋 に入 る見せ場 どま いつ までん楽屋 に入

ん じ 入 りか けち ゃ又 ヘモ ドッチ 太鼓叩 きが もイライ

ラ ダ ッチ シモ ウチ 途 中 じ交替す る一幕 もあ りよった。

忙 しい田ん ぼ ん 仕 事 た ぁ 家 にお る しが ハ リコ ム。 そ しち

神 楽 に出れ ば お礼 の収 入 も 小野実 五 郎 も農村 の厳 しい

暮 ら しに役 立 て ば ち英 知 を 巡 らせ た神 楽 は こげな背 景 に

支 え られ守 られ ち郷 土芸 能 と しち 脈 々 と化 粧 され ち来

た。 文化 財 で ん あ る じゃろ う。

戦 時 中は舞 う人 ん少 な いに 何 回 も交替 しち務 めた し 戦

後 は『 子供 神 楽 』 も育 った神 楽。勇壮 な神 楽 ば や しに ゃ

大 人 でん浮 き浮 きす る ごた る。苦難 の伝 承 を 自費 を傾 け た

人 間  常 に人 ん 心 ん 中 :こ 生 き続 けた ふ るさ と神 楽 は大 鼓

笛 鐘 ん リズ ム :こ  人ん 真心 が 重 な った時  故 郷 ん素朴 な芸

が  錦 を着 飾 っち幸 せ を念 じち ょる ごた る姿 .

七 瀬 馬子歌 ξ  ア イ と答 え た神 楽 の里 の  あ れ も年 頃 目

が 可愛 い ハ 七 瀬 のせ せ らぎ 小 鮎 が

ス イス イ  ホ イホ イ ホ イ。
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故 郷 民謡『 野 津 原 音 頭 』

明 治 22年 に諏 訪 村 と合 併 して 野 津原 村 も大 分 郡 一 にな った。

そ しち時代 も変 わ り婦 人 会 も 姿勢 の いい時代 に な っち 教職 の人

た ち も参加 す る村 お こ し気 風 。 そげ な頃 に三輪 ノブが 作 詞 した故郷

民 謡 が人気 を 呼ん じ 唄 に盆 踊 りに と絆 を 広 め た。 昭 和 4年 流行ん

『 紅 屋 の娘 』 ん 曲 に乗 せ た 故 郷 ソ ングん 走 り じゃつ た。

息 子 ん道 明 がハ ーモ ニ カん  伴 奏 に魅力 もあ っ ち 忽 ち広 が った

。 こん 頃 は東 が胡麻 鶴 地 区  西 は坂 を 3段 ほず 上 った上 詰。 なん さ

ま大 分郡一 広 い き 詩 を 書 くに ゃ骨折 った じゃろ う。 が 役 員 しん知

恵 も入 った民 謡 は 楽 器 もま まな らん 時代 じゃ き ハ ー モニ カでん

そん 旋 律 は も う 人 ん 気 持 ち をが い と 魅 きっ け た な間違 いね ぇ。

東 は胡麻鶴 西 は詰  サ ノ西は詰 東西 3里 の 野津原村 《ソン》

トサ イサイ 野津原村 《ソ ン》。

殿様時代の 野津原郷  サ ノ野津原郷 お茶屋の跡や 城の馬場

トサ イサイ 城の馬場。

春秋 《シュンジュウ》賑わ う 宇曾山 サ ノ宇曾山 霊験あ らた

な 虫封 じ トサイサ イ虫封 じ。

胃腸 に よ く効 く 冷 泉 は  サ ノ冷 泉 は 湧 いて 尽 きな い 塚野 の

地  トサ イサ イ 塚 野 の地 。

河鹿 《カ ジカ》の声 や 蛍狩 リ サ ノ蛍狩 り 流れ も清き 七瀬川

トサ イサ イ 七瀬川。

秋葉の山の 空高 く サ ノ空高 く 功 《イサオ》を語 る 忠魂碑

トサ イサイ 忠魂碑。
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広 さ も富 も 人 口 も サ ノ人 口 も 郡 内一 の 野 津 原村 《ソ ン》

トサ イサ イ 野 津 原村 《ソ ン》。

郷 土 を愛 せ よ 村 人 よ サ ノ村 人 よ 家 業 に精 出 し 勤 じめ よ

トサ イサ イ 勤 じめ よ。

ここにゃ 8つ の詩が  並ん じょるけん ど ま っとあ った ごたる

気 も します。 もし ご愛読者の皆 さんで ご存 じの方 は ご連絡

頂 ければ 追加 と して後 日 発行の方言集 に挿入  申 し上 げます

。今回の作詞者 の 顔が ア ップされ ま して 老人施設では皆 さん

が  さ っそ く歌詞 カー ドを 作 って愛唱 され 昔 日ん懐 か しい

頃を回想 して いるとか。心 に染み こむ思 いです。

野 津原 村 で は  こん あ と戦 後 に な って 新 しい『 野 津 原 音頭』

が  三 輪道 明 の 曲 に乗 せ て  隈井 良幸 が 詩 を書 いて  愛 唱 され る

時 代 に もな りま した。 この 曲 に も振付 が 完 成  盆 踊 りに も利 用。

や が て今市村 と合併 と 施 政 環 境 も変 貌 の 中 じ 平 成 に な ると

沢  沢 野 雅 子 の曲 に 石原 美 希 の詩 が乗 せ られ て 郷 土 民 謡 は次 々に

生 まれ ち 愛 され世 に連 れ て 事 前 の中で 歌 い継 が れ て い ます。

今 回 も熱心 な愛 読者 が  施 設 で 回す さん だ唄 を  周 りの人 た ち

が 聞 い ち  『 ち ゃ―懐 か しい  うっと も 知 っち ょるわ 』『 そ う

な ち ゃ―嬉 しい』 そん 輪 が広 が っち 調 べ よ った ら作 詞者 が

浮 上 した と言 う訳 で した。 高 齢 者 が地 区外 で 懐 か しが るのを聞

く時  まだ まだ調 べ て行 く そ げ な必 要 も気 が つ き ます 。

肥後領地 じあ った 文化経済教育医療環境ん 優れた地域だけ

に こげな 郷土民謡が花 開かせ 人ん心を豊か に しち ょつた そ

げな思 いもいた します。 そ して こんな先人 たちの 残 して くれた

心 の資産を大切 に 記録 したいと思 い も 新 たに して います。東

は胡麻鶴 西はそ うじゃ今市 荒木谷 にな っち ょるな ぇ。
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ウタ コー大 きな凧 、大 きな皮 膚 の瘤 、 足 裏 の圏 ま り。

ウママ … … …追 うままに、沢 山 な飯 、大 盛 りの ご飯 。

ウス リャ… …背 負 わす れ ば 、牛 馬 に荷 を 背負 わせ る。

ウメ シ…沢 山 の飯 、大 盛 りの ごはん、大 食 いの食事 。

ウキ ヨス 。… …。… …追 うか らこそ、追 わ れ るか らこそ。

ウセニ ャ‐̈荷 を 背負 わせ ね ば、牛 馬 に荷 物 を乗 せ る。

ウ シイ …背 負 わ せ な さい、 荷物 を乗 せ て 、荷 を乗 せ。

ウタコ ン… おん ぶ した子供 の、子 守 の おん ぶす る様 。

エ ミー チ ャー上 向 いて は、上 を 向 くと、 上 を眺 め て。

エ カル … … … …上 か ら、 上か ら見下 ろす 、飢 えか ら。

ウエ オ ー セ ン…植 え るの に追 いつ か な い、終 わ らな い。

ウエ チ ャ ン… ……植 えて あ げ な さ い、植 え る手伝 いを。

ウエ チ ョキ ャ……植 えて お けば 、植 えつ け さえす れ ば。

ウエ ジル … … … =植つ け田の準備 、植 え付 けが OKに 。

ウエキ ラ ン…植 え るのはで きな い、植 え付 けは駄 目で。

ウエ クウ ジ…苗 が 足 りな くな って、植 えす ぎて苗 不 足。

ウエ ンシ ャ……・―・…上 の人 は、植 え な い人 は、上 司 は。

ウエ ダモ・一 ¨植 え た後 の品 は、植 え た様 子 が 見苦 しい。

ウエ ミー チ ー上 を 向 いて は、 目上 の人 に は遠 慮 もす る。

ウエ ジ リー植 え付 iナ の終 わ りの方 、植 え付 けの最 後 の。

ウエ ル リャー植 え られれ ば、植 え られ る よ うになれ ば。

ウエ ツギ ューーー植 え た後 の補植 、植 え不 足 の追 加植 え。

ウエモ ター 田植 えす る家 の人 は、植 え付 けの世話役 は。

ウエ レ ンゴ ツー植 え られ な い よ うに、植 え るのが至難 。

ウエ トウデ ン… …植 え た くて も、植 えた い のだ けれ ど。

ウエ チ ョキ ャーー…植 えて お けば、植 え れ ば半 作 出来 た。

ウエニ ン…上 に乗 せ る荷物 の、上 の荷物 は余 分 の儲 :ナ 。

ウエネキ ー植 え た側 に、植 えてす ぐの時 に、植 え る製 。

ウエ ヨコイ … …植 え た後 にゆ っ くり体 む、 田植 え体 み 。
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う ウオサ オ シチ… 目標 が な くて 、宛 が 定 ま らな い、 不安 定 な。

ウオ ゲ ナ シーー大 人 の くせ に、大 きい者 なの に、知 識 人が 。

ウカバ ニ ャ… …浮 か ば な い と、 出世 しな い と、人 よ り上 に。

ウカ ンヤ ター浮 か ば な い人 は、 背 伸 び しな い と、 目が 出ず。

ウカ チユ ウナ… …… うっか り言 わ な いょ うに、失 言 は痛 手。

ウカ レ ンジ… しょげて いて 、活気 が な くて 、 しっか り して。

ウカ ン ジ ョケ ー浮 かんで い な さ い、 浮 いて弾 ん で 、活 気 を 。

ウカ ツ ンカオ ー うっか り した事 を 、 用心 して油 断 せ ぬ よ う。

ウカ ンウカ ン…浮 か ば な いが 、思 い通 り行 か ぬ、 轟が 出ぬ。

ウカ リナエ ー合格 しな さ い ょ、 採 用 され る とよいが 、 OK。

ウカ ッチ ョル … …。合格 して い る、 無 事採 用 に、願 いが 叶 う。

ウカ ンジ ョル ー浮 かん で い ます 、 浮 いて い るか ら、 太平 の。

ウカ プ リャ‐…… ……浮 か べ て、 浮 か して 見 る と、平 穏 無事 。

ウキ ア ガ ッチ… …浮 か び上 が って 無 事 、上 が って来 たか ら。

ウキ シノ……… …… …浮 いた側 か ら、 浮 いた と言 うの にす ぐ。

ウキ ネキ … ……浮 いた近 所 に、浮 い た近 くに、浮 いた側 に。

ウキ トデ ン…浮 きた くて も、浮 きた いの に邪 魔が 、邪 魔扱 。

ウキ ウキ シチ ョル ー…弾 ん で 、楽 しい雰 囲 気 に、 気 分 爽快 。

ウキ ヤ ガ ッチ…… …・…浮 き上が って 、無 事 に浮 き上 が った。

ウキ ュ ドチ…受 け よ うと思 って 、 受 け るの で 、 引 き受 けた。

ウ ク ウ ク……………浮 きます よ、 浮 いて い る、 浮 き上 が った。

ウ クル マ ジ…… …受 け るまで は不 安 、 うけ るのて心 配 な く。

ウ ク ンノカ ー受 け るのです か、受 けて もよ いか ら、 引受 け。

ウ ク ドチ…受 け よ うと思 う、受 け て もよ いので 。 引受 準備 。

ウ クネ キ … …浮 い た側 か ら、浮 き上 が る側 、浮 い た周 りに。

ウ クナ ァ……浮 くの は、浮 い たの で 、浮 くの は当 た り前 で。

ウ クル キ ー受 け ます か ら、受 けて もよいので 、 引受 け ます 。

ウ クル リャー‐受 け られ れば 、 うけ られ る と思 う、 引受 け る。

ウ ク ンノ ン…受 け るの も、受 け るの は よいが 、考 え て か ら。勁

23



う ウ クマ ジ ヤ~浮 いて くるまで は 、 浮 くのを待 って、浮 くまで 。

ゥ クャ タ ァ… …浮 いて くるの は 、 浮 いたの な ら、浮 いたな ら。

ゥ クソベ ー浮 い た側 に、浮 いて きた の で側 に、浮 くのを 見 て 。

ウ ク ンナ イ イガ … …浮 いたの な らよ いが 、 浮 くだ ろ うか心 配 。

ウ クル ドチ ー … …受 け るので 、受 け ます か ら、 引受 け ま した 。

ウ ク ンネ キ ー… …受 けた側 か ら、 受 けた まで は よいが苦情 が 。

ウ クル ヮキ ‐―受 け る側 か ら、受 け た側 か ら小 言 も、苦 い決 断 。

ウ ク ンノ ン… …受 け るの も考 え な い と、受 け たは よか つたが o

ウ ク リャイ イ … …受 けて お けば 何 とか 、折 角 だ か ら受 けた ら。

ゥヶ チ ョ リャー … … …受 けて い れ ば 、受 け る と嫉妬 も考 え て 。

ウケハ タ ン… …受 け た まま無 理 な よ う、受 け た まで は よいが 。

ウケ ンメ ー ガ … …受 け られ な いの で は、無 理 に受 けて も後 で 。

ゥケ カ トウ… …受 け方 の責任 を 、 受 けた ら最 後 まで しない と。

ウケ テ ンチ ー… …… …受 けて も責 任 を 、受 け た以 上 は最後 まで 。

ウケカ プ リャ…受 けて大損 す れ ば 、赤 字覚 悟 は 出来 て い るか 。

ウケ トウデ ン…受 けた くて も、 受 け た いの に、受 け き らな い。

ウケ ノ ウチ … …引 き受 け た迄 は よ いが 、受 け た以 上 は責任 も。

ウケル リャ…… …受 けれ るな ら引 き受 けて 、 最後 まで責任 を 。

ウケ タナ イ イ ガ ーー ‐受 けた もの の大 丈 夫 、世 話 はな いてす か 。

ゥヶ ヮキ ュ… ……受 けた儲 けの 分 け前 を、 無 理 の な い分配 を 。

ゥヶ チ ョキ ャ‥…… ………受 けて お け ば、受 けて加勢 す るの も。

ウケ ソ コネ チ … … … ……大損 も承 知 の上 で 、 考 えて の交 渉 を 。

ウケ ソ コ ノー チ … …受 けて大 損 も覚 悟 の上 で 、利 益追求 考 慮 。

ウケ ンコ ター ………受 けな い事 もな いが 、 lま っき り意 志表示 を 。

ウケ ドク… … ……受 けた ため に思 わ ぬ利 益 、 用心す る思 慮 も。

ウケ ドン… 思 わ ぬ失 敗 もあ る、撮 も儲 :ナ の始 ま り。

ゥゴヵ シ ャ… … …動 かす と、移 動 させて 、 動 かす事 で発 見 も。

ゥ ゴ コ ドチ … …動 きそ うだか ら、 先 を 見極 めて 、動 きに用 心 。

ウ ゴケ レ ンガ … ………… …動 け な いで す か 、動 け なぃ ょ うな ら。
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う ウゴメ イ チ ……動 いて い るよ う、動 きだ した、動|い て いる。

ウゴケ ー タ………… …………動 か した、 移動 させ て 、動 かす と。

ウゴケ ンカ ン十 一動 けな いか も、動 くの は難 しい、動 けぬ。

ウゴカ ンゴツ… … … …動 か ない ょ う :こ 、動 いて は い けない。

ウゴ クメー …… … … … …動 か ないだ ろ う、動 かす の は無理。

ウゴイ タケ ン ド… … …動 いたけれ ど、動 くけれ ど も、動 く。

ウゴイ チ ョルー…… …… ………動 いて い る、 移動 した よ うだが ,

ウゴカニ ャ…動 か な い と、 移動 しな い と、動 か さ な いで は。

ウサ ギ ミチ ャ… …細 い動 物 道 、人 だ けが通 る小 道 、勝 手道。

ウサユ ウナ … … …嘘 は い けない よ、 嘘言 いは信 頼 を な くす。

ウザ ッタ… …湯 が いて料 理 、湯で で 食バ る、 湯 を使 う調理 c

ウザ ル ー暑苦 しい、 暑苦 しくて た ま らぬ苦 痛 、猛 暑 の辛 さ。

ウサ ーバ ル ルー嘘 は いず れ わか る、 嘘 つ きは泥 棒 の始 ま り。

ウ シロベ レ。一一 一一後 ろ側 に回 って 、後 ろ側 に は、 後 ろ姿。

ウ シログ リ…… … な にか 隠 した行 動 、 内緒 に して い る行動。

ウ シロベ タ…… …後 ろ側 、後 ろに国 って 見 れ ば、裏 側 の姿。

ウ シロ ミー チ… … … … … …後 ろ向 いて、後 ろを 向 いて み る。

ウ シル ミレー後 ろを 見 な さい、後 ろ側 :こ 用心 、 後 ろ の確認 。

ウ シロベ ッピ ン…後 ろ姿 が 美人、 後 ろス タイルが格 好 よい。

ウ ジャモ ジャ… … … … …沢 山な状 態 、 多 くの物 が 密 集 して。

ウ シヨバ タ… … … … …後 ろ側、 後 ろの方 で 、後 ろ側 の状況。

ウ シ ンヒ トツキ … … …牛 は性交 が 瞬 時、 瞬 間 の行動 、敏速 。

ウ シロベ テ …… …後 ろ側 に、後 ろ の方 に、後 ろ に用心 注 目。

ウ ジュマ クル … … … …威 圧 を感 じる、意 気 込 み 、 準備 完了。

ウ シイナ ヨキ …薄 いの は敬 遠 、薄 いの は心 配 、 薄 いは程程 c

ウズ ウズ …落 ち着 か な い状 態、怖 さ も感 じる状 態 、 不安定。

ウズ ム ゴ ッ… … …駿 足 の音 、澄 み切 った音 、 瞑想 す る音程 。

ウズ ゥ ジ ョルー … … … …駿 足 に回 って い る、威 圧 的 な静音。

ウス ム リャ……薄 め る と、薄 めて 使 う、 薄 くす る事 で効果。

ア/

25



ゥス グ ロー ジー‐薄 暗 くな って、 あ た りが 少 し暗 くな って 、夕暮 。

ウス モ チ ャー …… …自 で つ いた餅 は、 自で丁寧 につ いた餅 の味 c

ゥズガ ィ ー … ……むず む ず して痒 い 、気 持 ちの悪 い痒 さ、痒 さ。

ウス ゥシテ ン…嘘 を して も、誤 魔化 して も、 だ ま した と して も。

ウスズ ミュー ……… ……薄 い墨 を、薄 くす った墨 、ぼ か した墨色 .

ゥズキ デ ー チ …… 。一 一 … …ず きん ず きん痛 む 、東1激 の あ る痛 み 。

ウズ ンジ ョル …… …真剣 に国 って い る状 態 、徴 音を た て なが ら。

ウズ リャ ウ メー… ゆが くと美 味 しい、 ゆが く事 で味 が 引 き立つ 。

ウゼ テ ン……… …… ゆが いて も、 ゆか け ぱ食べ られ る、 ゆが けば 。

ゥセ デ ー タ カ …… …… …荷 物 を運 び だ したか、牛馬 で 運 び出す 。

ゥセ ヵ トャ トエ ‐一 一―荷物 運 びを雇 え ば、運 びだ しを 雇 った ら。

ウセ タナ シ ョワネ ェー牛 馬 に乗 せ た の な ら大 丈 夫 、荷 運 び準 備 。

ウセ コ ン ヒ トカ ルイ … 一人 間 のか る った分 、背 負 い 出来 るだ け。

ウセ ツ ク リャニ イル … …… …おん ぶ す れ ば寝 る、背 中で寝 入 る。

牛 馬 で運 び だ せ ば、運 び出す 荷物 な ら。

背負 わせ た ら帰 れ、荷 物積 ん だ ら帰 れ 。

ゥセ チ ョキ ャー…………背 負 わせて お けば、荷物 を乗 せ て おけば 。

ウセ チ ミヨー背負 わせ て 見れば、 荷 物 を積 ん だ ら、乗 せ て 見 よ。

ゥセ ダ シ ャ…運 びだせ ば、 荷物 を運 ん で 出せ ば、荷物 を送れ ば 。

ゥソハ ッ ピ ャク… …嘘吐 きの常習 犯 、 嘘 で圏 め た論 議 。嘘並 べ 。

ウソタ ク リュ… ……嘘 ば か り並 べ て 、 嘘 の得意 な心 貧 しい性 格 。

ウソ ンマ コ チナル … …嘘 が 誠 にな る こ と も、嘘 が本 当 にな って 。

ウソバ ガ エ エ ラ シ… … …親 しらず が 可 愛 いい、「]か ら覗 いた歯 。

ゥソゴ タ ム リ・一… … …嘘 はす ぐば れ る、嘘 で は理 屋 が 通 らな い。

ウソチ ュ ウ タ ンカ …… …嘘 で あ った よ う、嘘芝 居 で 誤 魔化 した。

ウソナ ンカ ユ ウナ …嘘 は言 わ ないが よ い、嘘 で は損 を す る事 に。

ウソヌ リャメ ダツ……誤 魔 化 して もす ぐばれ る、人 の 目は鋭 い。

ウソマ ジ ャユ ウナ …嘘 は言 わ な いが 花 、誤 魔化 して も得 な らず 。

ウソ ンカ ワハ グル ー化 けの皮 はす ぐは げ る、鍍 金 はす ぐはげ る。

ウセ ダシャ………

ウセ タラモ ドレ・
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五 助 馬子 唄街道 ば や し一『 した か ろ ―の う』

『 いっぺん させんかの一』『 ち ゃ― りゃ トツパ百 うち ゅうた ら』

若 い娘たちん集 まった所 じ 青年 どまが話 ん 中に入 っち待てれんの

か口火 ぅ切 った。 Fも う ず っと しち ょらん き』『 そげ― しち ょら

んのムゲネ コサ レ』 相手 が お らん と出来ん事だけに気持 ち もゆう

解 る。それかち誰でん いいち言 う訳 に もいかん。

『 お前 ど ういつ 頃覚 え たん な』『 た しか 15ん 時か な』『 や 一 ぁ

そげ―早 ぅ覚 え たん な』『 あん じが無 理 教 え ち ゃるち言 うきなえ』

『 よか った じゃろ うの 一』 『 それが ハ ジ メ ン内 ぁ訳 も解 らん じな』

話 が弾 む と 近 所 ん若 え し も集 まる。『 お ど ― も 18ん 時 せんかえ

ち……』『 それ じ覚 え たん か … …ふん と い い の 一 ほん な俺 だ けが

まあ 覚 え ち ょ らん のか』

『 こん前  _二 人 じしよった じゃろ う』『 あん時 見たんな 油断

な らんな』『 障子ん影か るチラ ッ ト白い もんが ゆ う見た ら足ん先

がの』『無理 しゅうえち言 うもん じや き 仕事 も一段落 ち―ちな』

『 どげ― じゃつた』『 や っぱ相手がゆ うね 一 と』『 そ りゃま―そ う

じゃろうの一』『 けつくしゃよか ったわ な』『 げど― もう』

『 は じめ に ゃ指 じユ ウ撫 で チ ョカ ン ト ソ ソライイ所 もあ っち』

『 上 はゆ う出 るけん ど ノヤ下 が なか なか 』『 年 中 しよ らん とや っぱ

難 しいんか 』『 明 りいの も日の為 に ゃ悪 い ごた る し』『 贅 沢 じゃの

う それ じ近 ごろ競争 が あ る ち言 い よ った が 』『 そ うで  年 末ん土

曜 日か な』『 い っぺん じゅ うや 一 させ ん か の 一』

ちょいと考 え よ ったが一暫 くして『 ほん な読み札だけでん貸す き

勉強 じちょきな―』‐………天 の原ふ りさ き見れば 春 日なる 三笠

の山 に出で し月か も一 一一百 人 一首 は 文 学 高 貴 な遊 び

じゃが  覚 ゆ る ま じひ と苦労 もあ るが 妙 味 もあ り。
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う…―ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ゾ ゥム ゾ ウーた くさん い ろい ろ集 ま る、雑多 に寄 せ 集 め。

ソナ リャコ トヮ レ……… … ……嘘 だ った の な ら断 わ らねば。

ソナキ ャ… …………泣 き真似 、嘘 泣 き しな いほ うが よ い。

ソゴ タス ンナ…作 り話 は よ くな い、 誤 魔化 しは い け な い。

ソマ ジス ンナ………… …嘘 まで しな くて も、 見せ か けで は。

ウ タチゲ ネ ェー …汚 な ら しい、 見か け が悪 くて 、不 潔 な様 。

ウタグ レウ タニ ー‐歌 た けて も歌 った ら、 歌 の一 つ く らいは。

ゥタヵ ルキ チ ョク レ… …歌 は任 せ て 、 歌 な ら負 けな いか らc

ウタ ジ リデバ ンー歌 は じん が りで 、歌 は終 わ りで よ いか ら。

ウタス リャイ チバ ン…畑 起 こ しは得 意 な仕 事 、早 く上 手 に。

ウタセ チ ョケ・―起 こさせ て お けば、打 つ の な ら得 意 の はず 。

ウタル リャ タ タケ……叩 か れ た ら叩 き戻せ 、仕返 し も作 】1繊 。

ウダ ッチ ョル………… …菱 が けて い る、発 で あが って い る。、

ウダラニ ャ… …………難 が け な いな ら、業 で あが らな けれ ば。

ウダ ウダス ンナ……のん び りのん び りす るな、 しゃ き っと。

ウチ ュソチ ー 内の事 よ り外 を優先 、 ど こが 自分の家 か心 配 。

ウチアガ ッチ …火災 で燃 え 上が った剰 那 、 最盛期 に な って。

ウチマ タ コー ヤ ク… ど っち付 かず の上 手 者 、要領 の よ い人 .

ウチ ウチ ジ… …内 々で済 ませ る、 略式 の行 事 、家族 だ けで。

ウチモ ソ トモ ……・… … あ らま しな性 格 、 内 も外 も同 じ感 覚 。

ウチ カテ ー … …内の家 に、 こち らの方 に ど うど、私 の家 に。

ウチ ガオ ソ トズ ラ………¨…家庭 で は うるさ いが外 で は別 人 .

ウチマ ワ シ ャ……叩 き回 す と、乱 暴 して 困 るが、暴 力 は悪 。

ウチ ンコ チ ー ……私 の 家 の 事 で 、 こち らの事 に日出 し無 用。

ウチオ コセ … …力 で起 こす 、乱暴 に耕 す 、深 く堀 り起 こす 。

ウチカ トウ…………内 の家 を 、私 の家 の方 に、私 たち の家 も。

ウチベ ロー … ………… …・内側 を、 内部 の分 を、 中の部 分 を 。

ウチ クウ ジ シモ ウタ…打 ち込 ん で しま った。打 ち込 み過 ぎ。

ウチ… … … … ……内側 、私 、紙製 の子 供 の遊 び用具 、 ビタ。
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ウ ッ ト ドー モ …

ウチ コソチ… 自分 の家 は構 わ な いで、外 で の世 話 を よ くす る。

ウ ッ トマ ジー …私 まで も、 私 に もです か、私 も貰 って い いの 。

ウ ッタテ プ シ ン…俄 か修理 、 応急 手 当て 、 あ り合 わせ の修 理 .

ウ ッツイ チ ョキ ャ… ……寝 つ いて おれ ば、腹 ば い に寝 た よ う。

ウ ッタテ チ…宛 布 で の修理 、繕 いが 出来 て 、 あ てがえ もよ い c

ウツ ツ ル……捨 て る、乱暴 に捨 て て しま う、 無 造 作 に捨 て る。

ウ ツニ ャハ エ ー … … …打 ち起 こす に は早 いが 、寝 せが 足 りぬ 。

ウ ッ トガ ン…私 の物 です、私 の、私 の使 わ な いで、私物 で す 。

ウ ツナアメ ンア ト …̈…………畑起 こ しは雨 の 後 が 土が柔 らか 。

ウ ッツラ ウツラ ー … ……夢 うつつ の心境 、 自河 よぶねの有 様 。

ウ ッ トデ ンイイー私 で もよいですか、私で も間 にあいますか。

ウ ッソバカル……起 こして いる側で、起 こ したか とお もうと。

ウツネキ・…起 こ している側で、畑耕 しの側で、起 こす足 もと。

私 た ち も、私 た ちみ ん な も入 れ て 。

ウ ッタチ… …当 て て 、当て ぬ のが繕 い にな る、 旨 く補修 す る。 .

ウ ッツカ ッツ… … や っとど うや ら、 ど うや ら間 にあい そ うで 。

ウ ツ ッタ ンカ ー …写 ったのか 、移 った のです か、映 った よ う。

ウツ プ シー腹 ば い に な って、 腹 ば い姿 で、 腹 ば いの楽 な姿勢 。

ウ ッタテチ ョキ ャ… ………‐当て て お けば、合 わ せ 当て る事 で 。

ウ ップ タ ル… …捨 て て しま う、乱 暴 に捨 て る、 邪魔 で捨 て る。

ウ ッポ タル … … … …捨 てて しま う、邪 魔物 は捨 てて処 分 す る。

ウデ タラ クウー・… ……議 で た ら食べ な さい、 議 で た らど うど。

ウデ チ コス ウメ ー …蕪 でた ら美 味 しい食 べ物 、 苑 でて食 べ て 。

ウテニ ャカ ヮ レ… …撃 ちな いな ら交替 、打 て な いな ら変 わ れ 。

ウテ タプ ンナ ヤ ル… …起 こ した分 は あ げ ます 、 起 こ して貰 う。

ウテ ヤ ……・… … … …打 ちな さ い、起 こ しな さ い、撃 てば結 構 。

ウテ ヨセ ン… …起 こ しきれ な いか ら、起 こす 時 間が ないので c

ウテ ンゴタ リャ…起 こ しきれ な い な ら、起 こす のが無理 な ら。

ウテ タナ… … …… …… ……起 こ しま したか、 耕 した よ うです ね 。
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ウテ ル リャ… …撃 て れ るよ うな ら、打 て る よ うな ら、耕 せ ば。

ウデ チ ョケ … ………… …菱 でて お いて 、難 で た ら美味 しいか ら。

ウ トガヘ ー チ ョルー 中が空 にな って い る、 空 間 が 出来 て い る。

ウ ドム… … … …急 速 停 止状 態 、 停 止 して い る よ うに回 って る。

ウ トゥチ ョ リャ… ……歌 って いれ ば、機 嫌 よ さ そ うな雰 囲気 。

ウ トゥチ トー ルー歌 って通 る、機嫌 よ く通 る、 いい事 あ りか。

ウ トニナ ッチ ー ー・中が空 にな って い る、 中が 巣 抜 けにな って。

ウ ドンダ ンバ 十 … …… ……うす ば か げ ろ うの卵 の生 み付 け た場 。

ウ ドンバ チ ュ… …・… …うどん を 入 れ た鉢 、 湯 つ け うどん の鉢 。

ウ ドマニ ャ‐… …澄 み切 った音 で な い と、集 中 す る音で な しヽ と。

ウナ ドマ … ……・… お前 たち は、 あな た た ち は 、 あん た た ち は。

ウナ ッチ ョル ー … …・……凄 い音 だ け ど、 澄 み 切 った音 だ け ど。

ウナ ラ ンデ ン… … …………凄 い音 で な くて も、 妙 音 で な くて も。

ウナ メデ ン… 雌牛 で あ って も、雌牛 で もよ い、 無事 な ら結 構 。

ウナ ジーテ ン… …頷 いて も、頷 いたれ けれ ど も、返事 な のか 。

ウナ ミュー お前 を 見 な さい、 自分を 見直 して は、 自分発 見 を。

ウナ リヨル・… …凄 い音 が して い るが 、妙 な る音 が響 くよ うに。

ウナ ロー ジ ョチ … …凄 い音 が 出 そ うで、轟 音 が 聞 かれ そ うで。

ウナ ラ シイ ー … …す ごい音 を 出 させ て、 もの 凄 い音 が 出 た よ。

ウニ ャ ヒイ タカ … … …畝 は 引 きま したか、 畝 を 引 いて お いて 。

ウニ ュ ヒク… …軟 を 引 きま し ょう、畝 を 引 いて 、畝 も引 いて 。

ウニ ュ ヒロギ ー … ………畝を 広 げ な さ い、畝 を ひ ろげて お いて 。

ウヌシ ドマ……………お前 は、 あなたな らば、あんたたちは。

ウヌシャイカ ンカ……お前 は行かないか、あなたは行かない。

ウヌ ドマ……お前 な ら、あなたな らば こそ、 あなたでな らば .

ウヌデ ン……………お前で も、あなたで も、あん たな りゃこそ。

ウヌナ リャコス……………あなたなれば こそ、 お前なれば こそ。
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ウ ヌカル ー お前 か ら、 あなたか ら、 お先 に ど うど、早 く言 つ て c

ウ ヌ ジヤキ ーお前 だ か らこそ、遠 慮 な いか ら言 うが 、 あん た に c

ウ ヌガ ヮ レ……… …… お前 が我 な ら我 も我 、遠 慮 な い仲 間 ど う し。

ウ ヌカ タ ンー‐…お前 の家 の、 あん た た ちの家 の物 は 、 あなたの c

ウ ヌ シラー……… …… お前 たち は、 あ なた たち は 、 あん たたち の 。

ウネ モ タ ァ…畝 の 側 に も儲 けの種 が あ る、畝 を 大 事 にす るが鍵 .

ウネ ドマ ー ……畝 こ そ大事 な床 、畝 を きちん とす れ ば作 も豊 作 .

ウネ ジ ャキ …… …畝 なれ ば こそ作 も豊 作 に、 土 こそ作物 の根 幹 。

ウネ ンワキ …畝 の 脇 に思 わぬ収穫 もあ る、畝 引 きは大事 な仕 事 。

ウネ グ レ… …畝 と簡 単に言 うけれ ど、畝 引 きで収 量 も差 がつ く。

ウネナ リャーー畝 引 きをよ くしない とおか しい、 見かけも大事。

ウノ ミャワ リー……早合点すれば大事、落ち着 いて よ く考えて。、

ウノコ ッチ ョ…そん な事へ いちゃら、朝飯前 だ よ、平気の平座。

ウ ビーチ コウター …水をいれなさい と言 う、湯加減を よ く見て。

ウプ リャ…………・水 を入れて湯加減 を よ くす るので、 うすめて。

ウブルキヘー レー…湯加減 よ くす るか ら入 った ら、湯加減 よ し。

ウプ ンナイイガ… …水を入れて もよいが、入れす ぎは緩 くな る。

ウブルグ レーカ……水を入れて湯加減をよ くして、折角の入湯。

ウヘアヮス リャ‐…植 え るのに合わせて混檀す る、一緒 に植え る。

ウベチャルキ………水を入れて湯加減を よ くす る、少 し待 って。

ウベ テ ンイ イー …… … ………水 を入 れ ま しょうか 、 水 を追加 して 。

ウベ リュウカ… …水 を いれ ま しょうか、熱 か った ら水 を入 れ て 。

ウマ カ ロウ ド・… … ……美味 しい と思 い ます 、格 別 の 味 が します 。

ウマ カ ッタ・……美 味 しか ったので 、 味 付 けが 上 等 、 手 際が よ い。

ウマ イ グ レー・… … …上手 :こ 言 い含 め て 、調子 よ く合 わせ て話 す 。

ウマ ンシ ョンベ ン‐一 … ……色 が付 いて い るだ けの 茶 、薄 いお茶 。

ウマ カ リャ…… … …美 味 しいな ら、 美 味 しそ うに食 べ るの な ら。

ウマ ダイ ……… …馬 の よ うに沢山食 べ る、大 食 いす る人 の様 子 。

ウマ ヅ ロ… …… … 馬 の よ うに長 い顔 、顔 表 が 長 い人 、千差 満 別 c
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ウマニ ャー‐い ろん な食材 で煮 付 :ナ した もの、精 進 料 理 の一 つ。

ウ ミンモ ンカ ヤマ ンモ ンカー出所 の わ か らな い物 、住所 不定 。

ウ ミャハ ヨダセ … …化 膿 した もの は早 く絞 り出 して、廃 物 は。

ウ ミダテ ン……… … …生 ん だば か りの 、 生 まれ たば か りの子 供 。

ウ ミタチ ニ‐一 一 一 一生 んで間 もな い もの、生 ん です ぐの状 態 .

ウ ミソ コネ チ …間違 えて生 まれ た もの 、違 ぅて 生 まれ た もの。

ゥ ミダ手デ ン…………生 ん だば か りで も、生 まれ たす ぐの状 態。

ウ ミ トデ ンーーー … …生 み た くて も、生 み た い希 望 が あ って も。

ウ ムラカ シャ… … … …………蒸 して 見 る と、 蒸 して保 存す れ ば。

ウム シタ… … …鶏 の抱 卵 、蒸 したか ら、蒸 して あ ります か ら。

ウム ンナハ エ ー・一 ―蒸 せ るの は里 いか ら、_蒸 して み るとす ぐ。

ウム シチ ー ター ………鶏 が抱 卵 、 ど うや ら妊 娠 した よ うだ か ら。

ウム ンタカ ー……・―…蒸 せ た よ う :こ あ る、蒸 せ た ら食 べ な さい。

ウム シチ ョキ ャ… …蒸 して お けばす ぐ間 にあ う、蒸 して 準備 .

ウメ タ ンカ …… … ……蒸 せ たの な ら、 蒸 せ た な らたべ ま し ょう。

ウメ ーナ シ ッチ ョル… …美 味 しいの は よ く知 って い る、 食感 。

ウメ チ ョキ ャ………埋 めて お けば 、埋 め て保 存 す る、仮植 え に c

ウメ タ ヌ…………‐熱 いので水 を 入れ る、埋 め た場 所 に追加 す る。 .

ウメ ーナ ァダマ ッチ ョケ ……美 味 しいの は黙 って 食 べて お く。

ウメ ウチ ャ…埋 めて一 緒 に耕 す 、埋 め て雑 草 も肥 や しにす る。

ウ メ

ウ メ

ウ モ

ウ 手

ウ モ

ウ モ

ウ モ

ウ 手

ウ モ

モ ンナ ‐…美 味 しい もの は黙 って 、 美 味 しい もの は早 め に。

モ ドシ ュ… … …… ……埋 めて 耕 し雑 草 も肥 や しに入 れ る。

ウデ ン…美 味 しくて も知 らぬふ り、美 味 し くな い表現 で。

クヤサ カ シイ ー … …… …美 味 し く食 べ る と元 気 が貰 え る。

ウ ク ウナ … … …美 味 しく食 べ な い変 わ り者 、感謝 しな い。

ウノ ウデ ン…美 味 しくな くて も上 手 に、 感謝 の気 持 ちが 。

ウ ヒイ チ ョケ … … … ‐一 ―馬 を 引 いて、 馬 の手 綱 を取 って。

レテ ン…埋 もれ て も。埋 ま って も、埋 もれ て しま ったが 。

一 ウ ッタ… … …馬 を売 った ので 、 馬 を 売 って 買 い替 え た。
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ウヤ ムェ ス ンナ ー そん まま :「 な って しま うか も、結 果 不 明
`rc´

ウエ ル トキニ シ‐一一 ―植 え る時 に は、植 え る場 合 は きちん と。

ウエ リヤコス ……・檀 えて お けば こそ、植 え る事 に意 姜 が あ る。

ウエ ンナ イ イガ 。… ……植 え るのは よ い けれ ど、檀 え る意 味 を c

ウエ ルゴ タ リヤ… … ……植 え るの な らば、 壌 え る事 を鮮 明 に c

ウエ ルネ キ … …植 えて い る側 で、植 え る周 辺 に、植 え場 所 の。

ウュ ル ソベ ……… …一 ___植 ぇて ぃ る響!で 、 植 え て い る周辺 の。 、

ウ ヨウ ヨ シ ヨルー・国 りtr多 くが うごめ く、 沢 曇集 ま って い る。

ウラ ンチ コウエ ー・……… …売 らない と言 うの に、 売 りません よ c

ウラナ リャ……… …先 の方 :こ 室 って い る もの 、最 後 :こ 実 る もの。

ウラ ンクチガ ア ク…‐裏 側 の戸が開 いて 、裏 本 戸 が襲 いた よ う。

ウラモ ア ラ ァ… … …一……裏 表が あ る もの、 二重 人格 、影 の姿。

ウラ ンジヨス コケ レ………・売 らな くて 、 う っか り誤 魔化 し :こ 。

ウラムニ ャハ ェ ー … ………恨 む のは考 え て 、 誤解 の な い よ うに。

ウ リネガ イ イ ドー ー高 値が っ いた ょ うだが 、相 場 に注意 して c

ウ リメー トンー ー ー……売 らな いか ら、売 らな い と思 ったが 。

ウ リテ ー チ ャ・…… …売 りた いか ら、売 値が よ いか ら決 断 して。

ウ リデ ー チ ャー…… …売 り出 した よ う、 うる機 会 か も知 れ な い。

ウ リュ ウ トン…… … … ………売 れ な くて も、 売 れ た ら売 れ たで。

ウ リソコネ チ … ………売 る機 会 を失 って 、欲 の張 りす ぎが損 に。

ウル ソバ ヵ ル… … … …売 って いる側 で 、売 ろ うと思 う剰 郵 に。

ウル リャ… …売 れ た な ら、 売 れ た とす れ ば 、熟 れ た らあげ る。

ウル ンヌマ テ … … …熟 れ るのを待 ち な さい、 売 れ た ら分 け前 。

ウル リャコス ………熟 れ たな ら、売 れ た とす れ ば、売 れ たか な。

ウル ネデ ン… …売 値 で もい いか ら、 売 値 で 取 引、売 り時 か も。

ウルメー チ … …売 らな い と、売 りませ ん よ、 売 らぬ覚 悟 だが 。

ウルル マ ジ… ……… ……熟 れ る まで、 売 れ る まで、 売 れ てか ら。

ウル ン トン・……売 る と も、 売 らな い と も、 売 るつ も りは な い。

ウ ルコ ター …売 る事 はな いか ら、売 るつ も りは な い、 売 らぬ c

R n
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『 ひ きのべ、ひきまめ し』

盆 にオバ ンカ テ行 った ら  『 ま ぁ上 が りゃい いに  セ ワ シ

イ ィ ンカ』  『 イ ンゲ忙 わ しゅうはね ぇで』 久 しぶ り来 た

甥 っ子  何 か言 いて ぇん じゃろ う。 ぼ ちぼ ち暑 うな った き

『 ひ きの べ 』 で ん 食 わ し ゅう。『 おか ち ゃん な 元気 な』

や っぱ娘 が 気 に な り 苦 に もな るんが 親心 。

アガ リクチか る上 が っち  な い しょに行 くと 裏 か るん 風

が涼 しい。『 こか ぁいつ 来 て ん 涼 しいな ぁ』『 じや ろ うが

夏 ん涼 しい な  な に よ りん ゴ ッソ ウ ジャ』 横 に  ごろ っと

上 ぅ見上 げ た ら フス ボ ッタ天 丼 ん横 木 が  頑丈 に縄 じ竹 を

ク ビ リッ ケ チ  ビク とん せ ん ごつ な っち ょる。

こね鉢 じ粉 を こぬ る とチ ョコ ッ ト ふ きん をか くる と休 憩

し :こ  上 が っち座 った。『 茶 を飲 む な』『 い らん で 』『 髭 が

生 ゆ るか 』『 … … …』 年 頃 に な った きチ ッタ 考 え よ るん

じゃろ ぅ。 戸 埋 か る きな粉 を だす と  『 ひ きのべ 食 うな』

『 うん 』 無 表情 に返事 す る と 起 け上 が った。

『 ば あ ち ゃん 』『 なん な』『 い くつ にな ったん な』『 や ぁ

歳 か 』 急 に言 わ れ た もん じゃき  『 あ り ゃワ シャ幾 つ に』

ち ょい と考 え くうだ。孫 はニ ヤニ ヤ顔 じ  『 ち ゃあ ら 自分

がん歳 ぅ忘 れ たん な』『 な にや  オ ロイイ ヤ ッジヤノ ゥ』

それ は腹 立 ち ま ぎれ じゃね ぇ 本 当 は嬉 しか った。

『 61じ ゃね ぇ 還 暦 ち言 うん で  今 日が誕 生 日』『 や ぁ

そ う じゃつ た の ぅ』 二 人 は顔 見合 わ せ ち大笑 い。娘 が知 恵

づ け したん か  それ とん  こん 子 が 調 べ ち ょつ たん か。 ゆ う

気 づ い た もん じゃち ホ ロ リロ頭 が熱 ぅな った。『 じゃき

あ い お誕 生 日視 い』 差 し出 した小 さな包 み箱 。

・”
ヽ
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『 ゥ ッ トォニ え』『 中 身 は タィ シタ コ タ ね ぇけん どな』

『 イ ンニ ャ も う そん 気 持 ちが嬉 しい き』 押 し頂 くと神根

に供 え た。子 供 な りに ソ リュ見 る と 母 親 もユ ウそげな こ っ

しよ る。 クス ツと笑 い と ぅな ったぬ  エ ー ト堪 え ち『 冗気 じ

フガ イイナ ァ』 :大入 み たいな コツ ゥ言 う :こ  イ チベ胸 に

ジ ンと来 る。

粉が具合 ぅ寝 たき 、、 手 じ仲ば しち ゃ沸 いた湯 に入れ る。

目を シバ タタヶ―チ 煙て一ぬ堪えたんか 甥子ん情愛が

こみ上 ぐるんか。『 ふん とケムテーノ ゥ』 『 手伝 ぉか』

『 じちみ るか』『 ………』 黙 ったぬみ ると ヤ ッパ無理 じ

ゃろぅ。そ ぅこうしよる内 ひきのべが  出.来 上が った。

ぁげ ショウケに広 ぐると きな粉 に黒砂糖 まぜ あわせち

コネ鉢ん中 じマメス と 出来上が り。オテ シ ョに盛 ると香 り

が  そこらへん に広が る。『 はいコ リュウ仏様 にあげて』

『 ぁぃ』 ヒョコ ヒョコ調子ゆ う 運 ぶ姿が母親 うつ しじ

思わず 吹 きで一ち しも ぅた。

食べなが ら  『 ひ きのべ』 と『 ひきまめ し』 は どげ一違

うんな』『 そ りゃな ぁ』 祖母 もこげな若 い もんか ら 聞か

るると何か  もう嬉 しゅうじ座 り直 した。

『 今 食 べ よ るん が ま ぁ『 ひ きのべ』 じゃが『 ひ きまめ し』

は  こん ひ きのべ に 小 豆餡 を塗 っち作 るんが  ひ きまめ じ

にな る』 小 豆 は炊 くと増 ゆ る き 米 を大 事 に しよ った百 姓

は な るた け使 う正 面 ぬ考 え た。形 が 崩 る るま じ煮 ち ち っ

と甘味 ん蜂蜜 や ら 千 じ柿 や ら 黒砂 糖 や ら じ 餡 を こさえ

た。

そん小 豆 も畑 を利 用 した り 田の畦 に植 ぇ ょ った。畦ん

分 は『 小 作 ん計 算 に入 らん き 儲 :ナ ん 分 ち ゅう 訳 じや った』
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『 そ げ ――苦 を 見 よ ったん じゃな ぁ』 米 が 経 済 ん基 本 じゃ き

小 作米 を納 め ち 残 りは売 って生 活 の足 しにす る。 じゃき小 豆

が 代 用 しよ った。 お お もと貴 重 品 じゃが『 増 ゆ る』 それが

何 よ りん 魅力  お ま け に美 味 しい と来 ち ょ り ゃ 鬼に金棒 じゃ

った。『 餅 ん餡 に しち売 り ゃ よか ろ う !こ 』『 それ が餅米 が

高 ぇ し出来 も悪 い き 世 の 中 うま く行 かん もん じゃな』

『 それ じ ひ きの べ と ひ きまめ しが  :違 う訳 じゃつ たん か

今 日 !ま  ひ とつ勉 強 が 出来 た。 オ カ チ ャ ンな知 るめ ―か な ぁ』

『 い ゃ―知 っち ょる じゃろ う あん娘 はイエ モ チが  よか った

き』『 ふ ん と ぅ それ じケ チ じゃな ぁ』『 そげ ― ケ チかえ』

『 うん ― こ しいで ―  なか なか小 遣 い くれ ん に』『 そん か わ り

貯 め ち ゃるわ い』 大笑 いす る二 人 に 母 親 は足 ん裏 が痒 か ろ

う。 それ とん親 が 認 め ち くれ た ち 満 足 しち ょるか な。

『 こんだ来 る時 に ゃ ひ きまめ じ ぅ 作 るか な』『 無理 せ ん

で ん い いで 』『 本 当 lま 食 べ て ぇん じゃろ う』『 ま ぁな ―』 まだ

子 供 じゃ と うと う本音 を は いたわ い一還 暦 ば あ ち ゃん も 久

しぶ りん子 供 とん  や りあ い に刺 激 され た ごた る。百姓 ん知 恵

は生 活 か る滲 みで ち ょるか る 臨 機 応変 に使 い分 ξする 英 知 に

も発 展 しち ょる ごた る。

きな粉 を使 う盆 の食 べ物 に ゃ 仏 様 との関 わ り も多 い よ う。

Fひ きのべ 』地 域 じゃ『 やせ うま』 とん言 う。 きな粉 には相 手

と霧 ま りゃ ち ぎれ ん ごつん 強 さが あ っち 地 獄 じ苦 しむ人 た

ち に 盆 の食 べ物 と しち届 くるに 結ん だ食 べ物 ん が  こぼ れ

落 ち る事 が な いか らち  きな粉 を使 うよ うだ 。

夏 の暑 いさなか じゃ きな粉 は涼感 も呼ぶ ち

心 くば りもユ ウ解 る。食欲んね ぇ時ん蒙1激 に も

な るとか  まさに料理んつわ ものかん知れん。

夏料 理 に使 う
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『 賀 来 善 神 様 ん旗 立 て』

9月 に入 る と賀 来 ん祭 りが始 ま る。郡 内ん大 け な祭 りは

当時 ん  農村 じゃ待 ち望 ん じょる ごた る。 そ こここや五 穀ん

豊 稔 あ り無病 息 災 あ り。村 ん辻 に ゃそん『 織 旗 』 も立 て ち

み ん な じ無事 な秋 を迎 え た もん 。 若 い した ちん行 事 でん

あ る 旗 立 て に ゃ総 出ん 楽 しい 日で ん あ る。

そ り ゃただ飲 み 食 いだ け じゃね ぇ 心 ん ふ れ あ う機 会 か

ん  そ こ じ新 しい情 報 も交 換 出来 る。若者 ら しい嬉 しい話

ん 披露 も出 る と 悔 しさ と嬉 しさが 交差 もす る。『 え ― と

済 ん だ きニ フ トリ飯 じゃどげ―か』『 |｀ いの う俺方 に ゃア

レモ ア ル キ』 皆 ん なん顔 が崩 れ ち笑顔 。

束 の 間 ん 楽 しい一 時 が  汗 も仕 事 ん苦 痛 も しば しお別 れ

にな る。放 し飼 いん鶏 ぅツカマエ チ  うまい もんパ ッ トそ

ん早 業 。 ゴボ ウ エ ンジ ン あ り合 わせ ん具 材 を混 ぜ ち

男 料理 た ぁ乙 な もん 。鍋 ん 底 に出来 たキ ツネ色 ん  ヨガ レ

に近所 ん 子供 が か ぎつ け ち 集 ま る。

鶏飯 ち ゃご馳走でんあ る。そ うそ うに ゃ食わん田舎料理

じゃが  こげな若 さん中か る 醸 し出す素朴 な味 に青春が

描かれち 順送 りん農村 の四季は移動 し 風習 も伝承 され

ち も行 くもん。豊作を念 じた心の中の素直な 行事 は神仏

の存在 に も開わ る人間の 赤裸 々な しきた りかん知れん。

シケ ガ チ カ リャモ ウ豊 作 c最 後 ま じ気 は許 されん が  後

は天 に任 せ た根 性 がや っぱ 取 り入 れ ま じ味方 しち くれ た

ごた る。『 や ん か た秋 視 言 な ら こん冬 は温 い の ぅ』『 お

前 も来 春 じゃね え か 辛 抱 しよ』 不安 と嬉 しさが交差 す

若 者 も 予想 以 上 ん 美味 しい ご馳 走 が す ぐそ こにあ る。
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戦争 が 激 し ゅな っち食 い物 ん も 厳 しい時代 が続 き よ る

と 人間 の知 恵 は ケ ック シャ働 くもん 。 小 麦 ぅ粉 にす る時

ん粕 が コカ ス ち言 う。 これ も小麦ん 端 くれ :こ  間違 いね え

食 い物 ん じゃ き『 小粕 ダ ンゴ』 :こ  結 構 食 え る もん じゃ .

ち った喉 ぅコサ イ ジ通 る けん ど ひ も じいな変 え られ ん 。

米糠 で ん 食 わ れ た もん じ 時 た まん代 用 食 に 0閣 :「 あ う

もん じゃつ た。 そん 代 わ リチ ッタ 小 石 ど ま飛 び くうだん

か  菫 :こ ガ ジ ィ クル ッ トひん のみ ゃ をまい終 わ りち ゅう

こちな る。『 とい も』 ど ま もう 代 用 食 ん王様 じゃき ど

こで ん大 手 を振 っち罷 り通 る。

葛 ん根 を 掘 りあ げ ち臼 じつ く 水 じ曝 す と澱 粉 が取 るる

が  こん乾 か したぬ餅 にす りゃ 誠 ち ウメー もん じゃつ た

。 そ りや ぁギ 手ギ チ した 食感  手 間 取 るだ け あ うち 貴重

な餅 が 出来 あが る。地 主 さんが ゆ う しち くるる そん 優 し

い地 主 さん が 病 気 ち聞 く。 見舞 いに行 きたい けん ど 何 さ

ま貧乏 じ持 っち行 く もん が ね ぇ。

嫁 ごと相 談 の挙 旬 に心 が こ もっち ょりゃち イ ビラを堀

りあ ぐる と水 に曝 し  『 イ ビラ餅 』 ぅ作 っち きな粉 まぶ し

『 恥 ず か しいけん ど』 ち そ っと差 しで 一た。 地 主 さん

そん真心 こめ ち作 った餅 :こ  涙流 しち苦 さを堪 え た笑 顔 。

誠 ん心 が通 じた そん餅 は 金 を か け贅 沢 な味 よ り も 勝 る

情愛 の味 ち男 泣 き した ち言 う。

それに苦 さが刺激 とな っち 病気が不思議 とゆ うな った

き こんだ地主さんが  お礼にわざわざ土産持参 じ来 る。

人ん心 に込 め られた豊かな 人間愛 は物や金では 割切れ

ん高価 な宝物 が込め られ ち ょるん と。地主さん も小作人 も

幸せを 分 けお ぅてん縁先ん話ん 笑顔が美 しか った。
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35P

36P

37P

38P

☆ ☆☆  方言 説 明  ☆☆☆

オバ ンカタ・―おば さんの家。イ ンゲーいいえ。オカ

チ ャ ン…お母 さん。ない しょ…茶の間。 こか ぁ一こ

こは。 じゃろ うか …て しょうが。 ゴツソウ ジャーご

馳走。 フスボ ッチ…ふすべ られて。 ビクとん …動か

ない。 チ ョコ ッ ト…少 し。 い らんで一いりません。

チ ッタ…少 しは。 なんな‐…なにです。や ぁ―はい。

もん じゃき― ものですか ら。ち ゃ― ら一あ らま ぁc

オ ロイイヤツ ジャノゥ…。根性の悪 い人。 したんか…

しま したか。 それ とん…それ と も。 じゃき―ですか

り。

うっと ぉ…私。 イ ンニ ャーいいえ。 ソ リューそれお

。 フガイイナ…‐運が よか った。 コッ ゥ‐…事を。 イチ

ベーよけいに。 シバ タタケーチー。まばたき して。ふ

ん と一本当に。 ヤ ッパ…やは り。 そ うこう しよる…

その うちに。 シ ョウケー竹で作 った生活用具 。オテ

シ ョ…小皿。 じゃき―ですか ら.

じゃな ぁ…です ね。それ じ…それで。イエモチー経

済家。 こ しいで 一賢い。 こんだ… この次 は。 ま ぁな

…本当は。 ごつん …ことの。つわ もん…知恵者。

じょる一な って い る。 どげ―か…ど うですか。 ア レ

モアルキー内緒ん品物。パ ッ ト…見る間に。 コガ レ

…お こげ。存在 に関わ る一心の中に意識す る。 シケ

台風 など天災。やんかた一お前の家は。
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天領石合 は 豊 臣時代 ん検 地 《■ 594文 禄 3》 か る 岡領

にな った後 ん 江 戸 期 に入 っち『 天領 』 に な った。石合 ん 中で

ん主 に北側 ん 『 上石 合地域 』 じ 屋形 木 、 片 草 、 なん か が そ

ん 中に入 る。 こん地 域 に ゃ『 ろ くろ ぎ、 や か た ぎ』 なん か

本材 に開わ る地 名が 多 いが  か って の 山 林 畦 が 天戦 じゃつ た

ん か  :集 落 が そ っ くり移転 した説 もあ る。

由緒 も伺 え る伝説 と して高 貴 な姫 の 墓 地 が あ って埋 葬 の

直前 に朱漬 け して 遺 体 の安 泰 を念 じた説 。 お供 と 7基 の塔

もあ る。刻 まれ た文字 か ら右 大 臣 と読 み 取 れ  大神一 族 に嬰

わ るか もと推 察 さ る る。若 く して世 を 去 った娘 の 親 心 が汲

み取 れ ち哀 愁 もそそ る。

地 区 ん家 か る高 野 山竜 光 院 発行 ん 通 行 手 形 が あ り 《17

96年 》阿 蘇 や高千 穂 に 旅 す る為 の手 形 の よ う。身 分 もさ

る ことなが ら 手形 を持 参 しちテ クテ ク歩 い た 昔ん旅 姿が

忍 ば るるん も夢 と ロマ ンが あ る。 ここん 家 は庄 屋 さん じゃつ

た よ う 大 野 地 域 ん大 神 ん 流 れ を汲 むん か 。

今市 か る久 住 に行 く街 道 か る 天領 に ゃチ ョヨ ッ ト外 るる

道 にあ るが  これ も外 敵 か る被害 を防 ぐ事 ぃ 気配 り したん

じゃろ う。 元 々 は幹 線 じゃつ た けん ど 街 道 作 る最 中 に直線

にす るたみ  ち っと避 けたのん仄 かん色 気 も伺 えた。五助 さ

ん な主 に人 家 ん あ る所 ぅ通 るが  用ん ね え と き ゃ ぁ馬 が心 え

ち 近道 ぅ通 るなん か  愛 ら しい じゃね ぇな。

こ く ぅ回 っち片草 ん地蔵 様 に出 た 地 藤 菩 薩 《1740》

野 仏 じ大衆 ん  悩 みを救 っ くれ た。 手 に宝 珠 を持 ち参拝 す る

人が多 い じ 難 渋 す る人 た ちを救 う己 は 雨露 に曝 され て も

衆 生を救 うん じ 特 に こん 地 議 に ゃ南 無 ちつ け ち 南 無 地蔵

菩 薩 ち呼ん じ ょるん も 親 しみが あ る ごた る。
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38P

39P

40P

41P

☆  方 言 説 明

連 れ の うち 一連 れ にな って。 ま じん … までの。 お

けた …満 腹 にな った。 こ き― … こ こに。 トラマエ

タ…捕 まえ た。 ドッサ リー沢 山。

とん … との。の うでん 一 な くて も。、か た くりぜ ん

ざ い 。一葛 粉 を使 って簡 単 に出来 るぜ ん ざい。 こげ

なふ うに 一 この よ うな方 法 で。 こち な るき一事 に

な るか ら。 そ う しち… その よ う :こ して 。 :ナ っ く し

ゃ…結 構 、予想以 上 に。 み たん じゃろ うな…見 た

ので し ょう。 デ ー道 …平 らな道 。

うめ ぇ‐―おい しい。 そ うじゃねぇ こと一そぅでは

ないのです。お りゃ一俺 は。 そげん こつ・…そん な

事を。 いいど…よいです。た くね ‐…無造作にまと

めて。ババ さん…祖母、年長の女性 .う っぷ る う

…激 しく振 り回 して。お医者 さん ごっこ…子共の

自然態 の遊び、健康を心配す る備 わ った能力。行

くきこす ―行 くか らこそ。

天領 …江戸期の幕府の直轄領地。

『 こば れ話 しゃ茶 店 じ花 が 咲 く』

昔 ん こと じゃが 今市 に ゃ宮 崎ん  『 トロ ク』 か る府 内 に

金 が運 ば るる中継 場 所 じ 本L差 し掛 屋 ん役 目 も しよ った。

と ころが じゃ府 内 ん受場 ん じが  突 然 の死 去 じここま じ来

た金 が  宙 に浮 い ち しも ぅた ごた る。 男水 ん 垂 るる ごた る

話 じゃが な ぇ。 こげん こと も時 に ゃあ った ごた るで。

楼 門 ぬ作 る に そ っ くり じゃ悪 いち 苦 情 が 出 た もん じゃ

き棟 梁 と相 談 じち  日光 だ :ナ じゃね ぇ京  浪 花  奈良 なん

か ん神社仏 閣 ぅ見 ち模写 を書 い ち 出来 た そ うな。
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『 そ りゃそ うと肥 後 ん吉兵 衛 さん な  こん 頃 ぁサ カ シイ

ふ うな ぇ』『 もイ ッ トキす り ゃ又 京 に 上 るキ ち こん前 に

文が ち ―たん で 』『 よ っぽず あん 時 ん事 が  忘 れ られん の

じゃな』『 い い し じゃきな ぁ で ん よか った』『 ふん とな

え人 間 の巡 り会 いは不思 議 な もん じゃ』

茶店 ん親父 ん 話 す  吉兵衛 さん も道 中 じ腹痛 お こ しち

五助 さんが 自分 か た ま じ 連 れ ち帰 っち介抱 しち ゃつ た き

修 行 ん 帰 り 立 ち寄 っち ご恩返 し… … あれが 村 ん狂言 に も

な っち そ りゃ 評 判 が よか った な ぇ』『 早 ぇ もん じもう

5年 に もな るが 』

五 助 さん の 人情 物 語 りゃ種 が つ きん ごた る。『 そ うそ う

ず っと新 しい話 じゃが  今市 ん 乾 燥 蔵 じ朝 倉 文 夫 が  ガ ラ

ス越 しぃ絵 を書 きよ ったちなえ 』『 か さん娘 が じっと見ち

ょつ た ら そん 絵 を一枚 くれ た ち … …』『 そげん こと もあ

った な ぁ』『 と にか く今市 ぁ人 ん 心 が  ,生 か され ち ょるき

ほの ぼ の した  話 が い っぱ い残 っち ょるな ぁ』

連 れ の うた旅 ん じも楽 しい話  珍 しい話 をが い と聞 いち

こん まま 帰 るのん惜 しい ごた る顔 。 ち り紙 を一 つ貰 うと

久住 に向 けち 歩 き始 めた今市 ん 肥後 街道  五 助 けん馬子

唄が 周 りん野 山 に響 いち……。 七 瀬馬 子 唄 か ら… …

宇曾 に行 こうか荒本 に出よ うか 四辻峠ん思案顔 ハ

‐■瀬のせせ らぎ サラサラサ ラサ ラ ホイホイホイ .

アイ と答え た神楽ん里の あれ もと しごろ目が可愛い

ハ 七瀬のせせ らぎ 山ゆ り香 る ホイホイホイ。

久 しぶ りだ と 10年 前の 客 を乗せての馬子の旅 ハ

七瀬のせせ らぎ 紅葉がち らほ ら ホイホイホイ。
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小 無 田 は い よい よ野 津原ん  中 ぉ通 る肥後 街 道 ん一 番西

ん外 れ 。 こ こか る隣 合 わせ ちや っぱ『 小無 田』 ち 同 じ呼

びなん 地名 が連 な っち ょる。昔 じゃ同 じ地 区 じゃつ たん じ

ゃろ うが  何 かん 都 合 じ二つ に分 け たん じゃろ う。 ここに

ゃ江戸 期 ん終 わ りに立 て た 家が まだ健 在 じ残 っち茶店。

宿屋 も兼 ね ち ょる き ここま じ来 た しが『 も う泊 まる こち

しゅ うか』 ち 草装 脱 いだ しも多 い。

直 入 郡 じゃつ た面 影 もあ っち て ん びん棒 担 いだ人や ら

富 山ん 薬 屋  道 中ん 旅 人 なんか気 軽 :こ 泊 ま る。 そ り ゅう又

温 こ ぅ迎 え ち も くれ た。表 じゃ『 うどん 、 ソバ 』 なん かが

売 られ ち『 めん や』 ん  名前が残 っち.ょ る。大 きな茅葺 き

ん屋 根 !ま 冬 温 か  夏 涼 しい理想 的 な住 居 でん あ る。

朝 地 ん方 を 上無 田 ち呼 び 今市 で ん 南 ん方 を上 《カサ》

ち呼 ぶ のん  殿 様 が 住 ま う所が竹 田 じゃき カサ ち呼ぶ な

肥後 も熊本 が カサ  府 内が シモ ち呼 ぶ の とな同 じ理屈 .心

か そ うさせ るのん ゆ う解 る。五助 さん もあ とチ ッ トじ久住

に着 くが  こ こか る右 手 に下 る と長 湯  左手 は朝地 、二 重

に延 び る。

こん 先 ぅち っと行 って 山ん 中 ぅ下 る と 不動 岩 ん あ る井

路 つ た いに入 る。工 藤三 助 が苦 労 しち彫 り開 いた 水路 ん

お陰 じ米 が が い と取 れ る 人ん世 話 に な る人ん 恩 返 しゃ

自分 に 出来 る事 ぅいつ でん  ど こ しで ん じち こす 人 間 の

価値 もあ る もん 。 それが た った一 度 き りの人生 を 有意義

に過 ごす哲 学 で ん あ ろ う。

連 れ ん旅 ん じゃこ こか る竹 田 に行 く 『 世 話 に な った な

ぁ 楽 しか った しい ろ い ろ勉強 も出来 た』『 そ り ゃよか っ

たな ぁ 又会 え る 日楽 しみ しち ょるで 』『 ほん な な』
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『 田ん ぼ を 作 っち くる るき 荒 れ ん じ済 む し米 も貰 う事

も出来 る』 そげ な優 しい気 持 ちん 地 主 が  病気 じ伏 せて

もう 1月 も過 げ たが  貧乏 じ見舞 い に持 っち行 くもん が

買 えん じ困 っち ょつ た。娘 ん機 転 じ『 イ ビラ餅 』 ぅ持 参

瓢の苦 か った地 主 さん な 少 し苦 いイ ビラ餅 が  とて ん美

味 しか った ち喜 ん じくれ た。優 しい気持 ち は こげ ぇに も

心 を変 え て くれ た とん言 え る。

帰 り :こ 『 モ チ ゴメ、 ア ズキ』 を頂 くのん  優 しさに心 が

動 か され た証 。 機転 を嬰 かせ た娘 には二 月 :こ  晴 れ着 歳暮

が贈 られ た ち言 う。 あ る地 主 さん な不 作 ん 年 に 小 作 が納

めれん じに麦 で ん いいち 区切 りだ けはす るよ う論 じち

年越 しさせ たが  翌年 に ゃ 2年 分納 め た もん じゃき 昨年

の麦 は『 預 か った もん じゃ き』 ち  :返 した ち言 う。

今市 ん 石 だ たみ は長 さが約 700メ ー トル 幅 は約 2メ

ー トルあ るが 所 じゃ屋敷 日 ま じ 敷 いて あ る場所 もあ る。

石 だたみ工 事 の 際 に応 分 の寄 付 を した  その感謝 の気 持 ち

の現わ れん よ う。 きちん と整 備 され ち今 まで  残 ったのん

地 元ん した ちん犠牲 も あ った じゃろ う し不 自由 もあ った

じゃろ うが  ゆ う皆 ん なが我慢 しち 大 事 に した宝 物 でん

あ るな 改 め ち 見直 され よ る。

八幡 様 ん 祭 りん宵 祭 りに ゃ下 に お くだ り ここ じ神 楽や

ら相撲 なん か あ っち 一 夜 を 明 か し次 ん 日の夕方  お帰 り

となるが お供 に ゃ地 区 に よ っち 受 け持 ち も決 ま っち ょる

。石 だ たみ 道 が 祭 り客 ん 賑 や か な中 ぉ お下 りお帰 りん様

は石 だ たみ :こ  祭 り提 灯 の明 か りが 映 え ち 幻想 的 な様相

も見せ ち くる る。

そ りや ぁカ ラ コ ロ ン娘 ボ ック リん  音 た

ぁ又違 うた雰 囲気 を醸 し出 しち 今市 ん よ さ も満喫 出来 る
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岡領 の殿様 が 参 勤交代 の 上 り下 りに は この『 お陣 屋 』

を利 用す る。 お泊 ま りの時 は木戸 を 閉 め て  警護 万端 の夜

を迎 ゆ るが 普 段 の宿場 町 は 生活必 需 の店 が 軒 を連 ね 宿

ん灯 ゃ遅 くま じ賑 わ い もあ った。 “明 日は発 つ の か小 窓 を

開 けて 宇 曾 に小 雨が降 れ ば よい ハ 七 瀬 のせ せ らぎサ ラ

サ ラサ ラサ ラ  ホ イホ イ ホ イ “。

宿場町に ゃいろいろん生活用品 か じ屋、研 ぎ屋、油屋

、酒屋なんか あ っち 旅人 にゃ思 い出 も出来 るごたる 場

所 に もな った ごた る。た またま出会 った人 に  “好 きち言

えない風 呂焚 く暮れの あれ も19の 身を焦がす ハ七瀬

のせせ らぎ サ ラサラサ ラサラ ホイホイホイ “。

古 い町並 み に比 べ ち新 しい宿場  そ リー朽 網古 市 に対 し

ち新 しい場 所 じゃき今市 ち呼ぶが 町筋 が 出来 たん が 15

93年 じゃき 江戸期 に入 るち っと前 。 そん 後 じ江戸 時代

に入 っち 石 合 は天領 に後 は岡領 にな った。参 勤 交 代制 度

にな ると肥 後 ん 加 藤清 正 が  天草 ん代 わ り豊後 ん 久住 、野

津 原。鶴 崎 ぅ所 望 しち飛 び地利 用 :こ  こ こ今市 も通過 道 路

と しち 肥後 街 道 に組 み 入 れ た。 天満宮 寄 進 や 石 だ たみ ん

敷 設 支援 、 なん か も時 の外 交儀礼 と しち お互 いが持 ちつ

支 えつ つん交 流 を したん じゃろ う。

石 だ たみん 西 端 に丸 山八 幡  これ は明 治 に な っち周辺 の

神 社 も合祀 じち丸 山八幡 神 社 にな った。 1740年 頃 に楼

門が長 い年 月 を か けち 完 成『 日暮 ら しん 門』 と しち近 郊

じゃ 珍 し く素 晴 ら しい もん じ地 元ん  豪 商小 倉 屋 ん寄 進

じ出来 た門 。 材 料 組木 彫 刻 なん か 目を 見 張 る もん  日光 ん

陽 明 門 に模 写 した作 りは 当時 と して は 画 期 的 な建造物 。

場所 的 に も府 内鶴 崎。 直 入庄 内、久住 竹 田、二 重大 野 な

ん かん分岐 点『 お ばね街 道 』 にふ さわ しい 宿 場 町 ん宝 物

にな った。
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◎◎◎ 方言説明 ◎◎◎

デ ー ラ ー平 坦 な所 。 シル ルガ …知 れ るが 。 で えぶ ん

…だ いぶ 、沢 山。 そ う ぐれ か … そ うで す と も。 ヨク

ヮル ル ー体 まれ る。 おば ね道 …高 い場 所 の道 。

ビク トン…少 しも騒 がず 、驚 か な い。 シャ ン トシチ

ョルー しっか り して い る。 て 一げん 一 た いが いの。

ひ も じい ‐…空 腹、物 足 りぬ。 フ トロ ク…沢 山 な。 チ

ギ ル ー もぎ取 る。 じゃ き…です か ら。

イ ロイ ター乾 いた、千 上 が る。供 出 …戦 時 中 に強制

的 に物 を 出 させ る。 ヤ ンガ チ ーや が て。 オ シナギ ー

惜 し くて勿 体 ない。 鍬 下 年 金 ―・轟ん ぼ :こ した農家 :こ

配水 す る税 金 を一 定 期 間 免 除 した取 り決 め。

イ ビラ餅 …雑 草 の球 根 を水 に曝 して 作 った餅 。 区切

りだ け は …節度 だ けは。 お下 り…仮 宮 に行 く行 事 。

今市 宿場 町 に ゃ古 い歴 史は少 ね ぇが  地域 の人 た ちん 英知 と

物 を大 事 にす る 優 しくた くま しい気 持 ちが 残 っち ょる。 石

だ たみ に して ん犠 牲 も甘ん じち 護 った き こす 今 も姿 が そん

ま ま残 っち る。 肥後 ん殿様 行 列 もこ こ じ お言 葉 に甘 え ち ソ

バ ん 馳走 にな った。接 待ん女 奉 仕 者 に ゃ特 別 白足袋 も 許 じ

ち心 づ く しん もて な し ぅした。

宿 場料 理 にん『 そぱ』 を は じめ  『 落 と し汁 …山芋利 用』

義菜 を上 手 に使 う ごぼ うや コ ンニ ャ ク利 用 ん 精進 料理  豆

を使 う豆腐 、 甘 汁 、 もち米 利 用 ん ア ンコ ロ、造 り酒 屋特製 ん

地 酒 、 いな り寿 司、 ゆ うま ぁ出来 るち味 ぅ堪 能 した ごた る。

八 幡様 ん彫 刻 ん竜 は夜 な夜 な抜 :ナ 出す ち言 う それ も近 所

ん 田 に現 れ ち そん 水 ぅ飲 み よ った とか 。水 ん 少 ね ぇ所 だ け に
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百 姓 しは気 が気 じゃなか った。地 区ん長 老 に相 談 じちあ る

晩  み ん な じ確 か む る こちな った。待 っち ょる夜 中 に荒 ぇ

物 音 そ しち ゆ う見 るとあん堤 に大 けな圏 ま り なん とア

ン竜 じや った もん じゃき いちベ タマガ ッチ しも ぅた。 し

こた ま水 飲 む とサ ー ト今市 ん方 :こ  消 え ち しも ぅた。

ξど こか る来 たん じゃろ うか』 意 見あん ゲ こん ゲん 中

じ  『 八幡 様 ぇ竜 ん彫 り物 んが あ るが  ま さか』『 いん に

ゃ も しかす り ゃ』 i次 ん 日に八幡 様 ぇ参 った ら ち ゃん と

そん竜 は納 ま っち ょる。『 よ しほん な コイサ両 方 じ待 つ こ

ち しゅう』 話 が決 ま っち そん晩 なニ ニ じ 待 っ事 しば し

堤 に ゃ案ん じ ょ う又水 飲 みや っち来 た。 い ぅぽ う八 播様

ん じもッル ッ トした間 に 堀物 ん 竜 が抜 け 出 ち ょつ た き

そん 理 屈 が え ― と謎解 き も出来 た。 又みん なが知 恵 デ絞 り

結 局  彫 った大 工 に正面 じち もら うこち な った。 大工 も自

分が ほ った細 工 い ゃ分身 の よ うな もん 。嫌 うた もん の農 家

に迷 惑 か くる そん結 末 ぁや っぱ責 任 もあ るち  しぶ しぶ

承 知 ぅす るとそん 竜 に 自分か る撃 を ふ る うち そん流 れ

出 る涙 が シヤ竜 ん 尾 を濡 ら した ら 彫 物 ん の尾 の先 が割 れ

ち取 れ た ち言 う。皆 なが ん気持 ちが こん彫 り物 ん :こ  竜 に

も通 じち 自然 と割 れ たん か  そげ なふ うに 目に見 え たんか

無 事  水 不 足 もなん とか 食 い止 め ち 実 りん 秋 を迎 え た そ

うな。 真心 が こげ なふ うに様 変 わ りす る宿 命 じゃろ う。

“実 る稲穂 に秋 風 そよ ぐ 心 通 じた世 の情 け ハ 七 瀬 の

せ せ らぎ サ ラサ ラサ ラサ ラ ホ イホイ ホ イ “。

“カ ゴで行 こ うか あの石 だ たみ  宿 の障子 に灯 が と もる

アヽ  七 瀬 のせ せ らぎ 紅 葉 が チ ラ ホ ラ ホ イ ホイ ホ イ “。

五助 さん がん 馬 子 歌 が  聞 こえ る ごた る畦 道 じゃつ た。
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『 地 主 ん くれ た み や げ 餅 』

今年 も取 り入 れが え ― と終 わ っち 籾 千 しが は じま った。

地 主 ん 家 じゃ一 足先 に自 じチ ー タ モ チ コメが 美 しい餅 にな

っち  こい さん 客 ん土産 包 み にな っち ょる。 小 作 人 な皆 ん な

呼 ばれ ち秋 ん一 夜 は 優 しい地 主 ん 心 くば りで ん あ る。 田ん

ぼ作 っち も らう百 姓 に お礼 を言 いた い ち毎 年 ん 行 事 。 もう

何 年 も続 いち ょるが  それ だ け作 らせ て も らう百 姓 しも ど

ん くれ ―有 難 いか知 れん 。

『 さあ さ皆 ん な上が って 何 もな い けん ど』 地 主 に迎 え ら

れ る百 姓 に しちみ りゃ 晴 姿 かん 知 れん 。座 敷 に通 され座在

日 にか しこま る姿  日ごろん 苦労 が い っぺ ん につ ― じ行 くご

た る。 『 今年 しゃ水 が少 くの う じ 稲ん 伸 びが悪 か ったん じ

ゃな い』 それ に遠 慮 しなが ら答 え るごつ 長老 が『 おか げ

様 じ水 が少 の うでん  田が 上 等 じゃ き変 わ らん ユ ウ出来 ま し

た』『 そ り ゃ一 よか った  こい さ は無礼 講 じゆ っ くりや っち

よ くれ な  私 じゃち ょつ と用事 じ 出か くる きゆ っ くり しち

お くれ』 心得 た もん じ地 主 は それ だ け言 うと 奥 に引 き こ

ん じ しも うた。

やん が ち した頃 に こん だ 奥 さん が 出て来 て『 米 ん 少 なか

った しは 言 うて くだ さ い よ 何 とか考 え ち ょきます 。 そげ

え言 い よ りま した き。 ゆ っ くり して か え りに ゃ 家 じ待 つ ち

よ る した ち に 包 みを持 って帰 って くだ さ いな。 ち っと じゃ

が 今年 ん モ チ コメ じつ い た餅 で す 』

奥 さん もこれ だ け言 うとす ッ ト消 え る。後 は小 作 人 同志 が

ゆ っ くりよば る る 秋 ん 一 時 じゃが や っぱ皆 ん な 帰 りを待

つ『 ヤ ウチ』 そ り何 ち ゅうて ん  土 産 を待 っち ょる子 供 た ち

か顔 が  くる くる国 っち『 早 ぅ帰 りよ』 ち 囁 くごた る。
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頃あいを見ち女 中が ご馳走ん残 りを ′包ん じくれで ぇた

き『 ほん なそろそろお暇す るかな』 そん声を待 っち ょつ

たごつ皆んな立つ と 暇乞 い もそこそこに家路 に急 いだ。

『 いい地主ん田を作 っちよか ったのゃ』『 そ うとん コイサ

又ひと頑張 りす るかの ぅ』『若えん じゃき張 りこめや』

笑 い声 が いつ までん聞 こえち 喜 び なが ら帰 っち行 く後

を 見送 り  『 旦 那様 みん な喜ん で帰 りま した』『 帰 ったか

え よか った の ぅ 来年 も又 いい作 に な る ごつ な』 地 主 の

家 でん これ か る皆 ん なが  楽 しい夕鶴 に な るん じゃろ う。

熱心 に作 って くれ る人 た ちが  い るか らこす 日ん ぼ も荒 れ

ん じ み ず み ず しい稲 が実 る。

『 こげ な地 主 もあ るき こす 厳 しい年 で ん我慢 しち作 る

こと じ 皆 ん なん幸 せ も保 たれ ち ょる』『 ふん とな ぁ あ

げな人 に ゃき っといい報 い もあ る じゃろ うな』『 そ うで前

に話 した イ ビラ餅 に してん  出来 の悪 い年 に小 作米 を先

に延 ば しち ゃる そげな気 くば りが あ る き信 頼 に もな り

作 る意 欲 にん 上 手 に作 る工夫 に も な るん じゃあ るめ ―か

』『 な るほ ど な』『 な るほず チギ リ秋 議 子 び  ち言 いて ん

じゃろ う』 二 人 が笑 お うか ち思 い よ った ら 馬 が先 噺 い

キタ

“よ けた夕 立 ゴザ 引 き寄 せ ち 子 供 ん マ マ ゴ トー 体 み “

ハ 七 瀬 のせ せ らぎ ボ ンジが咲 い たか  ホ イホ イホ イ “

“ 湯 立 て して か らお前 と二 人 起 きた息子 を寝 せ つ け

る ハ七 瀬 の せせ らぎ 月 もほん の リ ホイ ホイ ホ イ “

`暮 れ た夜 道 に里の灯 見 え る

七 瀬 のせ せ らぎ 湯煙 の ぼ る

あ れ は丹 生 山練 迫

ホ イ ホ イ ホイ “。
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今市 ま し来 ち『 押 し寿 司 』 も け っ く しゃ旨か ったが

や っぱ ク ドん縁  汁が飛 び はね て ん『 だん ご汁 』 ぁい い

な ぁ。『 い よい よ今市 か る小 無 田を抜 くり ゃ 久住 ま じ

で ― ら道 しゃき眠 っち ょつ て ん着 く』『 じ ゃな ぁそ り 、、

してん 高 岩 神 社 ん トチの 本 ん 話 しゃ どげ な ったん 』

紀 州熊野 か る実 を持 ち帰 った ち言 う トチん 木 をま実 が

曝 す と飢饉 ん 時ん 非常 食  そげん 願 い もあ っちか今 は 5

本 も 岩 を 隠す ごつ繁茂 しち ょる。 貞観 5年 ち言 うき

863年 :こ 植 え た こちな る。

後 藤 家住 宅 は 18世 紀 中 頃 ん建 設  昔 ん 庄 屋 屋敷 ん 面

影 が 残 る当 時 ん 形式 に正 しい問 取 りが生 か され ち ょる

。 昭和 50年 《1975》 :こ  重 要文化 財 に指 定 され て

持 ち主 が  管 理 して保存 され ち ょる。

古 い伝統 を持 つ『 荷小 野 の機 子 舞 い』 杵 原『 白熊 練

り』 、 白家 ん『 神楽 』 なん か も 今市 ん代 表 す る文化 財

じ 大 野 文化 や ら直入文 化 なん かが  交 差 しち有形 無 形

ん 人ん 心 に染 み る 大事 な 人 間生 活 の糧 に もな っち ょる

1810年 に ゃ伊 能忠 敬 が 全国 測量 じ 1864年 に

ゃ勝海舟 が坂本 竜馬 と 長 崎 に急 き ょ政 策 じ通遇 す る。

九 州有数 ん高 原 ぬ越 ゆ る 横 断街 道 が 山越 え谷 渡 り しち

通 る そん 昔 日ん思 いが走 馬 灯 ん ごつ 浮 か び上が る ご

た る肥後街 道 。 き らびや か ん 行列 が 山肌 に ゆ う調和 し

ち 目を奪 わ れ たん じゃあ るめ ―か 。

“アオ ょい さめ よ宿場 は そ こ じゃ あれ が 街 道ん 石 だ

たみ  ハ 七 瀬 んせ せ らぎ サ ラサ ラサ ラサ ラ ホ

イ ホ イホ イー…… “。
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読 み 語 り 1二 3年 『 あ ん た 元 気 じ ゃつ た 』

『 シイ タケ 山』 に行 く道 ぁ 春 ち言 うに まだ  手 先 も冷 と ぅじ

半 纏 ん 山 ぇ手 を入 る る と 末 ち ゃん な『 お昼 にな るで 』 ち 言 い

に行 きよ った 。 と そん 時 じゃつ た。羽 ん 美 しい小 島 が  サ ッと

飛 ん だ ち思 うた ら ち っ と前 に舞 いお れ た 。『 あ ら か わ いい』

歩 むぬ 止 め ち  じっと 見つ む る と 小鳥 も ジ ッ ト見 ち ょる。

静 か に 末 ち ゃんが 歩 くと こん だサ ッと飛 び あが っち また

ち っと先 :こ  舞 い お りた。 『 あん た  1元気 が い い な ぁ』 末 ち ら

ん は 一 人言 い いなが ら こん だ  ち っとは よ う 歩 い ち側 ま じ

行 きか け た ら パ ッと舞 い上が る。

何国か くりかえ しよると なんか  まるで夢ん世 界 に お る

そげな気持 ちにな っち  とてん 1嬉 しくな りま した。 じゃもん じ

ア プネ 山ん 入口 ぅ 過 ぎか けち しも ぅた。『 あん た元気 しち ょ

りょえ』 i声 をかけち 飛 びた った 小鳥 と別れ ま した。山に も

陽が さ しこんで来 ま した。

『 もう お昼 にな るん で』『 そ うか  ほん な イ ヌル カ ノ ゥ』

元 気 の い い父 の声 。『 寒 い こたね ― な』 や っぱ  母 親 は優 しい

。 もいだ シイ タケを  か ご に入 れ ち 車 に積 む と  『 こき乗 れ』

『 あ ― い』 末 ち ゃん も チ ョコ ン ト乗 り こみ  帰 り道 じ小鳥 ん

話 を しま した 。『 り ゃ―仲 良 しが 出来 た ん か  よか った の ぅ』

父 さんが 喜 ぶ顔 に 母 さん も嬉 しそ う。 元気 に育 っち ょる

子 供 が  小 さ な小鳥 に も いつ も優 しゅす る そん 気 持 ちが親 は

どん くれ  嬉 しい事 か 。『 また 合 うとい いな ぁ』『 うん あ した

ま た 来 るか な ぁ』『 来 るかん知 れん で 』 話 が 弾 ん じ ょる。

そ げ なナ カ メ  もう家 に帰 りち―た。

ζ守
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次 ん 日 も山 :J入 ると 手 コ千 コノlヽ 皇ん 鳴 き菫 3『 あ ら与 の小 島」

黄 ち ゃん な す ぐ解:^た ら 嬉 しか つた  また合 え た。オ ち ゃん 磐

冷 た い山 の 中 の道 で も も う
.今

雲ι」元気 一杯 です 。 チ ., チ J=小 鳥

が  何 か話 しか け ち ょる ご た る。『 ど したん な 』『 … … ――』 ′
!ヽ 鳥 :=

き ‐、と 何 か言 い たいん じゃろ う。

昨 墨の ごう  ち ‐・ と先 に舞itヽ 降 りち ヽ 待 つ ち ょる。 末_ち ゃんが

型 ま じ行 くと サ ッと飛 び 立 ―,ち  ち ぅと先 じ又  待 つ 楽 L´ み か。

『 そ ぅじや  :待 ち よえ  これ 食 ぶ る」 オ トシか ら取 り豊 1_.た な

トノ千ん蒸 す た の 半 分つ み割 る と 享 の 上 にお い ち ち ,と 下 が

った。 い ―、と き 見 よ、‐たが  飛 ん で来 た。『 あ 食べ た」

小異 も美 味 しいのか  理で つ つ いて い る。『 よか 一た』 じうと

見て る末 ち ゃん も うれ しい の か そ こ :こ  じ‐,と シヤ ガ ミ く一だ。

一 生 懸 命 食 べ て るんを 見 る と もう何 日 も前 か らん  友 達 ん ごた る

。『 ぉ い しい ―』『 チ コ チ ュ』 食べ なが ら それ が いか に も

お い しいのか  声 と身振 りで  ゆ う解 る末 ち ゃん 。

人間 とは違 う暮 ら しか た ん  小 鳥 。 人間 は いつ て も好 きな ものを

たべ られ る。 で も小鳥 != 自分 で捜 して 食 べ な い と 可 衷 増 に も

思 う末 ち ゃん 。 しば ら く見 て い たが  お なかが一 杯 に な ったのか

チ ュチ ュと鳴 くと 飛 び去 って ゆ きま した。『 又 合 い ま しょう』

末 ち ゃん は いつ まで も 小 鳥 の 飛 ん で行 った 方 を 見て い ま した。

『 こげな事が あ ったんで』『 そりゃま ぁ ょか ‐たな ら』 話 し

を聞 いた ばあ ち らん もとて も 喜んで くれ ま した。『 あ した も

来 るといいな』『 うん  き っと来 ると思 う」 ｀
でもそれか ら 5日 も

来 ないので した。心配でた ま らない末 ち ゃん。『大丈夫 か な』 と

とて も 心配 にな りま した。

そ して 10日 ほどした朝 じゃつた。

ガラス窓 傘外 に小島が チ ュチ ニ鳴 いています。『 あ ら あんた

元気 じゃつた』 まぎれ もないあん小鳥 じヽつた。

《2)
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方 言 読 み語 り 『 残 して くれ た ヒ トギ 餅 』

春 ち ゃん は今 日は 近 所 じ『 ヒ トギ マ キ 』 が  あ る き勉 強を

早 ぅ済 ませ ち 行 くぬ楽 しみ に しち ょつ た。 と ころが 今 日ん

宿 題 はち っと難 しい。『 う一ん コ リャ解 らん の ぅ』 鉛 筆 国に

くわ えた り 頭 を撫で まわ した り 急 ぐ時 ち ゃなか なか  答 え

が 浮 かん じこん き 大 け な た め息 が『 あ ― ぁ』 。

ち ょうどそん 時  隣ん 高 校 ん 兄 ち ゃん が  窓 か る そん 苦労

しよ るため息 ぅ 聞 い ち ょつ た。『 ど したん か春 君  宿 題 が

難 しいん か』『 う一ん 』 生 返 事 しち ウラ メ シそ う :こ  助 けを

頼 む よ うな 目 じ 見返 した。『 ど う 見せ ちみ よ』 窓 越 しん

勉 強 習 い 恥 ず か しいん か  ペ コ ンと頭 さ げ た。

『 はは一  こ りゃあ難 しい の ぅ』『 じゃろ う』 味方 が 出来

ち ホ ッ トした春 ち ゃん 。学 校 じ先 生 ん 言 うぬ  聞 い ち ょらん

じゃつ たん じゃ ねえ か 』『 …… ……』 黙 った と ころを 見 ると

大 当た りん ごた る。『 こん 地 図ん上 は ど っちん方 向 か の う』

『 エ ー ト東』『 や ―そ うか』『 じゃね ぇ北 』『 じゃろ う一』

『 解 った そ うか横 に して ん  地 図 は上 が北 じゃ った な』

兄 ち ゃん も え ― と解 った春 君 の 早 合 点 に教 えが いが  あ り

ほ っと安 心 しち ょった。『 そん調 子 で  解 いた らい いん ど』

『 お お きに』 急 いで後 の 問 題 を 次 々 に解 いて  終 わ ると

ヒ トギマキ :こ  走 って 行 った。

じゃけん ど 宿 題が 手 間 ど った もん じゃき ち っと遅 れ ち

し もうた。 も う ヒ トキ マ キ は  終 わ っち ょつ た き が っか り し

たが  これ も自分 の不注 意 ち 講 めた けん ど 何 か惜 しい気持

ち にな った。 と そん 時 じゃつ た。 ここの 家 の  ば あ ち ゃんが

『 春 ち ゃん  遅 か った な ぁ は い こ っち お いで  ち ゃん と

あん たん 分 !ま  こ こに取 っち ゃ るで』

A
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『 うちん嫁 さん が な ぁ 春 ち ゃん は とて も利 日者 じ 家 ん加勢

も ゆ う しよ る感 心 な子 供 ち  :来 ち ょ らん ごた る き 残 しち ょく

ち  ほ らお盆 に乗 せ ち ゃる き』  『 ふん とオ オキニ あ りが と う』

そん な話 を聞 くと春 ち ゃん  とて も嬉 しか った。遅 れ て 行 ったの

じゃ き 貰 いだ さん でん  当 た り前 じゃ :こ  感 心 な子 供 ち 別 :こ

残 して くれ た ち そげな話 を 聞 くと 子 供 心 に も な にか 嬉 しゅ

な ぅち 跳 び はね て ぇごた る 春 ち ゃん 。

そん声 に嫁 さん も仕事途 中 か  手を拭 きなが ら来 て  『 はい

これ は ヒ トギ餅 じゃが  あん たの 日頃ん  ご褒 美 よ』 そ う言 う

と ニ コニ ヨ しなが ら お盆 の と トギ餅 を  新 聞紙 に包 ん で くれ

ま した。涙が 少 し出かか った のが  春 ち ゃん は解 りま した。包 む

新 聞紙 の中 に は  ヒ トギ餅 や ら こよ りに結 ん だ 5円 玉 も。

『 こげ―貰 って もいいん 』『 い いで  ご褒 美 もな』 笑 顔 じ

差 し出 した『 ヒ トギ餅』 家 の普 請 は 怖 い火事 か ら逃 れ る為 の

行 事 とか  じゃ き『 ヒ トギ』 ち 大 きな声 で言 って ま く。 それ は

『 火 が遠 くえ  火災 の難 か ら守 って ほ しい』 そげ な願 い も込 め

られ ち ょる ち 言 う。 (皆 ん なが賑 わ うの も祝 います の意 味 》

春 ち ゃん は丁 寧 :こ  お辞 儀 す ると『 お お きに』 と 嬉 しい気 分

を 押 さえ るん が必 死ん  思 い じ家 に帰 りま した。『 今 日は とて

ん  カキニ ャ合 うめ ぇ』 家 の人 たち :ま  そ げ―思 い よ った ら

新 聞紙 に包 ん だ 大 きなみ や げ。『 そ げ ―貰 ぅたん な  ょか った

な ぁ』『 あ っ こん  をまば さん や ら 若 い嫁 さん や らが  こげえ も

残 しち ょつ たん で』『 まあ まあ  日頃 か る よ う しち ょき ゃこす

こげ ― 子 供 に ま じ じち くれ たんか』

大 けな家ち言 いよった き きっと栄 えちバ ンバ ンザ イ  じゃの

う。子供心 に も こん ヒ トギ餅ん事は いつ までん忘 れ られん

春 ち ゃん じゃろ う。棟上後 の新 しい木組 み に 五色の旗 が喜びを

込 めち 泳 ぎよるんが美 しい。

3
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方 言 読 み語 り 『 鶴 見彙 に貰 わ れ た宇 曾 山』

由布 山か る話 が あ っち  『 宇 曾 山を 嫁 に欲 しい』 と 仲立 ちを

頼 まれ た そ うな。 そ こ じ 障子 岳 なん かん皆 ん なが  集 ま っち

相 談 した結 果  宇 曾 山 の 気持 ちを聞 くこちな った。 長 老ん 障子岳

が  『 こ うこ う言 う話 が あ ったが  どげ ぇな』 ち  1野 さん じ話 し

を伝 え ちみ た。

嫁 :こ 行 く年 頃でん あ り 嬉 しいのは嬉 しいが や つぱ故郷を

離れ るな気 が進 まん じゃつた。『 うん』 返事が重て ぇもん じゃ

き  『無理  気がすす まんのな ら いいんで』 そげ一言 うと

ほ っと したんか 笑顔が出た もん じゃき  『 や っぱ行 きと ぅなか

ぅたん じゃろ う』 ち 長老 も思 うた。

『 心 配せ ん で ん い い き 相 手 に ゃ旨 い具 合 に 断 わ る き』 な。

次 の 日に里 速  由布 山 の 家 に行 き  『 ど うでん気 が  進 まん ごた

る き よ っぽ ず  悪 いが こん話 は なか った事 に』 と 丁寧 に

断 わ った。『 そ り ゃ ぁまあ 惜 しか った :ナ ん ど 気 が 進 まなん な

ら 仕方 あ る ま いなえ』 それを襖 ん 影 じ 聞 い ち ょつ た鶴 見 山

は 泣 き出 して しも ぅた。

又仲立ち役 した 由布 山 も 折角ん取 り持 ちが  出来 なか った

もん じゃき  『 済 まん こつ しち しもうた』 ち この人 も泣 き出 し

そん涙が上の中 :こ  しみ こんで やんが ちす ると 吹 き上げた

水 はなん と お湯 にな っち ょつた。 それ もいつ までん ふ き出 し

ち今 も毎 日 ふ き出ち ょる。 じゃきこの辺 は 温泉が出るごつ

なったそ うな。

宇 曾 山な

合 わせ な ら

も しあん時

申 しわ け な いち 縁 の なか った の に と。 これ も巡 り

しか たん ね ぇ事 。 今で も こ こ らは温 泉 が 出 な い。

話 が ま と ま って お った ら こ うち に も温 泉 が ……・.

■
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そげ ― :ま 話 は  旨い こ とに ゃな らん もん 。宇 曾 山 も後 じ考 え

ち 見 る と申 しわ けな い 返 事 したの に恥 じた。悔 やん で い る

宇 曾 山 に 天 狗 が そ っと耳 打 ち したん と。

『 皆 ん な この世 には 役 割が あ る もん 。 お前 は こ こで子 供ん

成長 を 守 る事 を す れ ば  それ も意 味 が あ る』 こ う言 わ れ て

『 そ うだ私 もそれ を  これか ら しっか り等 って 頑 聘 ろ う』

と 土地 の子供 た ちの 病 気 を助 :ナ  成 長 の手助 けをす る。́特

に宇 曾 山 には  ッ ツ ジが 沢 山あ つて  その 香 りが 子 供 の発 育 に

いい とか。

温泉 は 出 な いが 自然 に育 つ 本 草 :こ よ
・
って人間 の 成長 にな

る役 目を 果 たせ ば  断 ゎ った鶴見 山 も き っと喜 ん で くれ る。

と それ か ら 1ま  努 力 す るよ うにな ったん と c

鶴 見山  由布 山 には温 泉 で 人 の心 を癒 し和 ませ る。宇 曾 山

は 自然 の霊気 に よ って  人 の健康 の手伝 いを す る。 天狗 が教 え

た 塞然 界 の流 れ の 中で  それ ぞれが役 立 つ事 は 大 きな意 義

が あ る事 も 解 つた よ うです 。川 一 つ挟 ん で温泉 が 出 た り 山

の霊気 が  温 泉 とは違 って も 成 長 に役 立 つ な らば  感謝 して

お互 いに それ を 利用 す れ ば 健康 で心 も豊 か に な るの で は c

宇 曾 山 の『 子 供 の虫 封 じ』 は 遠 い昔 か ら霊験 が あ る。 それ

を 巡 り会 った人 た ちが  生 か した使 い方 :こ  結 びつ けたの も

素 晴 ら しい 事 ん ごた るな ぇ。
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宇 曾 山 は標 高約 600メ ー トル 人 間 の生 存

に最 適 と言 う。 こ こに 自制 す るツツ ジの芳 香

生 活環境 に適 合 して流 れ る 気流 と共 に精 神 的

に も 効 果 が あ る とか 。 修 行場 と して古 くか ら

利 用 され  天狗 の 自衣 が 興 く姿 は ふ さわ しい

場所 の よ うです 。
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|_′ 『 裕 ち ゃん の 誕 生 日』

小鳥 の 鳴 き声 がす ぐ側 で  聞 こえ て い ま した。 日曜 日だか

ら朝寝 坊 した裕 ち ゃん は  目を しば た たせ なが ら カ ーテ ン

を そ っと開 けて み ま した。 外 の木 の枝 に止 ま って いたのか

小鳥 が 慌 て て 飛 びた ち ま した。 目を こす りなが らよ く見 る と

一羽 だ け止 ま って い るの です 。

さ っきあん な に鳴 いて いた 小 鳥 の 仲 間 か な、 と思 って い

ま したが  ど うや らこの小 鳥 は  そん な仲 間 で は な い よ うで

す。『 ど う した のだ ろ う』 裕 ち ゃん は窓 を 開 けて  今度 は

小鳥 に『 お は よ う』 と 声 を か けて み ま した。 で もその小鳥

は  じっ と こち らは見て い るの で す が  鳴 き声 は な いのです

『 あ ん た  ど う したの 』 不思 議 に思 って  声 を か けてみ ま

した。 す る と 裕 ち ゃん の声 が わ か ったの か  小 さ い声 で

『 チ ュ」 と一 声  鳴 いた の です が 元 気 が あ りませ ん 。裕 ち ゃ

ん は今 日は『 お誕生 日』 なので す 。 だ か らル ンル ン気 分 で し

たが  あ ま りに も静 か に  じっと して い る小鳥 を 見 る と な

で か可 愛 い そ うにな りま した。

ほか の 小 鳥 が また た くさん そ の本 に飛 ん で きま した。 又

賑 やか に鳴 きば しめ ま した。 それ で も その小 鳥 は じっと

して いて 鳴 か な い よ うで す 。『 も しか した ら病 気 で は』 優

しい裕 ち ゃん は心配 に な りま した。 私 は誕 生 日で  それ に家

の人 た ちが 皆 ん なで  お祝 して くれ るの に。

そん な事 を考 え なが ら見 て い る と さ っき飛 ん で きた小 鳥

た ちが  :飛 び立 ちま した。 その小鳥 た ちが誘 ったの か  も し

か して 迎 え に来 たのか  こん どは一 緒 に飛 ん で行 きま した。

『 あ― よか った』 裕 ち ゃん は ほ っと 安 心 した よ うに その

話 を 皆 ん な に 朝 ごはん の時 に しま した。
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『 も しか した ら 怪 我 で も してい るの で は』 お父 さんが

心 配 して  こ う答 え ま した。 F病気 で は 』 お母 さん も心 配

で こ う話 しま した。 お じい ち ゃん も お ば あ ち ゃん も ‐皆ん

なが心 配 して 折 角 の 朝 ごはん が なで か  明 るさが な くな り

ま した。

と お父 さん が『 で も一 緒 に飛ん で行 ったの な ら たぶん

大 丈夫 じゃな い』『 そ うね』 お母 さん も そ う信 じた い よ

うで した。 裕 ち ゃん は『 私 は幸 せ者 よね ぇ 今 日 も元 気 に 目

が さめ た し』  『 ち ょつ と朝寝 坊 した け どね』 お母 さんが

笑 いなが ら相 づ ちを撃 ち ま した。『 そ ぅょ元気 で い るの が

一 番 しあわ せ よ』 お ば ぁち ゃん が大 きな耳 を あ た りなが ら

言 い ま した。

『 裕 ち ゃんが心配 して くれたか ら きつと元気 にな ると思

うよ』 お じいち ゃん もこう言 いなが ら 窓の外を眺め ま し

た。『 あ ら あの小鳥 じゃないの』 その声 に裕ちゃんは

箸を握 ったまま外をみ ると 窓 の側 に一羽の小鳥が とま って

います。『 あん た元気 にな ったの』  『 チ ュー』 今度 は

大 きな声で答 えて くれ ま した。

『 ほ ら裕 ち ゃん の気 持 ちが き っと 通 じたの よ』 お ば あ

ち ゃん か ら褒 め られ ま した。 Fチ ュー チ ュー』 鳴 いた と思

うと今 度 は元 気 に飛 ん で行 きま した。『 あ ら飛 ん で行 った よ

裕 ち ゃん 』 お母 さん も嬉 しくな った ょ うで した。子 供 が 元

気 な ら親 は ど れ ほ ど嬉 しいか  家族 が み ん な小 鳥 の気持 ち に

な った 朝 で した。『 裕 ち ゃん の  お誕 生 日にお祝 に来 て く

れ たの か な』『 で も朝寝 坊 の裕 ち ゃん に似 て 朝寝 坊 だ った

か ら 鳴か な か ったの か もね』 お母 さん の その言葉 に耳 を

傾 けた 裕 ち ゃん は『 これ か ら朝寝 坊 しな いよ うに します 』

ニ ツ コ リ笑 った裕 ち ゃん に 皆 ん なが 大 きな拍 手を 贈 りま

した。 き っ と小 鳥 も元気 で 飛 ん で い るの で しょう。
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『 恵 まれ た水 』 3年生 用

もう昼近 くにな った坂道を  とば とぼ と年取 った僧が 杖を頼 り

に上 って来 る。 はいたワラ ジは半分破 れて 飛 び出 した足 には怪我

を したのか 血が滲んで見 る も哀れな格好。農 家の問先 に立つ と心

の こもる お経 を唱えは じめた。一足先 に帰 った娘が気がついたの

か 奥か ら出て くると  『折角巡礼 して いるの に 貧 しくて何 もあ

げ られない』 と 少 し困 ったよ うで した。

山 合 いの水 の少 な い農 家 に は 満 足 に食 べ る ほ どの物 も出来 な い

そん な生 活 が 続 いて い るが  苦 労 して いて も心 まで は 貧 し くは

な らず 皆 で助 け合 って生 きて い る。 お経 は続 い て い たが  娘 は困 り

はて たが  この ままお帰 り して もら うの も気 の毒 。昼 ごはん に野 良

か ら帰 る家 の人 た ち には 少 し我 慢 して も らって その分 を …̈…。

娘 はそ う思 うと朝 の残 りごはんを おにぎりに して小皿 に乗せ る

と  『恥ずか しいのですが  これ くらい しか  お接待がで きません

ど うか お許 しを」 と 差 し出 した。年 とった僧 は丁寧 に断わ ると

『 勿体ない その気持 ちで充分です 働 いて昼 に帰 る人 たちの

すか したおなかを どうか満 た して あげて くだ さい。

僧 と娘がや りとりしてい る時 に 家族 も野良 か ら帰 って きた。 そ

のあ りさまを見て娘が  お接待 して いる事がす ぐわか った。父親 は

す ぐさま  『 ど うか気持 ちだけで 申 しわ けあ りませんが 食べて く

だ さい』 そ こまで言 って くれ た家族 の気持 ち |こ  感謝 した僧 は

『 折角の お接待頂戴 いた します』 空腹が もうだいぶ続 いて い る

のだ ろ う 涙が頬をつたい土 ほ こりも一緒 に流 してゆ きま した。

母 親 が運 ん だ お茶 を お し頂 くよ うに  国に運 ぶ と貧乏 暮 ら しの こ

の人 た ち の 心 の何 と優 しい事 か と 書 労 す る姿 に何 か お返 しで き

た らと 思 案 を 巡 ら して い るよ うで した。『 皆 さん の食事 に まで せ

り こん で  申 しわ けの な い事 を しま した。 今 日は何 の お返 しも出来

ませ ん が  今 何 が 一 番 ほ しいで しょ うか お聞 かせ 願 いた い。  1
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言 われた農家 の人 たち も自然の 'あ り方 はどん な偉 い人の考 えで

も通 じないだろ う一 と返事 に困 りま した。で も折角 ここまで言 われ

て お応え しな いの も失礼 と思い切 って 父親 は返事 しま した。

『無理 は解 って いますが  もし もしです よ 叶 うな ら水が欲 しい

んです。水があれ ば 米 も出来 るだろ う し 野菜だ って もっと沢 山

出来 ます。 それ に山の木 も果物 も い っぱ い実をつ けて くれ るで し

ょう』。僧 は黙 って聞いて いました。 ょ く解 る理 由で した。

父親 は少 しよ くば ったのではと恥ずか しくな りま した。 Fそ うで

すか よ く解 りま した 本当に水が不 自由なよ うで気 の毒 に思 って

いま した』 僧 は しば らくあた りを見回 していま したが  しば ら く

す ると 頭 を深深 とさげて  『今す ぐには無理か も知れ ませんが

きっと優 しいあなたたちの願 い 叶 うで しょう。 これか らは病 気 し

ないょ うに して 優 しい今の気持 ち大事 に して いつ まで もお元気

に過 ご して くだ さい』 僧 は又頭を深 くさげ ると す り切れた草履

を ひきず りなが ら 坂道をのぼって行 きま した。

いつ まで も見送 った家 族 の なん と 優 し く心 の豊 か な人 た ちで し

ょ う。 で も今 日の昼 ごはん は一人 分 足 りな いのです 。父 親 は『 俺 は

い い ど  トイ モ で ん 食 うか ら』 と母 親 は『 私 は漬 け物 だ けで い い

か ら』 娘 も『 私 が 接 待 したのだか ら お茶 だ けで い い』 。 家 族 が

貧 しけれ ば 貧 しな りに助 け合 う そ こに人 間 の生 き方 の道 が あ るの

で は な いで しょ うか。物 に恵 まれす ぎ る と感 謝 の気持 ちが薄 ら ぐ。

それ で は人 間 と して の価 値観 も失 われ ます 。

それか ら 2, 3日 した朝で した。早起 き した父親が畑の方か ら音

が聞 こえ る。慌てて行 くと…なん と水が湧 き出ているのです。家族

に知 らせ村 の人 たちに も知 らせ ま した。 きっとあの僧がお礼 に と水

を恵んで くれたのか も。人 に尽 くした親切が夢 にまで見た水 にな っ

て 畑 を潤 して くれ る あの優 しい情 けが帰 って きたのだろ うと。

今 も田んぼを潤 して くれ る水 昔 の 人たちの情愛が残 され たの

2   で しょう。心 まで貧 しくな って は生 きて行 けないか もね。

″ ⌒

わ拶



『 親 を知 らな い結 婚式 』

お 母 さんが そ っ と涙 をふ い て い ます 。結 婚 式 を迎 えて 嬉 しい春 子

です が  母 の泣 いて い る姿 に  『 お母 さん 。……』 そ っと囁 くと式 場

に来 て くれ た 多 くの人 に申 しわ けな い と 気 を使 います 。春子 が

生 まれ た時 は父 親 は戦争 に 一 枚 の招 集礼 状 で 出て行 った の です 。

その頃は成 人で軍隊 に入 り 戦争が起 こると男はみんな 戦争 に

行 き国のため に戦 ったのです。国の為 にな るのはよいのですが そ

の為 に敵の弾 に当た って戦死 す る 怪我をす る一そんな人たち も少

な くな くて 小 さい子供を抱 え た お母さん心配で  しか たなか っ

たのです。で もそれを日に出す ことは絶対 に出来ません で した。

そ して戦争 が 終 わ るほん の 少 し前 に戦死  悲 しい知 らせ が あ った

の は春 子 が 5歳 。 まだ悲 しい と言 う思 いは な い ままの 年 頃 で もあ

った の です 。 お 母 さん とだ け の暮 ら しが  当 た り前 で あ って お父 さ

ん が い るの は  な でか 不思 議 に思 って いたの です 。で も年 を取 る う

ち にだ んだ ん  お父 さん の い な い淋 しさ も解 る よ うにな りま した。

『 こん な嬉 しい 日に お父 さん が い たな ら 甘 え て… 』 春子 の

夢 が 広 が って は  シャボ ンダマ の よ うに消 え ま した。『 お母 さん は

泣 か な くて も父 親 が き っと 娘 を嫁 に出す 淋 しさに耐 え られ な い と

目を  しば た た せ て 泣 い た事 で し ょう』 回 りの人 たち もそん な事

が 伝 わ るよ う に 優 し く見守 って いま した。

会 場 に『花 嫁 さん の お色 なお しで す』 父 親が 迎え る場 面 が あ

るのです が  今 日は気 を きか せ て  お じさん が 努 めて くれ ま した。

だ か ら家庭 の くわ しい事 を知 って いる人 は 同情 とお祝 との眼差 し

で 花 嫁 が輝 くよ うな姿 の動 き に 拍 手 を 贈 って迎 えた 人 の心。 春

子 に は それが 痛 い ほ ど解 って  うつ む いた 目頭 が又 熱 くな ります 。

『 こん な に皆 さん が祝 って くれ て い る だか ら絶対 幸せ に な ります

』 心 に しっか り彗 う春子 で した。
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『 お母 さん あ りが と う 私 し幸 せ にな ります 』『 … … …』 お母 さ

ん は黙 ってで も笑 顔 で頷 きま した。 苦労 か けた け ど 幸 せ に な って

仲 よ く頑 張 って ほ しい。 母親 は今 までの長 い苦 労 か ら や っ と肩 の

荷 が お ろせ る思 いで した。父 親 が いな いま まで も素 直 に 育 って く

れ た春 子 の嬉 しそ うな顔 に ぽ と り涙が頬 を伝 わ りま した。

無 事 に結 婚 式 を 迎 え た とは言 え 戦 争が無 くて平和 で あ った な ら

春 子 も ほか の人 た ちの よ うに父親 母親 に 甘 え なが ら大 き くな っ

たで あ ろ うに。 戦 争 とは こん な に多 くの人 た ちを 巻 き添 え に して

幸 せ の邪 魔 を す る。 戦死 した り怪 我 を して 家 族 の生 活 を か き回 す

事 もあ って 平 和 が いか に大 切 な事 か。

育 ち盛 りに苦 労 したか ら どん な苦 労 に も耐 え られ る気 持 ち も

体 力 も出来 た。 人 の気持 ち も見 か けだ けで な い 人 間 の本 当 の心 の

中 も解 った よ うな気 もす る春 子 。 そ して多 くの人 たち に世 話 に な っ

た 感 謝 の気 持 ち と人 の為 に出来 る事 は す る事 と言 う勉 強 も身 に

つ い た。 父 親 の役 割 や母親 の役割 もわ か った と思 う。

1月 程 した あ る 日 旦那 さん とお母 さん の い る里 に帰 って来 た 。

『 お 母 さん私 し炊 事 も洗 た く も掃 除 も…… …』『 みん な出来 る と

言 うので しょ う』『 そ うそ う それ に… …』『 もうい いよ 家庭 を

も った ら二 人 で ち ゃん と して  幸 せ にな るの よ』『 … ……』 春 子 は

母 に は こん な言 い訳 は いけなか った と ふ と恥 じま した。

自慢 した い気 持 ち は間違 って いた のです 。 それが 当 た り前 の事 で

母親 は 私 の生 まれ る前 か ら続 けて いたので した。生 活 の家 庭 の

先 生 だ ったの で す 。 春子 は苦 労 した母親 に少 しで も長生 き して ほ し

い そ して里 に帰 った時 は母 の分 まで全部  して あげ よ うと心 に 決

め ま した。『 お母 さん私 が …』『 い いか ら家 に帰 った時 は 私 が す

るか らゆ っ くりお休 み』 母 に言 わ れ るとつ い甘 えが で そ う… … …

二 人 は顔 見合 わ せ る と 噴 き出 して笑 って しま しま した。 見 て い た

旦 那 が 不思 議 そ うな顔  平和 は なん といい事 か 。
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『 手 人 針 に願 い込 め て 』

戦 争 た ぁ惨 め な もん じゃが  祖 国を守 る為 に ゃ防 ぐ しか

ね ぇ。子供 が夫 が親 や ら見 や らが  戦 地 に 出 ち行 く難 聞 の

時 。親 を女 房 を子 供 た ちを 残 しち国 の為 に潔 ぎいい気持

ち ゃ 当人 じね ぇと解 らん心 境 で ん あ る。 留 守 ぅ守 る人ん

今 出来 るん は 無 事 に帰 る こ とのみで ん あ る。

晒 本線 に赤 糸 じ 1人 ひ と針  1000人 が 心 込 めち縫 う

ん を  『 千 人 針 』 ち言 う。縫 い取 り ぅシチ モ ロ ウタぬ う

身 につ :ナ ち戦 場 にで る と 弾 丸 にあ た らな い ちEじ ち 昔

ん 日清戦争 、 日露 戦 争 、 頃 か るは じま った。 そ しち第 二次

戦 争 で ん 見 られ よ った。

町 ん辻  皆 ん なん 集 ま る場 所  あ ち こち に回 っち お願

いす る姿 は ま さ に真剣 その もん 。戦場 ん 身代 わ りと しち

チ ッ トデ ン早 ぅ縫 い上 げち 送 る事 が心 も結 びつ けた。心

ん よ り所 で ん あ った じゃろ う。小 さい子 供 なん かん姿 に ゃ

ムゲ ノ ゥジ『 2つ 縫 ぉうか』 ち 耳 打 ちす る ひ と幕 も。

赤 キま元来  呪力が あるち言われ 又おおけな人数ん心 ぅ

合わせち 祈願す る風習は平安朝ん 多数思想 に も見 らる

るもんがあ った。 そげな習わ しに一途ん 願 いを託すのん

人ん心ん情愛 。 ま してや肉親 じあ っちみ ると チ ツ トグ レ

ん寒 さ暑 さなんか  ヘイチ ヤラデ ンあ った。

『 オカチ ャ ン う っとが ん な  もう出来 た で 』 町ん辻

じ頼 んだ娘 が 帰 っち来 た。『 も うえ 皆 ん な縫 うち くれ た

ん じゃな ぁ』『 皆 ん な も声 か けち  くれ た き嬉 しか ったわ

な』『 み な ぁ日頃 ゅ ぅ しち ょき ゃ… ……』 母 親 は もう涙

声 つ ま らせ ち ょる。
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出征 兵 士 だ け じゃね ぇ 軍 馬 に徴 用 され ち行 くの もあ る。

男手 が の ぅな った百 姓 ん  頼 り しち ょる馬 でん  あ る 日突然

徴 用 令 書 が くる。 働 き盛 りん娘 た ち に も  『 青 紙 招 集 令状』

が くる。 戦争 は こげ なふ うに しち 戦 地 に出 る しだ け じゃの

う じ 軍 需 工 場 に呼 び 出 さ るる そげ な人 た ち ま じも 戦争

ん参 加 で ん あ った。

『 お前 か たん娘 は工 場 に行 くちの ぅ』『 そげ ん こち な った

しか たね ぇの ぅ』 心 ん 中 じゃ悔 しい じゃろ うが  戦 争 は皆

ん な じ向 か わ に ゃ 始 末 ん つ かん争 いでん あ る。『 ば あ さん

が  千 人針 ぅ頓 ん じ縫 うち もろ うた き 待 たせ ち く リー』

『 り ゃ一 そ りゃ済 まん こ っ じゃの ぅ』 .『 そん ぶ ん俺 た ちん

代 わ り 頑 張 っち も らいて ― き』

戦 地 に行 く馬 に もか けて ぇき 家 ん したちが 皆 ん なカ テ

頼 み 行 くのが も う あ っち こ っち じ出会 う。 ヨソ ンシタチ も

『 い いで加勢 す るで 』 集 ま っち ゃ縫 い合 う もん じゃき

時 の め ぇに出来 あが る。留守 家族 ん じ も嬉 しさ :こ  自分 も側

につ いて行 くごた る思 いに 心 もふ っと和 ん で くる。

戦 地 に送 る『 慰 問 袋 』 に も  『 入 れ ち送 ろ うえ』 ち意 見が

ま と ま る と もう勉 強 は あ とまわ し 街 角 にで る と大 きな声

じ呼 びか け。道 行 くシタtt避 くるなんか  とてん 出来 もせ

ん が『 無 事 を祈 らに ゃ』 ち 手早 く赤 い玉 が次 々 と出来 あが

る。 人 ん 心 が よ りあ う時 そ こに ゃ 目に見えん 大 きな魔 除 け

が  出来 上 が る もん で ん あ った。

しっか り腹 に しめた千人針は 時 と して伏せた

横を弾丸がす り抜 け 命拾 い した例 もよ く聞 いた

もの。心 こめて縫 う人の願 い !ま  この ように して

一命を守 って くれて 等ヽた。 まさ :こ 天祐神助 な り.

′`A
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『 母 に加 勢 の 力 戦 奮 闘 』

.戦 争 た ぁ ムゴタ ラ シイ え ― と終 戦 ち ゅうて ん  本 当 は

敗戦 じこす あ る。 で ん いつ まで ん 泣 い ち ょれん 。 家 庭 復興

が急 か れ ち戦 死 した 父親 ん 分 ま じ働 く母親 を  助 け に ゃ

『 おか ち ゃんが い きつ く』 年 寄 り もわが子 を 戦争 じ失 う

なん か  戦 争 が憎 ら し ゅう じ 孫 ま じが加勢 す るん ぬ  見

るにつ けて ん  い じら しゅう じも う。

『 今 日は馬屋ん肥 だ しゅ』 母親ん話 しゅう聞 くと半身

裸 にな った。『 お前 も加勢 しち くるる』 1涙 声 にな りそ う

なぬ堪え ち言 う。『 昼 ま じ出 した らすむ こと』『 じゃな』

『 じいさん も行 くど』『 じいさん いいわな 今 日は花筒 ぅ

切 っち きて』『 そ うか  そげ しゅうか』

盆が近 ぇき肥だ しす りゃ 盆の シマイ も半分すんだ よう

な もん。 お墓 に立つ る花筒 も ケ ックシャ ガイ トイル .

ネ ジ鉢巻 き した じいさん な山に行 き 母親 と半裸ん娘ん

二人が  馬屋か るガ ンマ ク じ引 きだ しよる。ばばさん な

そげな働 くしたち ゅ横 目に コ ンメー男ん子ん守 りと :茶

沸か しなんかが  ウマイゴツ仕事 た ぁあるもん。

ユ ゲ も立 つ馬屋 ん 肥 ぅツボ先  引 きで 一ち ゃ コズ ミあ ぐ

る。 小 学 校 生徒 に しち ゃ体 格 こす い いが 肥 出 しゃ重 労 働

でん あ る。母 親 か苦 労 す るぬ 見 ち ゃ 母性本能 が そげ ― さ

す るん か  裸 にな って ん オ カ シ ュネニ  年 頃で ん あ るに

気 丈 な気 持 ち ゃ父親 ん  遅 しい血 が通 っち ょるん じゃろ う

『 ち ょいと一服せん な』『 もうえ』 そう言 うた もんの

や っぱ子供  もうダ リが顔 に出ち ょる。ほっと母親ん顔を

み ると 感受性ん強 い娘 に ゃそれが 痛いはず解 る。
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『 昨 日ん トイ モ 食 ぶ るな』 ば ば さん が 孫 可愛 い さに言 う。

『 オ カチ ャ ンどげ ―』 母 親 に声 を か け る優 しい 心 くば り

に汗 が頬 を伝 わ っち それが隠 した涙 ま じ ツ レノウタ。『 う

ん ち っと早 ぇが 昼 まで 小昼 に す ん な』『 … … …』 二 人 は

顔 見合 わせ ち 大 笑 い した もん じゃき ば ば さん も嬉 しか っ

たん か 皆 ん な が 思 い合 う気 持 ち 貧 し くて ん苦労 して ん

どれ だ け楽 しい か 。

山 に行 った  じい さん も竹 を 弓:こ じっち 帰 っち来 た。 笹

が 頭 に巻 いたハ チ マ キ に 飾 りん ごつ付 い ち ょる。『 じい さ

ん 笹 ん勲章 が ち ― ち るで』『 そ うか  お お き :こ  こ りゃお前

ど うがハ リコ ミよ る き お天 と様 が ク レタ ンカ ン知 れん ど』

や っぱ年寄 り ゃ伊 達 に ゃ 生 きち ょ らん 。 言 う事 ぁ ドッカ違

う もん じゃ。

『 ひず か った な ぁ 茶を飲 み よ るん で』『 そ うな 節 子 も

ヒズネ ェカ』『 し ょわ ね ―で  オ トッ』 チ言 いか けたが

言 葉 濁 しち『 じい さん 山の 中 暑 か った じゃろ う 蚊 はオ ラ

ン ジャツ タ』『 それ が の う 蚊 が も うテ ン シ ョム シ ョ来 ち』

『 じゃろ う 束:!さ れ たん じゃね ぇ ホ ロセ が 見 よ』

孫 娘 が いたわ りの話 か けに 親 父 が戦 死 せ に ゃの う こげ

な コ ンメー娘 が 健 気 に ち 目を しば たたせ た。『 じいさん 茶

が 入 ったで  トイ モ食 ぶ る』 ば ば さん が うまい こと 中 に

入 った繋 ぎ言 葉 じ じいさん の涙 も見 らん じす んだ 。家族 が

ひ っそ り仲 睦 ま じ ゅ暮 らす  夏 の 真 つ盛 りん 肥 だ し。

え―と済んだ馬 屋に敷 き藁を入れ 汗 にまみれた母子ん姿

あん 異国 じ戦死 した父親 に見せ たか った。でん盆が もうす

ぐ思いきって話す時間 も そこま じ来 ち ょる。『手がすべす

べす る』『 じゃろ う 別察にな った証拠 で』『 ふん と』
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ほうげんせつめい

67P ・もん じゃき― ものです か ら。 ことのみでん… ことだ :ナ

で も。 シチモ ロゥタ ヌー していただいた ものを。 そ し

ち… そ う して。チ ッ トデ ン…少 しで も。、ムゲ ノウジ…

面愛 い そうで。 そげな一そんな。 チ ッ トグ レー少 しぐ

らいは。ヘイチ ャラデ ン…平気で も。 うっとがん …私

の。 も ぅえ― もうよいの cく れた き…いただいたので

。ゆ う しち ょきゃ‐…よ くしておけば。

68P ‐青紙 招 集 礼状 …軍 需 工 場 な どに強 制 的 に集 め る、 主 に

娘 な どの女性 。 ソ コ ンシタチ…近 くに い る人 た ち .慰 悶

袋 …戦 地 にい る人 た ち に皆 が送 る 日用 品 な どが 入 った

袋 で  縦 35セ ンチ横 25セ ンチ位 の定 形 袋 .シ タ しも

一人 た ち も。

69P¨・ム ゴ タラ シイ… 見 る :こ 見兼 ね る よ うな残 酷 さ。 で ん …で

も。 い きつ く…精 魂 つ き る。 じゃな 一です ね。花 筒 …墓

の前 に花 を供 え る竹 の 花 瓶 。 シマ イ …仕 事 の区切 りが。

ケ ック シャ…結構 。 ガ イ ト…た くさん 。 ガ ンマ ク…理 し

な どを 引 っか けて 引 き出す の に使 う農 具 。 コズ ミ…小 さ

く積 み 上 げた山 .オ カ シ ュネ ェ… お か し くは な い。 もう

え … いの です か 。 す ぐです か。 今 か ら。 ダ リ…疲 れ が。

70P‐・・オ カ チ ャ ン…母 親 。 トイモ …甘 藷 。 ツ レノーチ …連 れだ

って 。 うん ―は い。 す ん な… しな さん な。 引 こ じっち…

引張 りなが ら。 ハ リコ ム …頑 張 る。 ク レタ ンカー貰 った

の。 ドッカー ど こか に。 ヒズネ ー カ …疲 れ なか った。 オ

トッー お父 さん と言 いか けてや め る。 テ ンシ ョム シ ョ…

無理 や りに激 し く頑 張 る。 ホ ロセ ー刺 されて膨 れ あが る

け
人
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。 ふ ん と…本 当 に。
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『 几帳面 さが きれい好 きに もなる』

『 早 え な ぁ』 家 の前 は人通 り も多 い幹線 道 路 。早 め に美 し

ゅ しち 自分 も じゃが  通 る人 た ち に も気持 ち ゆ う通 る。 そ げ な

思 いが 几帳面 な性 格 に 追 い討 ち ぅか けち ょる。『 早 め にせ ん

とす ぐ多 ぅな る とオ カ シイ コ ト』 そ う言 うとニ ヨ リ。『 そ り

ゃま ぁそ う じゃが ユ ウ続 く :こ  感 心 じち ょるん で 』

言わ る りゃ悪 い気 はせん もん  『 おだつ りゃどこま じん  _上

っちゆ くき知 らんで』『 いん に ゃ オ ダツル ドコ ロカ 表彰状

もん じゃな ぁ』『 うっと ドゲ シュウカ まあ茶でん飲 まん な』

『今朝せわ しいき 又 よばるるわ な』『 そげ急 い じ どき行 く

んな』『 いんに ゃ 大根ぬ引 きよるき イ ルナラ取 りこん なち

言 うき』『 そりゃ早 ぅ行かに ゃ 待 っち ょるで』『 ふんなな』

よ き― 出来 る と 食べ な ぁち あ ぐる。 あ げ ち ょき ゃ貰 う。 そ

れが 人 間 の ツツ ロ ク人生 c日 頃 ゆ う しち ょき ゃ こす  皆 ん なか

る も好 か るる もん 。 こん早起 き提 除す る しも 気 さ くな気 持 ち

が好 か れ  丁 度 辻 ん 家 でん あ っち 通 る した ちが『 たべ な ぁ』

ち 珍 しい もん ぬ ゆ う持 っち くる。

雨降 りどま『す まん けんど破れ傘でんいいいき』『 それ こす

困 ろ うきサ シチ帰 りよ』 『 ち ょい と靴おいち ょいて』『 あ り

ゃ今 日は喜び事 じゃな ぁ』『高 ぇ入場券 じゃけん ど』『 いい事

じゃね ぇな 声がかか らん と腹が タ トゥガエ』『 じゃな ぁえ』

ぽんぼん飛びだす話 しも ここ じゃき言え るるんか。

家 ん 前 か る隣 ん 倉 庫 ん前  寺 ん 石 垣 ん前 ま じ掃 わ くと 腰 ぅ

の した。『 精が 出 るな ぁ』『 お お き に』 顔 馴 染 み 知 り合 い

隣近 所 ん じとん  話 し語 りはオ オ モ ト博学 で ん あ る き 機 転 も

聞 いち飽 かせん もん じゃき 立 ち話 もはず ぅ じょる。
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『 こんだん 祭 りん ニ ワカ に加 勢 しち くれ ん 』『 又 え ウ ッ

トん じゅう じや悪 い こた ね ぇ』『 ほん な誰 に 1頼 む ん な』『 ま

ぁち った捜 したん か え』『 捜 しよ った ら あん たが お った』

『 また調子 ん か お言 う』『 い い じゃね ぇな や っぱ顔 が犠 う

ん が い いん と 会 長 さん が言 い よ ったん で 』

無 理 に押 しつ けて ん嫌 い じゃね ぇ。犠 牲 的 な心 もあ った き

『 あん たか る言 わ る り ゃ も う断 われん な ぁ』 二 人 は大 声

じ笑 い そん ま ま家 に入 った。 も しかす り ゃ百 わ るるかん ち

ショは じち ょつ ごた る。 風 呂敷 包 みん は じか る 菅笠 が チ

ョコ ッ ト見え よ った。

唄 も うまい し書 かせ て ん負 けん  話 も聞 く耳 も達 者 じゃ き

役 も起 用 され ち 責 任 感 も強 い もん じゃき さ っと取 り しき

る天 性 も持 ち合 わ せ ち ょる。『 さ ぁや るち な り ゃコイサ ど ま

打 合 せ すん な』『 へ え か るえ』『 じゃつ ち早 ぇが い いん じゃ

ね ぇ』 もう乗 り気 の虫 が ム ズ ム ズ しよ る。

夜 中 に近所 ん 若 嫁 ごが トン トン 戸 を叩 き よ る。 困 った時

は いつ でん裏 か る戸 を 叩 いち起 こ しよち 言 うち聞 かせ ち ゃ

る もん じゃき コイサ お いで な さ った ごた る。『 ま ぁあが り

よ だ ま っち来 たん 』『 … … …』 黙 っち俯 いた。乱 れ た髪

を そ っと撫 で ち ゃる と  『 おば さん』

夜 は長 ぇけん どイ ツマ デ ン そ りゃまた悪 い結 果 にん な る

き 詳 しゅ聞 くと秘 法 を 聞 かせ ち え― と本 人 も胸 撫 で お り

い た。『 ま ぁい いん な』『 うん  時 :こ ゃ困 らせ チ ャラニ ャ c

『 ほ うほ う 元 気 印 に火 が チ ー タカナ』 ホ ッ ト安 心 した。

夫婦 喧嘩 は大 も食 わ ん た ぁ まさ に こん こつ 。

次 ん朝 お けの に来 た嫁 ご  『 早 いな ぁ ヤ デ ンナ ご免』
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顔 色 ぁいい し言 うこた ぁ 弾 ん じょる き『 は は ―』安心 じ

た。『 どげ ― じゃた な』『 遅 か った もん じゃき ち った心 配

した ん か 湯 に入 ったん か  ぬ るか りゃ燃 や しち ゃ るど』

と。 そん挙句 に ゃニ ジ リヨ ッチ来 る。 そん様 が 手 に取 る ごう

わ か った。 で ん  あん 時 ゃヤ ッパ 悲 壮 そん もん じ ムゲ ナ カ

ッタが  そか ぁ夫 婦 じゃュ ウ シタモ ン。

『 早 ぅイ ナ ン ト』『 もうイ ヌ ンノ』 :里 金 な もん  それ ま

じ言 うと飛 ぅ じ帰 つた。 お蔭 じ掃 除 が遅 れ ち しも ぅた『 ふ ん

と も う』 見送 っち ゴ ミ ぅ集 め ち 今朝 ん行 事 ゃ終 わ った。

『 そ う じゃ 今 日は壽 り ぅ頼 まれ ち ょ る』 創 作 も出来 る

趣 味 が 時 に ゃ役 立 つ 。 習 う舞築 も年 季が 入 っち舞 台 を 会 場

に華 を 添 え るん も 得 かん知 れ ん 。年 ぅ重 ね てん 起 用 さ る る

人 間 の  『 しあ わせ』 は老 け込 ませ ん  妙薬 か ん 知 れん ち心

に ゃ 感 謝 す る気 持 ちが いつ も 現 れ る る もん じゃき声 も

期 待 もかか る。

小 雨 でん早 め に掃 わ く事 じ 塵 も無 ぇ道 に ゃいつ も通 る

人 た ち ゃ感謝 ん念 が稔 っち ょる。『 さか しいか え 焼 き米 つ

い たで 食 べて』 紙 包 み に入 れ た ほん の 一 握 しん 香 りん い

い焼 き米 が  季 節 を運 ん じくれ ツ ッ ロク人生 を  澤 しち くる

るん も人柄 が滲 み 出 ち 今 日も天 気 が い い青 空 。

あれ か る も う何 十年 に な るか  道 ん 土 もで ―ぶ ヘ コ ンダガ

心 ん  膨 らみ ぁこ り ゅう見て  :豊 か に膨 らん じ ょるで。 じゃ

きサ カ シュウ ジや り遂 ぐる 気 力 も湧 い ち くるん じゃろ う。

限 られ た た った一 度 き りの人生  でん心 が豊 か じ有 意 義 な

毎 日な らそ り ゃ又違 うた答 え も で る じゃろ う。 今朝 も美 し

ゅう筆 目ん美 しさが  目に

染む ごたる 朝ん 日ざ し。
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を意うげんせつ めい

そげな一そんな。かけち ょる一か けて い る。オカ シイ

コ ト…恥ずか しい事。 そりゃま ぁ… それはな るほど。

どこま じん…どこまで も。 いん :こ ゃ一いいえ。 うっと

一私 cド ケ シュウカ~ど うしま しょう。イ ルナラ…必

要 な ら。 ほ しいな ら。ふんな ぁ…それな ら。あ ぐる一

あげます。ツツヨク人生 …行 き来す る組 しい仲。ゆ う

しち ょきゃ…ょ くしてぉ くと。破 れ傘 …た とえ破れて

いて も.サ シチー雨避 けに して。 じやなあ―ですね。

おお きに一あ りが と う。オオモ ト…元 :ま と言えば。

こんだん一今度の。ニ ワカー狂言、芝居。 ウ ツ トンじ

ょう一私 ばか り。 シヨー準備。チ ョコ ッ トーほんの少

し。や るちな りゃ…す るのであれば。 コイサ ~今夜。

けん どイツマデ ン…ですがいつ まで も。ま ぁいいん な

…まだ よいのですか。チヤラニ ャーあげなければ。 チ

ィタナ…着 いたですか。ヤデ ンナー昨夜は。おけの一‐

起 きたばか りの。

しょるき… して いますか ら。 どげ― じゃつた…どうで

した。 ャ ッパ ーやは り。ユ ウシタモ ン…ょ くした もの

で。 イナ ン ト…帰 らないと。 もん じゃき― ものですか

ら。 さか しい…健康.元気な。焼 き米 …早 めに刈 った

米 を煎 って殻を外 した もの。で 一ぶ…だいぶん。で る

じゃろ う…出ることで しょう。

^ヽ
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志 の通 った女 性 の心 は 強 く優 しく遅 し く 情愛 の強 い

底 力を温存 して い る。女 で あ り娘 とな り 姉 妹 で あ り 婚

して は嫁 とな り 姑 とな り女神 にな って行 く。

健康 で あ っち ほ しい 睡 眠、朝 食 を ち ゃん と食 ベ  タバ

コ !☆ 避 け洒 ぁほ ど ほ どに。 運動 を欠 か さん ごつ  間 食 を控

え ち 大 り過 ぎに らご注意 を。 自分 じ健康 管 理 を な。

神 か ら与 え られ た健康 に留意  一 里一 笑 は長 生 きん 秘訣

じあ り 心豊 か な有意 義 な人生 を 墾歌 しち こす  幸 せ の

原 点 で あ る。 自分 じ守 る責 任 こす  人間 の生 き方 じゃろ .

千 人針 が 命 び らい した  そげな話 しも聞 い た。 ご苦 労 さ

れ ち無 事 復 員 したか らに ゃ これ か ら病 気 せ ん ごつ  長 生

き じち そん 分 ぬ  取 り戻 しち もらい た い もん 。残 った人生

を存 分 に生 か した  た った一度 き りの 人 生 を有意 義 に し

ち こす  :生 きち ょつ た証 で ん あ る。

今年 しゃ千 支 は『 牛年 』 昔 か る人間 に と っち 重 要 な

家畜 じゃつ た。 じゃき大 事 に もされ ち来 た 。学 問 の神 様 じ

有 名 な『 天 神様 』 ん  お使 い と しち尊 ぶ のん そげ な訳 。

お釈 迦 さ まが 亡 くな った時 一 番先 に駆 けつ けたん が牛

じゃつ たが  着 い た途端 に頭 に乗 っち ょつ た ねず みが ヒ

コィ ト飛 び降 りち  1番 に な った き千 支 頭 に な った。 :ナ ん

ど『 お釈 迦様 』 は ち ゃん と 知 っち ょつ た き  『 2番 でん

食 事 ん時寝 ち食 うてん い いで』 ち お許 し ぅ貫 うた そ うな

。 もっと もネズ ミゃ『 食 い物 に不 自由 させ な い』 ち 許 し

が あ った とか 。 それ ぞれ ん 話 しん 源 に ゃ 心 ぅ潤 うごた る

もん が多 い。『 狸 8相 』 ん話 しえ  そ りゃ又 あ と じな。
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い よ い よ参 勤 交 代 ん 行列 は 小 林 寺 を後 に しち他 領 ん多 い地 区

を  ア ンゲ コ ンゲ縫 いなが ら 7つ 目ん 瀬 に向 うち 歩 きは じめ

た。 チ ュ ウテ ンで ― らが  これ か るは 多 い き楽 な道 中。 木 の上 か

る… 田島 一市 …雄 城 ―八 万 田 … そ しち 7つ 目ん  瀬 を越 ゆ り ゃ

も う天領 ん 光 吉 。昔 しゃ赤坂 川 じゃつ たが  7つ ん瀬 を渡 る き

『 七 瀬 川 』 に な った。

響 きが い い し景 観 もいい そ リーデ ー道 とキ チ ョ リャモ ウ 眠

つ ち ょつ て ん い い。 駕籠 が揺 れ た ち思 うた ら 天領 ん 光 吉 ん 街 道

に入 った。 整 然 と した町並 み 大 け な屋 並 みが 目を 見張 る。 瓦 屋

、醤 油屋 、帯 屋 、錦 屋 、道幅 も 4間 が 一 本道 に続 く。物 静 か な 中

じ ひ と きわ 賑 や ぅん が  荷 駄 ん鈴 ん 響 き。

§ あん娘年 ごろ 姉さんかぶ り いつか覚えた馬子歌を

七瀬のせせ らぎ 若葉が チラホ ラ ホイホイホイ §
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なん ぼ 54万 石 で ん 他 領 を 通 る時 ぁそれ な りん 心 づ けは

シチ ョカ ン トや っぱ な ぁ。延 岡領 、 日杵 領 、 こん だ天領 とま ぁ

ここへん な ヤ エ コ シカ ッタ。 大 けな淵 ん 下手 に瀬 が あ っち 木

の橋 が か け ち ゃるが  行 列 が通 るとな り ゃ地 区ん  人 た ちん心

づ けん橋 が カ ケ チ ヤツ タ。

『 コ レ忘 れん ごつ せ に ゃ』『 はは 一』 そ こは ア ウ ンの呼 吸。

竹 田 に運 ぶ 荷 が 出来 る と 馬 ん鈴 が シ ャ ンシ ャ ン鳴 り 人気が

あ る き皆 ん なが 見 送 る。 時 折若 い娘 た ち も見 送 り来 ち ょる。

野 津 原 か る鶴 崎 に 向 か う 野 津原馬 荷 は鈴 が ね えが  そん 変 わ

り馬 子 歌が あ った。

§ 向 こ う光 吉 この瀬 を渡 りゃ 帯 屋 達 者 か 目に浮 かぶ

ハ  七 瀬 の せ せ らぎ  もみ じが チ ラホ ラ ホ イ ホ イホイ

馬 子 同志 も顔 な じみ な っち 情報 交 換 した り時 に ゃ喧嘩 もあ

るが ャ ッパ それ ぞれ が イ ノチキ 悲 哀 も喜 び も 分 か ち合 うん

も人 生双六 じゃろ う。 『 もう行 くか え』 『 今 日は竹 田泊 ま り じ

ゃき』『 ひ っぱ り こまれ ん ごつせ に ゃ』『 じゃな ぁ』 笑 い声

が周 りん した ち ゅ :笑 いの輪 にさそ い くうだ 。

街 道 を ま っす ぐ進 ん じゆ くと 道 は左 曲が る。 とす ぐ前 に ゃ

大 けなお庄 屋 屋 敷 が あ った。 前庭 に泉 水 が 美 しい影 を 写 しち

行列 ん時 に ゃ ここ じ『 お茶』 ん オモテ ナ シ。 奥 ま った部 屋 に ゃ

今年 ん新 しい もち米 じ つ いたんか餅 が お盆 に のせ られ ち 座

つ た賓 客 に出 され ち ょつ た。

見渡す か ぎ り広 い畑 ん 中 に 静 か な空 間 が 時 代 の流 れん 中 じ

一 時 ス トップ しち ょる。 天 領地 ら しい広 い街 道 を 人 ん 行 き来

す る暮 ら しん 音 が 響 い ち ょる。 そん 路 傍 に天 保 11年 《184

0》 お奉 りされ た  『 お大 師様 』 が赤 い ヨダ レカケを 受 けて
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ゆ う似 合 う姿 は何 も言 わ ん けん ど 人 の悩 みを軽 め無 病息 災

を  念 じち くる る と お参 りが絶 え な いん じゃろ う 花 が手 向

け られ 香が 焚 か れ ち ょるん が  人 間 の弱 さ もか い ま見 る。 じゃ

が 人 間 の助 け合 い支 え合 いは 強 い もの じゃ き 自分 一 人ん心

じゃ貧 しい事  そ こに 自然 に変 わ る善 意 の社 会。

瀬 を渡 っち川 べ りを進 む  土 手 に上 が る こん だ竹 山ん 中を

道 が続 く。 竹 は河川 が荒 れ て ん 道 が 痛 まん ごつん  生 活 ん知

恵 じゃろ うが そん  道普 請 も地 元ん じの  ま さ に『 お接 待 』 か

ん 知 れん 。 人 は ど こか じ世 話 にな る じゃ き地 元 に来 た しの

無 言 の世 話 は させ て も ら う。 これ こそ助 けあ いん信 じゃろ う。

ひ ょろ と昨 日竹 田 に運 ぅだ しが  『 思 わ ぬ祝儀 が あ っち』 と

笑 顔 が こば れ た。『 そ り ゃ中身 は チ ッ トデ ン』 家 計 の足 しに

もな りゃ子 ど もは  ワキ ャガ ル ホズ喜 ぶ 。 とば した火 が 特 別 に

明 るか った ち言 う。 銭 取 り少 ね ぇ時 に ゃ ほん の チ ョコ ッ トが

どん くれ嬉 しいか。

馬子たちん話を き くと身 にツマサルル。稼 ぐに追 いつ く貧乏

な しん ごつ 働 いち ょきゃイイコ トモあ る。今夜地主 さんが

『 お 日待 ちす るき 皆ん な参 って』 ち ふれが あ った き。話 し

が毎年ん事 なが ら嬉 しい。晩 にな るとコシラエチ 皆んなず り

行 くこちな る。秋ん収穫 に太陽に感謝す る祭 り。光吉 でん コイ

サす る。

太陽んお陰があ りゃこす 作物 も人間が生 きち ょるん もと

お祭 りした あ と 朝ん太陽を拝んで又今 日も頑張 る。人間本来

ん心の祭 りでん あろ う。所 じゃ地主 さんが小作人 に 一年間の

苦労 に感謝 しち太陽ん祭 りの ときに接待 しち家族 に も 土産

を ことず け る習わ しが続 くとか。内容 は違 ってん心 の思 いは同じ情愛から生まれた行事じゃろう。
  _1【、sti∫ li・  79



光 吉 は天領地 じゃつ た き 街 道 も素 晴 'ら しい整 備 ん跡  宿 場 ん

ごた る面影 が 今 も点 在 しち 荷 運 び馬 が鈴 を 鳴 ら した早 朝  竹 田

久 住 に向か うん か  な りゃ今市 ぅ通 るん じゃろ う。 野 津原 か らは

坂 道 が続 くが  これ が あ る き駄 賃 が ち った  い い そ うな。 馬 方 に

しちみ り ゃ 笑 顔 もこぼ る るが  馬 は さぞや ヒズ カ ロウ。

§ § 肥 後 か府 内 か  一 の瀬 渡 りゃ

お国訛 が  なつ か しい ハ 七 瀬 のせ せ らぎ

サ ラサ ラサ ラサ ラ ホ イ ホ イ ホイ  § §

§ § 神楽 囃 子 に 更 け行 く夜 は

濡 れて 見 た い な 鈴 ヶ滝  ハ  七 瀬 の せ せ らぎ

小鮎 が ス イ スイ ホ イ ホ イ ホ ィ  § §

光 吉 ん馬 ん鈴 音 は  当時有 名 じゃつ た き 若 い娘 た ち ゃ わ ざ

わ ざ休みん 時 に ゃ 見 に聞 きに きよ った そ うな。 こ こに ゃ今 でん

醤 油 屋 、帯屋 、錦 屋 、 なん かん 屋 号 が保 存 され ち 当時栄 え た

夢 や ロマ ンが浮 き彫 りされ ち ょる。 そげ な広 い地 を進 む と 鶴 崎

に通 ず るん も 次 は 浪 花 、江 戸 ち な る。

こ こ じゃ大 火事 もあ っち 地 域 全部が焼 け る痛 ま しさ。 そ こ じ

そん 霊 を慰 め 三度 と 火災 が な いょ う念 じた 愛 宕 火伏 大 権現 を

創 建 お祀 りされ て あ る。 当時を くり返 さな い地 域 の 人 た ちの心

こめ た執念 は その後: 火災 が な い と言 う。 幸 せ な里 と して 今 も

継 承 されて い る。 人 の心 暖 ま る取 り組 み は 高 貴 な もん で も。

七 つ の瀬渡 り した肥 後 街 道 も いよ いょ後 は鶴 崎 に入 るが  時

の流 れ に人 の心 は素 直 に従 う 従 順 な営 み は平 和 に も結 びつ く。

春先 の川 の上手 に馬 を 繋 ぎ 束 の 間 の ひ とよ こい。 五助 もこ こで

も顔 馴 染みが 多 くて  働 き者が 休 む と『 や ま いで は』 ち 心 配 し

ち顔 を覗 き こむ一 幕 も。 メ
“
じ

ざ
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☆ ☆  方言 説 明 ☆ ☆

ア ンゲ コ ンゲ …あ ち ら こち らと。 チ ャー テ ン… 申 しま して

も。 デ ー道 …平 らな道 。 キ チ ョ リャモ ウ…な って いれ ば。

シチ ョカ ン ト・―して お か な い と。 ヤエ コ シカ ツタ~難 しか

った。 ヵ ヶ チ ャッ タ…架 けて あ った。 コ レー祝 儀 。 ヤ ッパ

や は り。 イ ノチキ …生 活 。 ひ っぱ りこまれん ごつ 一誘 惑 さ

れ な い よ うに。 じゃな ぁ…です ね。 こ こ じ… こ こで 。 つ い

たん か 一つ いたので し ょ ぅ。 ョタ レカ ケ …前 か け。

川べ り…河 川敷 。 こん だ … このつ ぎは。 じやき…で す か ら

。 ひ ょろ っと一急 に。 チ ッ トデ ン…少 しで も6ワ キ ャガ ル

ホズ …賑 や か に騒 ぐほ ど。 チ ョコ ツ ト~す こ し。 お 日待 ち

…太 陽 に感謝 す るお祭 り。 ず リー連 れ な って。 コイサ ー今

晩。

天領 …幕 府 の領地 。 ヒズ カ ロウ…お疲 れ さ ま。 そげ な 一 そ

ん な。 こ こ じゃ一 こ こで は。 そ こ じ~そ こで。 や ま いで は

…病 気 で は。

人 の優 しさ心 の花 が

『五助さんの馬子唄 聞 きたいわ』『唄 って聞 きたい』 あん

ま り言わるる もん じゃき ここま じ来 ち ょつち 唄わ に ゃち っと

勿体ぶ っち ょるち 思われて ん困 った コ ンニ ャクにな る。五助 さ

ん な思 いきっち  『ふんな唄 わせ ち貰 ぅで  そん代わ り下手 じゃ

きな 覚悟 じち ょかにゃ』  『 なえアゲ ンコ トンジョ言 うに』

五助の唄 う馬子唄 にゃ ホ ロ リさせ らるる妙味が あ っち もう

うっとりしち シモ ゥタ。土手 に ゃ春ん ポカポカ陽気な風 も。
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うっと り聞 いち ょる娘 た ち 七瀬 川 ん 水 音 が サ ラサ ラ流 れ ち

ど こま じ行 くん か。 ふ っ とそげな こつ ぅ思 うと :五 助 が 語 りん

中 じ『 み よ  あ げ な静 か な音 じ流れ よ るが  時 と しち濁 流 に な

った り もす る。時 に ゃ枯 れ ち しま う事 もあ る。 浮 き沈 み は川 だ

け じゃね ぇ 人 間 も同 じこつ ぅ言 え るん ど。

今 は元 気 でん病 気 もす る 怪我 もす る。 じゃが そ り ゅう乗 り

越 え ち こす  価 値 もあ るん が人間 じゃ き。 サ カ シュ しち ょるん

が一 番 い い し いつ も前 向 きなイ ノチキ が  幸 せ に近 づ く方 法

ん ごた る。 人 ん為 に な る出来 る世話 は  じちあげ る。 それ によ

っち 自分 も しちモ ラ イ ダス。世 の 中助 け合 いん『 つ つ ろ く人生

』 ど。慎 重 に聞 い ち ょつ た娘 たち も 世 の 中 .そ げ ―甘 ぅね え こ

っ も チ ッタわ か った よ う じゃ。

『 こりゃち っと難 しいか』『 いん に ゃユ ウ解 ったわ』『 そう

か ょか った』 1固 唾飲んだ ごたる顔が  明 る ぅな った きホ ッ

トした五助 さん も。『 光吉ん話 も残 っち ょつたの ぅ』『 いいで

勇 じいさんが話 しち くるるち』『 や一ほん な もう鬼ん首取 った

ような もん じゃの ぅ』

勇 じい さんが テ クテ ク来 よ るき 話 し ゅ ぅ俺 も聞 こ ぅか の』

方言説明

ふん な…それ な ら。 もん じゃき… ものです か ら。 シモ

ウター しま った。

セ クモ ンジャキー急 ぐもん だか ら。ゲ ンノシ ョウコー

薬草。 ソコラキ ンペ ン…そ こらあた りに。 ソ リャモ ゥ

…それは もう。 3者 の… 3人 が お互 いにかばいあ って
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溝 を踏 み 越 えてん も う 風 習 も言 葉 も違 うん が  小 藩 分立 ん

悲 しさ じゃつ たが  心 が 通 い合 うん な らそれ も 又 別 な世 界 も

あ っちお互 いが  イ ノチキ スル仲 に ゃ 助 け合 う支 え 合 うのん

あ ってん  不思 議 でん な った。『 腹 が セ クモ ン ジ ャキ』『 そ り

ゃ困 ろ う ゲ ンノ シ ョコが あ るで 』

薬草 は百 姓 しの常 備 薬  それ じ急 場 は凌 げ る。 お 医者 じゃつ

ち ソコラ キ ンペ ンに  あ るのでん ね ぇ し。 か か った らソ リャモ

ウ銭仕 事 。 富 山ん入 れ薬 屋 が  お い た薬箱 は急 場 ん お 医者 さん

じゃつ た。 時折入 れ替 え に来 ち 銭 が 払 えん 時 で ん  待 っち く

れ もす る し時 に ゃ  『 小 豆 な ら代 わ り貰 ぅで』 と な る。

薬屋 さん も見兼 ね ちん 方 策  そ りゃ宿 に引 き取 っち もらい

清算 す る事 じ 3者 の  助 け あ い に な る。街 道 も広 い場 所  狭 い

道 とそん 藩 によ っち 多少 ん誤差 もあ った り 管 理 に も段 差 が

あ ったが  ど こも経 済 が 厳 しいだ け に 参勤 交 代 制 度 も問題 が

あ ったが  そん はん めん に ゃ全 国 ん  経 済 文化 ん 交 流 や 技術

情 報 ん 流 れ もそれ に乗 って  全 国 に ひ ろが った よ う。

湿地帯 あ り乾燥地帯 あ り 砂 ほ こりが舞 う 風 当 た り陽あた

りなど季節 によって も 好 きな道や嫌 いな場所 な ど 街道 に も

いろん な場面展開が 醸 し出されて いた。茶店 に不便 な所や

用足 しが不便 な場所 なんか も 旅人 に ゃ苦労の多 ぃ こと。でん

のぞかな田園風景 に恵 まれた こん あた りん景観 な誠 絵 にな

ったよ う じゃつた。

八幡 田ん渡 しは田尻 よ り下が った 光吉当た りん直線越え。

流路が変貌す るが そん証ん石柱が残 っち ょる。 それによると

『従此 川中西日杵領』 とあ る つ ま り川の真ん 中が境界である

証ん 石柱 じゃつた。大分川や七瀬川ん たんびたん びん 氾濫

じ流れ も変わ りよったんが  ゆ う解 る。
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7の 瀬 渡 しは こげ な うに  1の 瀬 か る受 け継 い じ辿 りつ い た 。

行列 も他 領 地 を気 を 使 い なが ら き っと無 事 に と念 じなが らの

時 の流 れ で あ った の だ ろ う。制度 そ の もの はやが て  改正 され る

が幕 府 の政 策 と して は  なか なか や りお った と思 う。 だか ら徳 川

300年 が続 いた の だ ろ う。功罪 い ろい ろあ った が 。

七 瀬 川 もそん な歴 史 を 見 なが ら 参 勤交 代 行 列 の 行 き来 を 見 る

時  その裏 側 で領 民 は勿 論  隣接 領 地 の人 た ち との 好誼 が ど こ

まで実 ったのか  差 別 不 公平 は な か ったか  改 め て 考 え させ られ

ます 。 が 時 の行政 に任 せ るほか な い 流 れ の 中で いか に幸 せ に

過 ごせ るか は まだ疑 問 も残 るよ うです 。 黙 って流 れ る七 瀬 川

じっと見守 って くれ た 水 は我 々の常 に味方 で あ り 協力者 で あ

った と感 謝 して い ま。

七 瀬 川愛 歌

七 瀬 川 は 私 の母  育 てて くれ た 湧 き水 が

肌 に ほん の り 紅 を 指 す のか  瞳 も濡 れ て

つ る草  ま りつ き 童 唄

七 瀬 川 は 私 の父  叱 って しれ た 厳 しさ に

瀬 音 や さ し く いつ か 別れの 切 な さ つ らさ

若 鮎  馬 子 唄  丸 木 橋

七 瀬 川 は 私 の故 郷  愛 して くれ た せ せ らぎが

明 日の夢 を  しあわ せ と 胸 に抱 いて

山 ユ リ タ焼 け 子 守 歌

七 瀬 川 といつ まで も 幸 せ に あ りた い もの です 。 7の 瀬 渡 し

もこれ か ら も 多 くの 人 たちの た め に……… ……。
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少言多 行 ― シ ョ

少塩 多酢 ― シ ョ

少食多 噛 … シ ョ

少車多 歩 ― シ ョ

少念 多笑 ― シ ョ

少欲多 施 ― シ ョ

ウゴ ンタギ ョウ 多 くを 言 わず 実 行 す る。

ウエ ンタス 塩分 を 控 えて 酢 を多 く使 う。

ゥ シ ョク タ ソ :食 べ るは ほ どほ ど多 く噛 む。

ウ シ ャ タホ 車利 用 は さ け歩 く事 に。

ウネ ンタ シ ョウ 考 え過 ぎず大 い に笑 う。

ウ ヨ ク タセ 欲 を離 れ 施 しの気 持 ち。

1 感 謝 す る心 。 2 支 え 合 う情 。 3 大 事 にす る優 しさ。

相 手の欠 点 を捜 す 事 なか れ  それは 自分 の姿 を写 した鏡 で もあ

るか ら。穏 や か な表情 を 人 に与 え るの は  自分 も和 や か な話 しか

け を 待 って い る自分 の心 で もあ る。 優 しい 目で相 手 を 見つ め る

と 心 の浄 化 が 自然 と作 り出 され て 素 直 な思 い考 え に変 わ る。

人 間 はみん な そ う思 って い るの に 意 地 が 邪 まな理 屈 が邪 魔 を し

て い る。不 幸 と幸 せ は ま さ に 紙一重 の 人 生 双 六 で ん あ る。

信 楽狸 に ゃ 8相 ん縁起 が あ るとか

笠 …思 わ ぬ災 難 悪 事 除 け じ 常 に身を守 って くる る。

日…前後 左右 を 見つ む る事 じ 正 しい判 断 ぬ じち ょる。

顔 …広 く愛 想 ゆ う真 を も っち 暮 ら し励 む ち言 う。

徳利…意 まれた物 に感謝す りゃ 徳 は 自ず と我 につ く。

通・・‐信用 によ った活動 は 四方 に通 じ叶 えて くれ る。

腹…落ち着 きの証 決断力 の原動力。

金袋…宝 の独 占は心乱す  運用 こそ宝 の秘訣。

尾 …大 きな終わ は 立身 と真の幸せ。

そん よ うに思 う信ず る こ とが  それ に近 づ く道 で ん あ る。

人 間 も生 まれ た時 は素 直 じゃつ た。 皆 ん な そん後 ん 歩 き方 に

生 涯ん  宿 命 、 運 命 が 変 わ っち行 く もん 。 それ は 自分 じ直す

鍵 を知 っち ょる。 ただ そ れ をす るか 、せ ん か 、 だ けん話 し。
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五 助 さん が ん 話 が弾 む と 日暮 れが  も う西 ん 山 にか か

っちセ ヮ シ ュな った。『 ぼ ちば ちィ ヌル カ ノ ゥ』 馬 が

『 ほ ら見 な ぁ油 売 りよ る き 忙 しゅな った じゃろが ぇ』

『 わ か った解 った』『 も う帰 るん な ほん なば ちぼ ち

馬 子歌 どま ど げ ― な』『 や  今 日はほか ん 唄 に しゅうか

の ぅ』 暮 れ か か った肥 後 街 道 に ゃ や っぱ五 助 ん唄 が

ゆ う似 合 うん じゃが ……………

おばね街 道 に ポ ツ ンち咲 く 里人ん情 愛 は旅 ん 草蛙 も

脱 が す る 優 しさが あ った。 手盆 でん い い真心 ん こ も っ

った餅  『 ウマ カ ッタ』 ち言 う前 に  『 ウ シマ ケ タ』 チ

仄 かん ロマ ンを込 め ち 素 直 に返 す。
・
そ き一人ん気持 ちが

竹 ん さや揺 れ  こばれ 陽 く ぐり ゃ

馬 子 も嬉 じや  こん石 だ たみ

赤 いボ ク リん  ひび きに旅 ん

草珪 ぬが せ た おばねん宿 は

あれが今市  肥後街道 。

久 住 のつ は る 縁 じ結 ぶ

お国 な ま りん  こん石 だ たみ

四百年得 た 《シ ヒャ ク トシェ タ》

寄 っち いか ん な 手 盆 の餅 は

牛 が負 けた ち 肥後 街 道 。

味 あ る中 じ

行 き来す るツツロク人生。ふ っと聞 こえ る馬子唄は 石

だ たみに心地 いい リズムを 奏でち旅ん疲 れ も癒 しち くる

る今市宿.オ サゲん娘ん笑顔が 赤 ぇボ ク リ下駄を鳴 ら し

ち 馬子唄 に調和 した エエラ シイ唄。心ん底 ま じ染み こ

む ようじゃ。
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ぅ―・ウ レメーデ ン‐一 ………売 れ な くて も、熟 さん か も知 れ な いが。

ウ レンズキ ジ… … …売 れ な い ま まに、熟 れ な い まま に落 ち た。

ウ レソ コネ チ ‐̈熟 さな い ま ま、 買 い軍 が逃 げて 、売 出 し失 敗 。

ウ レデ ー タ・一一 ―熟 して きた、 売 れ 足が よ くな った、熟 した。

ウ ンタナ イイガ … … …売 れ た の は よいが 、 売 れ た後 の世話 が 。

ウ レンゴ タ リャー …… …売 れ な い よ うな ら、_売れね ば工 画 を。

ゥ ロー ゥテ … … … ……… …… 蒸 した ら返 して 、 天地 を逆転 す る。

ウ ロー ミシィ‐… ……裏 側 を 見せ て、裏 を 見 な い と、裏 に用心 .

ゥ ロー ドチ… … … …売 る予 定 に な って 、 売 り急 ぎ、売 る連 機 。

ウ ロタユ ンナ … … … …慌 て な い よ うに、 落 ち着 いて 見極 め る。

ウ ロタニ マ ワ ッチ ……・慌 て まわ って落 ち着 きが な い、恐 怖 感 。

ウ ロウロ シチ… … …落 ち着 きの な い動 作 、動 き回 る浮 遊性 格 。

ウ ローア チ … … … …裏 当て を して、裏 面 に補 強 して 、支 えて。

ウ ロツキ マ ワ ッチ …… …落 ち着 かず うろ うろす る、動 き回 る。

ウ ロイ… … …湿 りが 出来 た 雨 、潤 いのあ る状 況 、千 天 に慈 雨 。

ウ ワ ミダ。一 一 … … ……上 に た ま った水 は、 汚 れ の浮 いた水 は。

ウ ワズ ミュ…… … …上 に浮 い た分 は、浮 き上 が った汚 れ水 は。

ウ ヮ ンソ リーー・真食I!聞 かず 、 聞 いて るの か 、 聞 くとは な しに。

ゥヮッ ロ… ……… …… … … …… …上 にあ る部 分 は、 うえ の分 は。

ウ ワプ ンニ ャ… … …上 に あ る分 は、余 分 な物 は、予 想 以 上 は .

ウ ヮ クチ ャ… …上 の 日は、 しゃべ りの最 初 は 、下 で は な い よ。

ウ ンノイ イ ヤ ツ… … …幸 運 な人 、巡 り合 ゎ せ が ょい、幸 せ な。

ウ ンチ ュウ タニ ………よ い と言 うたの に、 了 解 と返 事 したの に。

ウ ンウ ンケバ ッチ… … … …力 みす ぎて、思 い通 りに行 かず に。

ウ ンガ ワ リー … ……不運 、 巡 り合 わせ が悪 くて 、失 敗 の果 て。

ウ ンコ ンカ タマ リ………… …… … … …大便 の回 ま り、糞 の国形 .

え  エ ー ト… …… ………や っと、 長 び いたが 、待 ち ど う しか ったが。

エ ー トンコチ … … ……… …… …や つとの こ とで 、 や つと出来 た。
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え  ‐エー シヨ… よ い ぐらいに、予定 とお りに、思 った通 り :こ 。

エ イ トコ リャ……・……や っとの思 いで、つ か れ た けれ ど。

エ エ ラ シイ… …………可愛 い ら しい、愛 ら しくて、 本 当 に。

エ エ ト… …や っとの事 で 、無事 に終 わ って、予 定 通 りに。

エ エ タラー あ い た ら、疲 れ たな ら、 開 いた ら、空 いた ら。

エ エ コ ラ… … … …や っとの思 いで 、 なん とか終 わ ったが c

エ エ ク レンコツ … …… … いい加 減 な結 末 、 あ ま り信 頼 が .

エ オ クヤム ゲ ネ ー …………餌 を たべ て い る と可愛 い い もの。

エ オ ス ギ ー … … ……柄 を取 り替 え て 、柄 が 丈夫 で な い と。

エオ トルネキ ジ… …餌 を食べて い る側 で、 動物 の 食事 時。

エ オ トリヤ ウ…餌 を取 り合 いなが ら、食 い物 の恨 み怖 い。

エ オ ケ ーチ ク ンナ ‐……絵 を書 いて くだ さ い、絵 を書 いて c

エ オ ツ クラニ ャ…∵……餌 を作 らな い と、餌 の調 合 を して。

エ カキ ヤ・一 一 ¨絵 か きは、柄 を取 り替 え るの に仕 上 げ る。

エ ガ ウ ミセ チ ‐… …笑顔 見せて、愛 ら しい笑 顔 、笑 顔 千両 。

エ ガ ワイ イデ ー笑 顔百難 隠、女 性 は笑顔 、笑 顔 に敷 な し。

エ ガ ム ……曲が る。 直線 で な くな る、少 し曲が った よ う。

エ ガ メ ……曲 げて 引 く、 曲が った線 を引 く、 曲 げて お く。

エ ギ ノ ン… … …苦 す ぎて喉を ほ る、 書 さが堪 え られ ない。

エ ギ ナ ル … …苦 くな って しま う、 柄 の材 料 に な りそ うだ。

エギス リャ…柄の材料 に した ら、柄 に適 当なのは少 ない。

エ グ ジ ョル……曲が っている、曲げてある、曲げた特徴。

エ グ ウデ ン…曲が っていて も、曲げ方では、曲が りが品。

エ グ ッチカルー…… くり抜 いてか ら、特殊加工 した珍品。

エ グルネキ ジ………………… くり抜 く側で、穴 あけの技法。

エ グカ リャサ ラセ………苦す ぎるな ら晒て、晒の効果 も。

エ グカセ…………………絵の具貸 して、絵 の具を借 りたい。

エ クプ ミタカ……え くぼの可愛 いさ、笑顔 によ く似合 う。

エ グネー ジ…………苦 くはないが、 どうゃ ら熟れたのか。
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ぇ 一エ ゲ ツ ネ ェーー … … ‐いや ら しい 、嫌 わ れ る性 格 、 あ くどい。

ニ ゴー イ イ ワナ ー ほ笑顔 が よい、愛 ら しい笑顔 、笑 顔 千両 。

ェ ゴー ジ ョルニ ー曲が って る、横 曲 が り して 、 直線 で な い。

ェ ョ ヒーキ 。一… …… …邪 ま な ひ い き、 片寄 った味 方 にな る。

ニ サ _ャ ッタヵ ―……… ……餌 は あ げ たの、 餌 を くば ったの 。

エ ザ ンシ ャ クル ー… ……枝 が折 れ そ うな、枝 が 折 れ る よ うに。

ェサバ ク サー…… … …餌 入 れ の箱 、餌 を いれ て 食 べ らせ る箱 。

ェサ ドマ ー ……・餌 なん かを あ げ た ら、餌 を忘 れ な い よ うに。

エ ジガ ル ー …… …怖 が る、恐 ろ しが って 、恐 怖 心 に な って 。

ェ ジュヤ レ。一 ―餌 を や りな さい よ、得 たを きちん とあげ よ。

ェ ジグ レ……餌 くらいは きちん と、餌をわすれないように。

エ ジキナ ッチ ョル……旨 く相手 に捕 まる、相手 に捕 まって。

エズナ リャ……………悔 くなれば、怖 いょ うな ら避 けなさい。

エズナ ッチ ョルー……怖 くな って いるか ら、怖 い ものには。

エスグ リャ……………よす ぎると、必要以上 に素晴 らしいと。

ェス ローチ……………適当に相手 して、 旨い具合 に相手 して。

エ スラウナ……相手に しないが得策、取 り合わないが よい。

エ ソラ ウナ………抵当につ き合 って、上手 につ き合 った ら。

a-y,{1ti----- 枝 は ょい けれ ど、枝 は大 文夫 。

エ ダ シ ャ クル ー …… …・一一枝 が 裂 け そ うで 、枝 が大 丈夫 か。

エ ダマ ジ ュ‐…枝 まで も、枝 は大 丈 夫 と思 う、横 は世 話 な い。

エ チ ラ ッコー ……………調 子 を取 る合 い言 葉 、 あ っち こ っち。

エ ツ リュー……土壁 の芯 に使 う竹 格 子 、竹 を組 ん だ土 壁 の芯 。

エ ッチ ラ …… … … …疲 れ た と きの相 づ ち、 あ っちや こっち。

エ ツ リタキ ャ…土 壁 の芯 に使 う竹 、 竹 を組 み 合 わせ た壁 芯 。

エ ッ ッタ… …… …… ……竹 と縄 で 土 壁 の芯 を組 み合 わせ る。

エ ヅ ク………… …餌 に うま く食 いつ いた よ う、餌 に な じん だ 。

エ ッサ エ ッサ ー か け声 、勇 気 つ け るか け声 、思 わず 元気 に c

エ デ ンク ワニ ャ… … …餌 で も食 べ な い と、 食 べ さえす れ ば。
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L---tf3-""' 猿 、猿 の方言 に使 う。

エ トガ シラ ー千 支一 番 で ネ、 ネが なで干 支 頭 にな ったの か。

エ トン……・… …柄 と も、絵 か も しれ な い、絵 だ ろ うと思 う。

エ ナ ラス ンダデ … …餌 な らや りま した よ、 餌 な ら く:fっ た。

エ ナ ラ ヤ ッタ… ……… ………餌 はや りま した、餌 を くば って。

エ ナ ンカ ー … …絵 な どは、餌 な どは 、柄 な らば取 りつ けた。

エ ニ ス リャ……… ……柄 にす れ ば役 立 つ 、 絵 にす れ ば額 縁 に。

エ ニ ャナ ラ ン……… ……絵 にはな らな いが 、 絵 にす るほ ど も。

エ ニ ドマ …… … ……絵 に して おけば 、柄 にす るな ら しま ―,て 。

エ ノチ ョウ グ… …… …………色絵 の具 、 ク レオ ン、 ク レパ ス。

エ ノス ゲ カ イ ー …柄 の取 替 えに使 う、準 備 して お くと便利 。

ェバ ッチ ョル … …威張 って い るが、 威 張 って も中身 が 問 題。

エバ リクサ ッチ 。一 ¨威張 りち ら して 、 人 は偉 い とは思 わ ぬ .

ェバ グ レ トレー くもの巣 を取 り除 いて は、 く もの網 が邪 魔 。

エバ ニ ャコマ ル …蜘蛛 の巣 には迷 惑 、 蜘 蛛 の網 は頭 に邪 魔 。

エバ チ ュウテ ン…蜘蛛 の網 と言 って 、 蜘 妹 の巣 と言 って も。

エ ビ ンゴ タル … ……エ ビの よ うな、 エ ビの よ うに曲 が って 。

エ ビニッケニ ャ… ……荷札 をつ け な い と、 表 せん を 付 けて。

エ ビンネキ ー …… ………… …荷札 の側 に、 荷 札 と同 じ場 所 に。

ェ ブッケ タカ … … …荷札 をつ け ま したか 、 荷札 付 け終 わ り。

エ プモ イ ジ ョケ ー…………荷 札 は取 り外 して 、 荷札 は取 って 。

エ プ ンシワキ …… ……荷札 を 分類 して 、荷 札 を仕 分 け した ら。

エ ボ l′ ネ ェゴ ツー……………柄 の と ころか ら雨 もりが な いか。

エ ボ ッチ ャ ヮ リー……‐柄 漏 りは不 良 品 です よ、品質 検 査 を 。

エ マ ジク ワ ン… … …餌 もたべて な い、 食 欲 が ない よ うだが 。

エ モ クエ レ ン… ……………餌 も食べ れ な い よ うだ、 食 欲 不振 。

エ モ ク ウタ ド… … ………餌 を食 べ て い た、 食欲 が 出 た よ う。

エ ヤ ラエ ー ト‐… ……や っとの思 いで 、 や っ と 目鼻 つ いたが 。

エ ャ リャ…… や っとの事 です ん だ 、 や っ と区切 りが 付 いた。
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え―‐エ ヨ リャ… ………… 。… …柄 よ り も、餌 さ よ り も、絵 よ りも。

エ ラ プ リャイ イ… …偉 いぶ った と ころで 、 人 が 言 わ な い と。

エ ラ ドマ ―̈・一 一 うろ こで も取 った ら、 うろ こに見 こたえ。

エ リャー … …襟 は、 襟 の品 が い い、襟 元 に色 気 が あ るか ら。

エ リスゲテ ン……選 びす ぎて も、選 別 は難 しい 、第 一 印象。

エ リヨ リャ… …選 ん で い る と、選 別 して間 に、 目が こえて。

エ リアゲ チ・一 一一選 び過 ぎて つ いつ い、何 で もほ どほ どが 。

エ リキ ジー・一 ―‐…… …磁石 で 調 べ る、磁 石 を利 用 した発 見 G

エ ルナ ッタ‐一 ―偉 くな った と思 うの は 、偉 さ は 人 が決 め る。

エ レブ ル… … …… … ……偉 い と言 う :ナ れ ど、 人 が 認 め な い と。

ェ レブ ッテ ン‐一一 ―偉 い と主 張 して も、知 れ た程 度 の 人間 。

エ レク レ… …誤 魔 化 し、技 に か か って失 敗 す る、油 断 大 敵。

エ レヤ ッチ ヤ … … さす が に偉 い、 た い した人 間 、立派 な者 .

エ レコチ ャネ ェー大 変 な事 に、疲 れて しま って 、苦労 万敗。

エ ロブ ッチ ーえ らぶ って い るが 、 自称 偉 人 で は 。 自我 自賛 。

エ ロノーデ ン………偉 くな くて も人 は知 って い る、人が 確認 。

エ ロデ ン… …Ⅲ…… …偉 くて も実 行 力 が 、偉 い範 囲 が別 れ 目。

エ ロー ジ ョ リャー選 ん で いれ ば、選 別 が大切 な 、期 待 満 塁 。

エ ロー…… …大変 に、大 事 に、予 想 以 上 に、思 わ ぬ成 果 に。

エ レジャロウ…偉 い じゃろ うと自慢 したが 、 手 褒 め じゃな。

エ ンコ…………おすわ りしなさい、座 って、疲 れて座 った。

エ ンリコス ンナ…………遠慮 しなさんな、遠慮 無用ですよ。

エ ンリョヒモ ジイ‐一一―………心 に もない態度 は損 もす る。

エ ン ドマ…縁先 など も、縁が あ ったのか も、 円を書 いた ら。

エ ンデ ン…縁先で も、縁が あ った巡 り合わせ、再会出来て。

エ ン ドマ ミュ……………………グ リンピース、エ ン ドウ豆を。

エ ンノシテ………縁板 の下 に、縁先の内側 に、縁 の下側 に。

エ ンジャキ…………縁ですか ら、巡 り合わせ の人生だか ら。

エ ン トタ……煙突 は掃除 したの、煙突 の煙 りは出ているよ。
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お …オ ーキ ニ … … … …あ りが と う、感 謝 の言 葉 、 あ りが た くて 。

オ ー ネ ガ ……‐… ……大本 が 、 もと もとの 、生 まれ た時 か ら。

オ ー セ ン… …荷物 を乗 せ て行 く準備 が 、 仕事 が進 まな いで 。

オ ー チ ャク ン… …肉 たれ な態 度 、嫌 わ れ者 で 、態 度 が横 柄 .

オ ーサ ビ少 し…少 な い感 じ、 目方 を誤 魔 化 して 。少 し酸 味 。

ォ ー ジ ュギ ヮ… … … …結 果 的 に諦 め な い、最後 が嫌 わ れ て ,

オ ー テ ン‐… …追 っか けて も、追 い払 って も、追 い回 して も。

オ ー ク ゥ……… … ………竹 で 作 った担 い棒 、至便 な担 ぎ農 具 。

オ ー メ シグイ … … … …… …大 食者 、 働 き盛 りの旺 盛 な食欲 。

オ ー ナ ベ … … …大 きな食事 準 備 の鍋 、 大 人数 の食 事 準 備 鍋 c

オ ア リン…終 わ りの、最 後 の、仕 事 終 いの、 仕 事 の 区切 り c

ォ ア セ チ ョケ … …子 守 させ て お けば、 荷物 を積 ん で お けば 。

オ ア ンゴツ・一 一 ……追 わ な い よ うに、追 い払 わ な い よ うに。

ォ アニ ャー追 わ な けれ ば、追 いか け な いな ら、追 放 しな い。

オ ア リャイ イニ … … …終 わ れ ば よいの に、最 終 にな りそ う。

オ ア ンデ ン……… ………… …追 わ な くて も、追 いか け な くて も。

オ ア カ リュ… …… …………神 仏 に灯 明 を 、 ロー ソ クを灯 して 。

ォ アュ ビュ… ……親 指 を 、親指 だ して 合 図 す る、親 指 相 撲 。

オ アガ リ…… …・上 が って くだ さ い、 食 べ て くだ さい、 上 に。

オ ア リンー終 わ りの、最 後 の 、開幕 の行 事 、締 め く くりは。

ォ イチ ョキ ャ… お いて あれ ば、 そ こに置 く、預 けて お けば。

ォ イ ヵキ …… ………追 いか けて 、追 いか け な さ い、追 跡 す る。

オ イテ キ ボ リー留守 番 させ て 、 内緒 で 外 出、 置 い た ま ま に。

オ イ ッ ム リャ。… …追 い詰 めて しま うと、最後 に して は悪 い。

オ イ チ ク ンナ … … ……お いて くだ さ い、預 か って くだ さ い。

ォ イ ク ウ ジ…… ………追 い こん で 、囲 い こん で 、押 し込 めて 。

ォ イ ウチ ャ…追 加 す るの は、余 分 に追 加 して 、 上 乗 せ す る。

ォ ィ デ ー チ … …… …追 い出 して、追 放 す れ ば 、外 に だ して。

オ イチ ーテ ン… …置 いて あ って も、保 存 して も、無 用 品 で 。
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ぉ … ォ イ チ ー ター追 いつ いて 、追 いつ いた け ど、 これ か らが勝負 。

ォ ィ チ ョケ ー置 いて くだ さ い、 置 いて よ いです 、 そ こに置 くc

オ ウケ ネ ェー …予想 よ り少 な い、溜 りが 悪 い、 案 外 少 な くて 。

ォ ウチ ャ クナ … … 自分勝 手 な 、嫌 わ れ者 、言 うほ ど に は な い c

オ ウタテ ン… … …逢 って も、 おん ぶ した もの の、再 会 して も.

オ ウカ タ ンコ ツ。一 ……大 体 の事 は、予 想 通 りの、 標 準 作 業 で。

オ ウナ … …追 いなさん な、追 わ な くて もょい、追 っか け無 用。

ォ ウチ ョキ ャー追 いか けれ ば、 背 負 って いれ ば 、逢 ぅて れ ば。

ォ ウ千 ク リャ… …… … … …追 いか けて くれ ば、逢 って くれ ば c

オ ウ ク レヮ………… … …追 う く らい は、大 飯 を 食 べ る く らいは。

オ ウカ ンデ ン………大 きな道 路 で も、 国道 級 の道 路 で も、幹 線 c

オ ウカ ンニ ャ… …大 きな道 路 には、国 道 には、王 様 の冠 :こ は。

オ ウカ ンカ ル… …国道 か ら、幹 緯 道 路 か ら、大 きな道 路 か ら。

オ ウケ ンゴ ツ ー大 きな事 で 、 沢 山 の 、大 変 多 い様 子 、大 話 し。

オ ウゲ ナ シ… ……大 人 の くせ に、大 きな人 の、成 人 の くせ に。

オ ウコゲ ツ ー小 さい経 済 観 念 、 け ちん ぼ うな性 格 、嫌 わ れ者 。

オ ウチ ョ リャ………逢 って いれ ば、逢 うので あれ ば 、残念 な。

オ ウテ ン… …逢 って いて も、具 合 よ くあ って も、合 うが違 う。

オエ ヤ ー…… ………追 い な さ い、追 い ます か、追 って もいいの。

オエ テ ン… ……追 って も、追 うの は よ いが、追 うのが 得 策 か。

ォエル リャー・終 わ るけれ ど、終 わ った の だが、終 わ った後 の。

オエ メ ー トン… …追 わ な い けれ ど、 とて も相 手 には な るまい。

オエ ンジ ョキ ャ……追 わ な けれ ば、追 え な くて も、追 わ ね ば。

オエ トー テ ン… ……追 い た い のだが 、追 え た いの は山 々だが .

オ オ ケ ンコ ツ・… …大 きな事 :こ な って、 大 仕 事 の 、予 想 異常 な c

オオ ヤマ … …… ………大 きな 山、祭 りの山 車、 曳 き山 車 の愛 諄 。

オ オ ネ ー……お お もと、 もと もとは、 をまじめの事 は、 だ いたい。

オ オケ ネ ー … ……… …・・溜 りが悪 い、長 持 ち しな い、 弱 々 しい。

オオ ゲナ シー・一大 人 た ち 、大 きな ひ とた ちの総 称 、 成 人 の人 .
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お一 オオ キ ニ … … … あ りが と う、感 謝 、世話 に な って、 お礼 を 。

オオ カ タ………… ……だ いた い は、 ほぼみ ん な、 お お よそ は c

オ オ ツ ラ ミシ… … …威 張 った顔 を 、嫌 わ れ者 の顔 、異 国者 。

オ オ ブ リ・…… ……大 きな形 の 、予 想 よ り大 型 、思 わ め収 穫 .

オ オサ ビ…… …‐… …少 し寒 い よ うな、 日方 が 少 し足 りな い。

オ オ マキ ……大 胆 に撤 く、 い っぺん に広 く撤 く、大 きな薪 .

オ オガ モ・…… ……大 きな釜 を 、大 きな鎌 で、 大 きな窯 利 用 。

オ オ クエ ー大 き な 田畑 の壊 れ 、 予 想 以上 の被 害 、石垣被 害 。

オオ チ ャ クナ ー … …横 柄 な、嫌 わ れ者 の 、人 並 み に しな い。

オ オ ブ ッチ・一 … ……威張 りち ら して、人 の意 見を聞か な い。

オオ マ シ大 ―‐きな数 の増 しを 作 る、変形 の 聾ん ぼの畝 の形 .

オ オ ケ ンカ ウ… … …大 きな顔 で の さ :ま る、 人 と意 見が違 う。

オ オ ッチ…… … …芽 が で た、 発 芽 した、無 事 に芽が覗 いた c

オ オ イ イ ジ… … … ……大 きな 東 に して、大 き く東ね た もの。

オ オ チ ョル ー合 って い ます 、 入 って い ます 、 ピ ッタ リです 。

オ カ ンチ …… お母 さん は、母 親 は、母 は ど こに、母 の愛 称 。

オ カ チ ャ ン… お母 さん、母 親 の愛 称 、 小 さ い子 供 が 呼ぶ声 。

オ カ クズ ……鋸 の切 り屑 、鋸 で ひ いた時 の 屑 、 ォガξ ノ コ .

オ カ イ …………お粥 、飯 を や わ く煮 た もの、 病 人 な どの食事 。

オ カ ンニ …… … お母 さん に、 母 親 に、小 さ い子 供 が母 :こ と。

オ カ シユ ジ… …… 。おか しくて 、 滑稽 な、笑 いが 自然 に出 る。

オ カ イネ …野 稲 、 畑 で作 る米 、 オ カ ボ、 水 の少 な い他方 で 。

オ カ シゲ ネ… お か しくて、笑 いが 止 ま らな い よ うな、滑 稽 。

オ カ クザ ー…鋸 曳 きの時 に出 る屑 、 オ カ→ 鋸 の事 で その屑 。

オ カキ ー餅 を平 た く して干 した もの、 さ い ころ状 は ア ラ レ。

オ キ ー チ ョケ・… …起 こ しな さ い、起 こさな い と間 に合 わ ぬ 。

オキ ュ ドチ… …起 きよ うと して、 起 きる所 で 、 起 きます よ。

オ キ ナ タ リ… … 置 いたま まに して 、置 いて あ るので邪魔 に。

オ キ ノニ …… … … …起 きたば か りの時 に、 今起 きた と ころ .
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お ―‐オ キ ンハ テ ー… … … ……… … … …沖 のほ うに、 沖 に出 るの も。

ォ キ レ ンニ ー … … …起 き られ な いの に、起 き るのが苦痛 で 。

オ キ ノ ン… 。… ……起 きたば か りの 時 に、今 起 き たばか りで 。

ォ キ ー タカー起 こ したか 、起 こ しま したか 、 起 こ しな さ い。

ォ ク ッチ ャ レ・… … ……送 って あ げ なさい、ま〕ξって あ :fた ら。

ォ クル トイ イ ー送 って あ げ た らよい、送 って あ げて は ど う。

オ ク リャコス・一 ― ‐………送 って あ げれば こそ、 送 ったので 。

オ クマ ジ… …置 くまで は、奥 まで は、奥 の 間 で 、奥 の方 で 。

オ クベ ラ。一一 …… …奥 の方 で 、 奥 の方 向 で 、 置 く場 所 で す 。

オ ク ン トグチ … …奥 にあ る戸 、奥 の入 り日の戸 、裏 の戸「1。

オ ク ドリー奥 の 方 まで 、奥 :こ 進 ん で くだ さ い、 奥 に回 つて c

ォ クル ワ リニ ャ………… …送 った の に、起 き るの は起 きた が 。

オ ケ レメ ー…起 き られ な いの で は、起 き るのが 大 変 の よ う。

オ ケ リュウカ …………起 き られ るか 、起 き るの が 大 変 な よ う。

オ ケ レニ ャ…… …・起 き られ な い の な ら、起 き るのが無 理 か 。

オ ケ タ ンカー …・起 きたので す か 、起 きた の か な、起 きた か 。

オ ケ ノ ジャキ … …起 きたば か りだ か ら、今 起 きた と ころで 。

オ ケ タナ イイ ガ ー起 きたの は よ いが、起 き るの は起 きたが 。

オ ケ ヨセ ン…起 き るの に遅 れ て 、起 き るの に手 間 が かか り。

ォ ケ タキ コス …起 きたか ら こそ、起 きたの は起 きた もの の 。

オ ケ ノニ ー起 きた ばか りなの で 、 起 きた もの の、起 きたて 。

オ ケ ンフギ ュー桶 の輸替 えを 、桶 輸 の取替 えを 、桶 輸補 修 。

ォ ヶ タテ ン… … ………… …起 きた け れ ど、起 きた の は よいが c

オ ケ ドマ ……・一 一 ―桶 な どは、疑 は洗 って 、種 は乾 か して 。

オ ケ ソ ン…………起 きたば か りで 、起 きた まで は よか ったが 。

ォ コル ……叱 る、 小言 を言 わ れ る、説教 さ れ る、勃起 す る。

オ コ ラル リャ… … …… … … …叱 られ る と、 小 言 言 わ れれ ば 。

オ コサ ル ルー起 こされ て 、 起 こされ る癖 が つ いて 。起 こす 。

ォ コ ソ ドチー・一 ―起 こ して あ げ よ うと、起 こ しま し ょう と。
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お…・オ コ ロー ドチ ‐一 ―怒 る よ うな風体 で、怒 るか も知 れ な い。

オ コ ンナ …叱 らな いで、叱 りな さん な、叱 らな いが よい。

オ コ リャ… … …叱 れ ば、叱 った と ころで 、 叱 った結 果 は .

オ コ ッタ ゴタ ル………怒 つた よ う、 発情 した よ うで 、激怒 。

オ コサニ ャ‥・起 こさな い と、早 く起 こす ことが 、 立 て て 。

オ ヨ ロ ウ ト… …怒 って も、叱 つた と して も、発 情 して も .

オ コ ラ シャ…怒 らせ る と、叱 る とすれ ば 、発情 した な ら。

オ ゴ ウジ ヨヨ ウ… … … ……拝 ん で礼拝 、 お参 り して拝 む 。

オ ゴ リャ…お ご って ぁ げ る、 接 待 して歓 迎 、 奢 るは慎 む 。

オ コ ツル… … … … ……調子 に乗 せ て、「 1車 に乗 せ られて 。

オ サ ンジ ョケ …………押 しな い ょ ぅに、押 六な いで も解 る。

オ サ メ タカー・…納 め ま したか 、 受 け取 って書 い ま したか 。

オサ ガ リコ。一 ……最 利 用が得 策 、 使 い回 し、有 効 に使 う。

オサ ワガセ チ … … …騒が せ て迷 惑 か け る、予想 外 の騒動 。

オ サ エ ツケチ ー押 しつ けて、 強 引 は逆 効 果 、無 理 は禁物 。

オ サ ル リャ…押 され れ ば、押 され て も対 応 を 、 起 用 され 。

オ サ ンデ ン…押 さ な くて も、起 用 しな くて も、 有 効 利用 。

オ サ ンセ ン… … … ………… …お賽 銭 、神仏 にあ げ る気 持 ち。

オ サ イ ………・…副 食、 おかず の類 い、 食事 のつ け足 し物 c

オ ジヤ ………雑 炊 、柔 らか に した食事、病 人 食 の食 べ物 。

オ シナ ギ ー… …措 しくて勿体 な い、無 駄 に して は惜 しい。

オ ジ ャ ンナー お じさん は、親 の男 兄弟 、親 しい男 性 呼名 。

オ シイ グ レー ガ … …惜 しいの は この上 もな く、 勿 体 ない。

オ シ ク ウ ジー押 し込 ん で、奥 に始 末 して 、奥 に格 納 して。

オ シ ノニ …… …押 した ばか りの 時 に、 今押 したば か りで 。

オ シカ クル …押 しか けて くる、 無 理 に来 訪 す る、半 強制 c

オ ジモ ンノ…怖 い もの の、恐 ろ しいけれ ど、恐 怖 心 深刻 。

オ ジガ ル… …怖 が る、恐 ろ しい気 持 ち にな って 、恐 怖心 .

オ ズ ガ リャ…怖 が る と、 わ ざ と苛 め た り して、 無 理 難 題 .
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ぉ …ォ ス ズ リデ ンー……… …遅 くな って も、 遅 くな った と して も。

ォ スサ ー ヵ クセー女 性 性 器 は隠 しな さ い、 あ そ こは隠、して c

ォ ス デ ン… …遅 くな って も、遅 くて も、 時間が か か って も。

ォ ス ナ ッチ ー遅 くな って しま って 、 遅 刻 して、遅 れ て ご免 。

ォ ス ナ リャ……………… …遅 くな るの な ら、遅 れ る よ うな らc

ォ ス キ タ ヒ ミンズ ラ ー…… … …・遅 く来 た の は恥 か しが りや。

ォ ズ ォ ズ … … …恐 るお そ る。 恐 縮 して 入 って来 る、恐 怖 心。

オ ズ ンナ シ ョワネ ェ… …恐 ろ しが るの は大 丈夫 、 用 心 注 意 。

ォ ズ ウデ ン… …恐 ろ し くて も、怖 い もので も、 気 をつ けて c

オ ゼ ンバ ク… … …… ……食器 を入 れ た 箱 、一 人前 の食器 れ。

ォ セ ニ ャ コマ ル… … … …大 人 に は 1困 った もの、大 人の石頭 。

ォセ ッタ イ ………施 しの行 事 、 お大 野様 の供 養接 待 の施 L′ c

ォ ゼ タ ンカ ー …怖 さ に参 った の か、 恐 ろ しさに国 くな って。

オ ゼマ チ ャ… ……大 きな広 さの 田ん ば 、 広 い田ん ぼ な どは。

ォ セ ジ ャキ … ……大 人 だ か ら、年長 者 だ か ら、 大 者 だ か ら。

ォ セル リャ… ……押 せ れ れ ば、押 せ る な らば、 押 せ ます か。

ォ セ レメ ー カ ー………押 せ な いです か 、 押 せ な い ょ うな らば。

オ セ ンコ タネ ェー押 せ な い事 はな い が 、押せ な い けれ ど も。

ォ ゼ チ ョヶ __―・怖 が って お くの も、 恐 ろ しいふ りを して .

ォ ソロシュー恐ろ しいまで に、予想 外 の、まさかの結果に。

オ ソマ タワカ ッチ ョル……粗末 は納 得 している、了解済み。

ォ ソソ ンウナゲ……″女性性器 の うぶ毛 、なまめか しい場所。

オソナ リャイイキ……遅 くな って よいか ら、遅れて もよい。

ォ ソフ リャ………教 え られて、習 って おけば、襲われれば、.

ォソユ リャー教えてお く、教 え るの もよい方法、指導教育。

ォソダチ ャ…育ちが少 し遅 い、遅 い発育状態、遅れ取戻す。

ォソル リャー恐れて も、恐 れ るの も手段、恐れて勝ち取 る。

ォ ゾォ ゾ………恐 る恐 るす る、怖 さが あるけれど、恐怖心。

ォ ゾ ンジ ョウーー方的 に、私 たちばか りが、私 たちのだけ。
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お ‐̈オ ダブツ ド…失 敗 して しま うよ、元 も子 もな くな る、失 敗 。

オ ダチ ノ ッチ ー 日車 に乗 って 、調 子 に乗 せ られ て。策 略 に c

ォ タチー……‐――出発 して、 出 か けます よ、 これ か ら始 ま る c

オ ダイサマ ー弘 法 大 師の事 、 大 師 の接 待 行 事 な ど、 お接 待 。

オ タチ ャ…出発 す るの は、 出 か け るの は、 い よ いよ出 か け。

ォ ダテチ ュウエ ー …仕込 まれ た策 略 に、調 子 に乗せ られ て 。

ォ ダチ…… …相 手 のベ ース に は ま って、 調 子 に乗せ られ る。

オ タ ンチ ン… …知 って るよ うで しらぬ調 子 者 、 少 し指 数 が c

オ タカラ ン… ぼ ん ぼん育 ちの 、書労知 らず の 、利 用 され る。

オ ダテ ン…… …菱 子 に乗 せ られ そ うで 、 旨 く話 に合わ せ る。

オ ダツ リャ… ……… …調子 に乗 せ ると、 い い子 に祭 り上 げ る。

ォ チ ョクルー …冗 談話 に乗 せ られて、 ジ ョヘ ー クにか か る。

ォ チチーチ…… …… …落 ち着 いて、 見極 めて 、 思 慮深 い才 能 。

ォ チ ョウ シモ ン… … …・…調 子 にす ぐ乗 る性 格 、 おひ と よ し。

オ チ ャノコーヘ い ち や ら、気 に も苦 に も、 お ちつ き払 った 。

オ チ ャデ ンー・…… …お茶 で もど うど、 心 の ゆ と り も、度 胸 c

オ チ ョウチ ンモ チ ー仲取 り持 つ世 話役 、親 で も言 えぬ 事 が 。

ォ チ ャウキ ャー お茶 の おつ まみ は、 お茶 に添 え た心 くば り。

ォ チチー ター 落 ち着 いて い る、 や っと安 心 した 、一件 落 着 。

ォ チ クー ジ…落 胆 して しま う、 ど うに もな らぬ心境 c不安 。

ォ ッムテ ンテ ン……………幼 児 の遊 び しつ け、 押 さない表 情 。

オ ツ リガ クル … … …儲 けが つ いて くる、 思 わ ぬ利潤 、運 得 。

オ ッモ リン。一 一 … …終 わ りに しま しょ う、 め で た くお開 き。

オ ツキサ ン……・一 … …御 月様 、夜 も照 ら して くれ る、名 月。

オ ツ ル ンカー落 ち るか も、汚 れが落 ち るか も、 垢が取 れ る。

ォ ッキォ ク ジ ャキ …お着 きの 際 に置 くの で 、 お着 き供 え物 。

ォ ツキ …… …御 輿 が着 いた、 御 輿 の順 幸 で 立 ち寄 る、着 く。

ォ ッ トドッコイ …… ………大 丈 夫 、吃驚 した、 瞬 間の ろめ き。

ォ ッッケモ ドロー …… …や が て帰 ります よ、 す ぐ帰 るか ら。
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あとが き

長 い ご愛 読 の 皆様 の  ご支 援 ご協 力 に よ りま して 方 言 集 も

続編 14号 … 取 り組 ん で 21年 目に入 り 通 算 25冊 が 完 成

い た しま した 。今 だ か ら辛 う じて残 せ た 故 郷 の古 い生 活 用

語 で あ つた方 言  失 わ れつ つ あ る時 に書 留 め 消 え る前 に保

存 で きた幸 せ も 満 喫 して い ます 。

それ も多 くの ご愛 読 いた だ い た皆様 の  お蔭 と感謝 申 して い

ます。 と くに最近 にな って は表紙画 に も 積 極 釣 に支 援 して

頂 き素 朴 な 冊 子 :こ  華 を添 え て頂 き厚 くお礼 を 申 し上 げ ます

。 これ か ら も続 く限 り発 行 の予定 を  頑 張 る こと :こ して い ま

す ので  ご支 援 よろ しくお願 い 申 します 。

限定 100冊 もなん とか  ご協 力で 消 化 して継続 出来  資料

は沢山寄 せ られ た もの と 会 員の余 暇 活 動 で 際限 な くあ り

5回 目にな った方 言 単語 も 当分 か か りそ うで完成 した ら

『 野津原方 言 単語 の ひろが り』 の 発 行 も予 定 して い ます 。

健 在『 お』 の『 サ』 まで で め 7679語 で す ので 完 成 にな

れ ば膨大 な 75万 語 くらい に な るの で は と思 います 。

引き続 きの ご愛読 ご支援の程を お願い申 し上げます。

皆様方の ご健勝 お祈 り申 しています。

平 成 25年 ■ 0月 吉 日

な

も
野津原方言調査会
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板言
　
ひ
　
Ｌｃ
　
こ
　
と

伝 次 国 をま続編『 恥 15』 :こ な ります。

★  五 助 街道物 語 も 5回 目で  今 市 か ら

小 無 聾 まで進 み ます 。五 助 さん が旅 人 と

ュ ニ ー クな話 しを 旅 のつ れ づ れ に語 る

周 りの 歴 史人情 もカ ラマ セ て  世 は情

の旅  肥後 街 道 … …… 。一。

☆  ち ょつ と一 服 一四方 山話 が ひ ろが る 人

の知 らなか った あん な話 こん な話題 c

☆  女 性 の底力 …隠 れ た努 力  響 か しい足跡

この ままで は惜 しい 話 を い くつ か。

★  方 言 子 供 の世 界 一読 み語 り浄ヽ らを 幾 つ

か載 せ て参考 になれ ば 民 話 伝 承 も。

★  ふ るさ とん味 一忘 れ られ た 知 らなか っ

た故 郷 の お い しい味 。

☆  四 季 の歳 時記 …昭 和 30年 頃 の生活環境

を  振 り返 り甦 らせ て。

★  民 話 、伝承 …故郷 に残 る情 愛 の 染み る話

や  物語 りを堀 り起 こ して 一一 ― .

★  方 言 単語 の ひ ろが り…『 お』 の 夕行か ら

で  ここまで の総 計 は 7679語 に  'な

りま した。

肥後街道物語 りは 続編聰 16号 か ら 『 今市⇒胡麻鶴

物語 り』を 予定 しています。

で
、

、ゃ ″
′
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